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本製品を使用する前に

• 注意事項の定義

• 商標

• 重要事項
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 ホーム > 本製品を使用する前に > 注意事項の定義

注意事項の定義
本ガイドでは、以下の記号が使用されます。

警告 警告は、この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負
う可能性がある内容を示しています。

注意 注意は、この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が
ある内容を示しています。

重要 重要は、この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、物的損害の可能性がある
内容を示しています。

お願い お願いは、ご使用していただく上での注意事項、制限事項などの内容を示していま
す。
ヒントアイコンは、有益なヒントや補足情報を示します。

「感電の危険があること」を示しています。

「火災の危険があること」を示しています。

「やけどの危険があること」を示しています。

「してはいけないこと」を示しています。

太字 本製品の操作パネルやパソコン画面に表示されるボタンを示しています。
[XXXXX] 括弧で囲まれたテキストは、本製品の画面に表示されるメッセージを示していま

す。

  関連情報
• 本製品を使用する前に 
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 ホーム > 本製品を使用する前に > 商標

商標
Microsoft、Windows、Windows Server、Internet Explorer、Active Directory、OneNote、Windows phoneおよび
OneDriveは、米国および／またはその他の国におけるマイクロソフト社の登録商標または商標です。
Apple、Mac、macOS、Safari、iPad、iPhoneおよび iPod touchは、米国および他の国々で登録された Apple Inc.
の商標です。
PostScriptおよび PostScript 3 は、米国および／またはその他の国におけるアドビシステムズ社の登録商標また
は商標です。
Wi-Fi CERTIFIED、Wi-Fi、Wi-Fi Alliance、Wi-Fi DirectおよびWi-Fi Protected Accessは、Wi-Fi Alliance®の登録
商標です。
WPA、WPA2、Wi-Fi Protected SetupおよびWi-Fi Protected Setupのロゴは、Wi-Fi Alliance®の商標です。
Android、Google Cloud Print、Google Drive、Google Chromeおよび Google Playは、グーグル社の商標です。
これらの商標の使用には、グーグル社の許可が必要です。
Mopriaは、Mopria Alliance社の商標です。
Mozillaおよび Firefoxは、モジラ財団の登録商標です。
UNIXは、米国およびその他の国におけるオープングループの登録商標です。
Linuxは、米国およびその他の国における Linus Torvaldsの登録商標です。
Intelは、米国および／またはその他の国における Intel Corporationの商標です。
その他の社名、または商品名等は各社の登録商標または商標です。
本ガイドに記載されているソフトウェアの各社は、各プログラム特有のソフトウェアライセンス契約を有してい
ます。
Microsoft Corporationの許可を得て画面写真を使用しています。
Xerox, Xerox ロゴ、および Fuji Xeroxロゴは、米国ゼロックス社の登録商標または商標です。

  関連情報
• 本製品を使用する前に 
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重要事項
• 購入された国以外で本製品を使用しないでください。海外各国における通信規格に反する場合や、海外で使
用されている電源が本製品で適切に使用できない恐れがあります。

• 本文中の Windows® 10 には、Windows® 10 Home、Windows® 10 Pro、Windows® 10 Education、および
Windows® 10 Enterpriseを指します。

• 本文中のWindows Server® 2008は、Windows Server® 2008およびWindows Server® 2008 R2を指します。
• 本ガイドに示される画面は説明用であり、実際の画面とは異なる場合があります。
• 特に指定のない限り、本書ではWindows® 7および macOS v10.13.xの画面が使用されています。実際のパソ
コンの画面はお使いの OSによって異なる場合があります。

• 本ガイドならびに本製品の仕様は予告なく変更されることがあります。

  関連情報
• 本製品を使用する前に 
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 ホーム > お使いの富士ゼロックス製品について

お使いの富士ゼロックス製品について

• 本製品をご使用になる前に

• 前面と背面

• 操作パネルの概要

• Fuji Xerox Utilitiesにアクセスする（Windows®）
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 ホーム > お使いの富士ゼロックス製品について > 本製品をご使用になる前に

本製品をご使用になる前に
印刷操作を行う前に以下の内容を確認してください。
• プリンタードライバーがインストールされていることを確認してください。
• USBユーザーまたはネットワークケーブルユーザーの場合：インターフェイスケーブルが安全に接続されて
いることを確認します。

ファイアウォール（Windows®）
お使いのパソコンがファイアウォールによって保護されており、ネットワーク印刷が使えない場合は、ファイア
ウォールの設定を変更する必要があります。Windows® ファイアウォールを使用していて、プリンタードライバ
ーを本製品のインストールディスクからインストールした場合、必要なファイアウォール設定は完了済みです。
別のファイアウォールを使用している場合は、お使いのファイアウォールのユーザーズガイドを参照するかメー
カーに問い合わせてください。

  関連情報
• お使いの富士ゼロックス製品について 
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 ホーム > お使いの富士ゼロックス製品について > 前面と背面

前面と背面
前面

5

4

3

6

1

7

2

背面

12

9

108

8

9

11

1. 上面排紙トレイの排紙ストッパー（排紙ストッパー）
2. 上面排紙トレイ
3. フロントカバーリリースボタン
4. フロントカバー
5. 用紙トレイ
6. 多目的トレイ
7. 液晶ディスプレー（LCD）付き操作パネル
8. 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-Tポート
9. USBポート
10. AC電源コネクター/コード
11. バックカバー（背面排紙トレイ）

  関連情報
• お使いの富士ゼロックス製品について 
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 ホーム > お使いの富士ゼロックス製品について > 操作パネルの概要

操作パネルの概要

2

1

3

4

5

6

1. 液晶ディスプレー（LCD）
本製品の設定や使用時に役立つメッセージが表示されます。
無線接続をご使用の場合、4段階の表示で無線信号の強度を表します。

    

0 Max

    

2. Data LED
本製品の状態に応じて Data LEDが点滅します。
Data LEDが点灯している場合は、本製品のメモリーにデータがあります。Data LEDが点滅している場合は、
本製品がデータを受信中または処理中です。

3. Error LED
画面にエラーまたは重要なステータスメッセージが表示されると、Error LEDが点滅します。

4. メニューボタン

OK
本製品の設定を保存するときに押します。設定を変更した後、製品は 1つ前のメニューレベルに戻ります。

Back
• 押すと、メニューの 1つ前のレベルに戻ります。
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• 数字の入力時に、1つ前の桁を選択するときに押します。

a または b（+ または -）
• メニューとオプションをスクロールするときに押します。
• 数字の入力、数字の増減をするときに押します。a または b を長押しすると、スクロールの速度が上が
ります。希望の数字を表示して、OKを押します。

5. Secure
4桁のパスワードを入力して、メモリーに保存されたジョブを印刷するときに押します。

6. Go
• 特定のエラーメッセージを消去します。他のエラーをすべて消去する場合は、画面の指示に従ってくださ
い。

• 製品のメモリーに残っているデータをすべて印刷するときに押します。
• 表示されたオプションを選択するときに押します。設定を変更した後、製品は準備モードに戻ります。

7. Cancel
• 現在の設定をキャンセルするときに押します。
• 印刷ジョブをキャンセルし、本製品のメモリーから消去するときに押します。複数の印刷ジョブをキャン
セルするには、画面に [ｲﾝｻﾂ ｦ ｽﾍﾞﾃ ﾁｭｳｼ] と表示されるまで Cancel を長押しします。

8.  電源オン／オフ

•  を押して本製品の電源を入れます。

•  を長押しして本製品の電源を切ります。画面に [ﾃﾞﾝｹﾞﾝｦ ｵﾌﾆｼﾏｽ] と数秒間表示されてから電源が
切れます。

9. ネットワークボタン

• Wi-Fi

パソコンで無線 LANインストーラーを起動し、Wi-Fi ボタンを押します。画面の指示に従って本製品とネ
ットワーク間の無線接続を設定します。
Wi-Fiランプが点灯している場合、本製品は無線アクセスポイントに接続されています。Wi-Fi ランプが
点滅している場合は、無線接続が切れているか、本製品が無線 LANアクセスポイントに接続中です。

  関連情報
• お使いの富士ゼロックス製品について 
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 ホーム > お使いの富士ゼロックス製品について > Fuji Xerox Utilitiesにアクセスする（Windows®）

Fuji Xerox Utilitiesにアクセスする（Windows®）
Fuji Xerox Utilitiesは、お使いのパソコンにインストールされたあらゆる Fuji Xeroxアプリケーションへのアク
セスを簡単にするアプリケーションランチャーです。
1. 以下のいずれかを行ってください：

• （Windows® 7、Windows Server® 2008およびWindows Server® 2008 R2）

 （スタート） > すべてのプログラム > Fuji Xerox > Fuji Xerox Utilitiesをクリックします。

• （Windows® 8およびWindows Server® 2012）

スタート画面またはデスクトップ上で （Fuji Xerox Utilities）をタップまたはクリックします。

• （Windows® 8.1およびWindows Server® 2012 R2）

スタート画面の左下にマウスを移動し、 をクリックします（タッチ型の機器の場合は、スタート画面
を下から上にフリックし、アプリ画面を表示します）。

アプリ が表示されたら、 （Fuji Xerox Utilities）をタップまたはクリックします。

• （Windows® 10およびWindows Server® 2016）

 > Fuji Xerox > Fuji Xerox Utilitiesをクリックします。

2. 本製品を選択します（XXXXXはお使いの製品のモデル名です）。

3. 利用する操作を選択します。
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  関連情報
• お使いの富士ゼロックス製品について

• 富士ゼロックスのソフトウェアとドライバーをアンインストールする（Windows®） 
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 ホーム > お使いの富士ゼロックス製品について > Fuji Xerox Utilitiesにアクセスする（Windows®） > 富士
ゼロックスのソフトウェアとドライバーをアンインストールする（Windows®）

富士ゼロックスのソフトウェアとドライバーをアンインストールする
（Windows®）
1. 以下のいずれかを行ってください：

• （Windows® 7、Windows Server® 2008、Windows Server® 2008 R2）

 （スタート） > すべてのプログラム > Fuji Xerox > Fuji Xerox Utilitiesをクリックします。

• （Windows® 8およびWindows Server® 2012）

スタート画面またはデスクトップ上で （Fuji Xerox Utilities）をタップまたはクリックします。

• （Windows® 8.1およびWindows Server® 2012 R2）

スタート画面の左下にマウスを移動し、 をクリックします（タッチ型の機器の場合は、スタート画面
を下から上にフリックし、アプリ画面を表示します）。

アプリ が表示されたら、 （Fuji Xerox Utilities）をタップまたはクリックします。

• （Windows® 10およびWindows Server® 2016）

 > Fuji Xerox > Fuji Xerox Utilitiesをクリックします。

2. ドロップダウンリストをクリックして、お使いの機器のモデル名を選択します（未選択の場合）。左ナビゲー
ションバーのツールをクリックして、アンインストールをクリックします。
ダイアログボックスの指示に従い、ソフトウェアやドライバーをアンインストールします。

  関連情報

• Fuji Xerox Utilitiesにアクセスする（Windows®） 
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 ホーム > 原稿の取り扱い

原稿の取り扱い

• 用紙のセット

• 用紙設定

• 印刷できない領域

• 特殊用紙を使用する
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用紙のセット

• 用紙トレイに用紙をセットして印刷する

• 多目的トレイ（MPトレイ）に用紙をセットして印刷する
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 用紙のセット > 用紙トレイに用紙をセットして印刷する

用紙トレイに用紙をセットして印刷する

• 用紙トレイに普通紙（厚め）、レターヘッド、 カラー 用紙、普通紙、再生紙をセットし
て印刷する

• 用紙トレイに厚紙をセットして印刷する

• 印刷の問題

• エラーメッセージとメンテナンスメッセージ
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 用紙のセット > 用紙トレイに用紙をセットして印刷する > 用紙トレイに普通紙
（厚め）、レターヘッド、 カラー 用紙、普通紙、再生紙をセットして印刷する

用紙トレイに普通紙（厚め）、レターヘッド、 カラー 用紙、普通紙、再生紙
をセットして印刷する

• 用紙確認設定がオンに設定されているときに、製品から用紙トレイを引き出すと、画面に用紙タイプと用
紙サイズ設定を変更するか尋ねるメッセージが表示されます。必要であれば用紙サイズと用紙タイプの設
定を変更し、画面の指示に従ってください。

• 用紙サイズと用紙タイプの異なる用紙をトレイにセットした場合、本製品かお持ちのパソコンでも用紙サ
イズと用紙タイプの設定を変更する必要があります。

• 再生紙を利用する場合は、最初に印字テストを行ってください。

1. 用紙トレイを本製品から完全に引き出します。

2. 用紙ガイドを押してスライドさせ、用紙に合わせます。
緑色のリリースレバーを押して用紙ガイドをスライドさせます。

3. 用紙をよくさばきます。
4. 用紙の印刷面を 下にして、用紙トレイにセットします。
レターヘッド紙やプレプリント紙を使用する場合、図に従い、用紙を正しい向きにセットします。

レターヘッド紙やプレプリント紙の向き
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片面印刷の場合

• 下向き
• 上端を用紙トレイの前面方向へ

自動両面印刷（長辺とじ）の場合

• 上向き
• 下端を用紙トレイの前面方向へ

• サイズやタイプの異なる用紙を同時に用紙トレイにセットしないでください。紙詰まりや紙送り異常の
原因となる場合があります。

• レターヘッド紙やプレプリント紙を両面印刷に使用する場合、以下の手順に従い、本製品の設定を変更
します。
- [ﾖｳｼﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ] > [ﾘｮｳﾒﾝ ｲﾝｻﾂ] > [ｶﾀﾒﾝ ﾊﾝｿｳﾎｳｼｷ] > [ﾘｮｳﾒﾝ ﾊﾝｿｳｹｲﾛ]を押します。

5. 用紙の束が最大用紙容量マーク（b b b）よりも下になっていることを 確認します。
用紙トレイに用紙を入れすぎると、紙詰まりの原因となる場合があります。

6. 用紙トレイをゆっくりと押して、製品に確実に取り付けます。
7. 排紙ストッパーを持ち上げて、用紙が排紙トレイから滑り落ちないようにします。

8. 印刷ジョブを本製品に送信します。
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印刷ダイアログボックスで印刷の詳細設定を変更してから、印刷ジョブをパソコンから送信します。

  関連情報
• 用紙トレイに用紙をセットして印刷する 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 用紙のセット > 用紙トレイに用紙をセットして印刷する > 用紙トレイに厚紙を
セットして印刷する

用紙トレイに厚紙をセットして印刷する

• 用紙確認設定がオンに設定されているときに、製品から用紙トレイを引き出すと、画面に用紙タイプと用
紙サイズ設定を変更するか尋ねるメッセージが表示されます。必要であれば用紙サイズと用紙タイプの設
定を変更し、画面の指示に従ってください。

• 用紙サイズと用紙タイプの異なる用紙をトレイにセットした場合、本製品かお持ちのパソコンでも用紙サ
イズと用紙タイプの設定を変更する必要があります。

1. 用紙トレイを本製品から完全に引き出します。

2. 用紙ガイドを押してスライドさせ、用紙に合わせます。
緑色のリリースレバーを押して用紙ガイドをスライドさせます。

3. 用紙をよくさばきます。
4. 用紙の印刷面を 下にして、用紙トレイにセットします。

サイズやタイプの異なる用紙を同時に用紙トレイにセットしないでください。紙詰まりや紙送り異常の原
因となる場合があります。
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5. 用紙の束が最大用紙容量マーク（b b b）よりも下になっていることを 確認します。
用紙トレイに用紙を入れすぎると、紙詰まりの原因となる場合があります。

6. 用紙トレイをゆっくりと押して、製品に確実に取り付けます。
7. 本製品のバックカバー（背面排紙トレイ）を開けます。

8. 印刷ジョブを本製品に送信します。

印刷ダイアログボックスで印刷の詳細設定を変更してから、印刷ジョブをパソコンから送信します。

9. 本製品のバックカバー（背面排紙トレイ）をロックするまで完全に閉じます。

  関連情報
• 用紙トレイに用紙をセットして印刷する 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 用紙のセット > 多目的トレイ（MPトレイ）に用紙をセットして印刷する

多目的トレイ（MPトレイ）に用紙をセットして印刷する
最大 10枚の封筒、レターヘッド、カラー用紙、普通紙、厚紙、超厚紙、再生紙、ボンド紙、ラベル、最大 10枚
の郵便はがき、または最大 50枚の普通紙（厚め）を多目的トレイにセットできます。

• 多目的トレイに普通紙（厚め）、レターヘッド、カラー用紙、普通紙、再生紙、およびボ
ンド紙をセットして印刷する

• 多目的トレイに厚紙/超厚紙、ラベル、郵便はがきをセットして印刷する

• 多目的トレイに封筒をセットして印刷する

• 印刷の問題

• エラーメッセージとメンテナンスメッセージ
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 用紙のセット > 多目的トレイ（MPトレイ）に用紙をセットして印刷する > 多
目的トレイに普通紙（厚め）、レターヘッド、カラー用紙、普通紙、再生紙、およびボンド紙をセットして印
刷する

多目的トレイに普通紙（厚め）、レターヘッド、カラー用紙、普通紙、再生
紙、およびボンド紙をセットして印刷する

用紙サイズと用紙タイプの異なる用紙をトレイにセットした場合、本製品かお持ちのパソコンでも用紙サイズ
と用紙タイプの設定を変更する必要があります。

1. 排紙ストッパーを持ち上げて、用紙が上面排紙トレイから滑り落ちないようにします。

2. 多目的トレイを開き、静かに下げます。

3. 多目的トレイ用紙サポート（1）を引き出してフラップ（2）を開きます。

4. 使用する用紙サイズの幅に合わせて、多目的トレイの用紙ガイドを調整します。右側の用紙ガイドにレバー
がある場合は、それを押して用紙ガイドをスライドさせます。

5. 用紙の印刷面を上にして、多目的トレイにセットします。レターヘッド紙やプレプリント紙を使用する場合、
図に従い、用紙を正しい向きにセットします。
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1

用紙が最大積載枚数のマーク（1）を超えていないことを確認します。

レターヘッド紙やプレプリント紙の向き
片面印刷の場合

• 上向き
• 上端を合わせる

自動両面印刷（長辺とじ）の場合

• 下向き
• 下端を合わせる

レターヘッド紙やプレプリント紙を両面印刷に使用する場合、以下の手順に従い、本製品の設定を変更しま
す。
• [ﾖｳｼﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ] > [ﾘｮｳﾒﾝ ｲﾝｻﾂ] > [ｶﾀﾒﾝ ﾊﾝｿｳﾎｳｼｷ] > [ﾘｮｳﾒﾝ ﾊﾝｿｳｹｲﾛ]を押します。

6. 印刷ジョブを本製品に送信します。

印刷ダイアログボックスで印刷の詳細設定を変更してから、印刷ジョブをパソコンから送信します。

  関連情報
• 多目的トレイ（MPトレイ）に用紙をセットして印刷する 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 用紙のセット > 多目的トレイ（MPトレイ）に用紙をセットして印刷する > 多
目的トレイに厚紙/超厚紙、ラベル、郵便はがきをセットして印刷する

多目的トレイに厚紙/超厚紙、ラベル、郵便はがきをセットして印刷する

バックカバー（背面排紙トレイ）を引き下げると、多目的トレイから本製品の背面までが直線状の用紙搬送路
になります。厚紙/超厚紙、ラベルまたは郵便はがきに印刷する場合は、この用紙送り・排紙方法を使用してく
ださい。
用紙サイズと用紙タイプの異なる用紙をトレイにセットした場合、本製品かお持ちのパソコンでも用紙サイズ
と用紙タイプの設定を変更する必要があります。

1. 本製品のバックカバー（背面排紙トレイ）を開けます。

2. 本製品の前面にある多目的トレイを開け、静かに下げます。

3. 多目的トレイ用紙サポート（1）を引き出してフラップ（2）を開きます。

4. 使用する用紙の幅に合わせて、多目的トレイの用紙ガイドを調整します。右側の用紙ガイドにレバーがある
場合は、それを押して用紙ガイドをスライドさせます。

5. 用紙またはラベルを多目的トレイにセットします。
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1

• 用紙が最大積載枚数のマーク（1）を超えていないことを確認します。
• 用紙の印刷面を上にして、多目的トレイにセットします。

6. 印刷ジョブを本製品に送信します。

お使いのパソコンから印刷ジョブを送信する前に、印刷画面で印刷設定を変更します。

7. 本製品のバックカバー（背面排紙トレイ）をロックするまで完全に閉じます。

  関連情報
• 多目的トレイ（MPトレイ）に用紙をセットして印刷する 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 用紙のセット > 多目的トレイ（MPトレイ）に用紙をセットして印刷する > 多
目的トレイに封筒をセットして印刷する

多目的トレイに封筒をセットして印刷する

• 多目的トレイには最大 10枚の封筒をセットできます。
• 封筒の角や側面を押して平らにしてからセットします。

• 用紙サイズと用紙タイプの異なる用紙をトレイにセットした場合、本製品かお持ちのパソコンでも用紙サ
イズと用紙タイプの設定を変更する必要があります。

1. 本製品のバックカバー（背面排紙トレイ）を開けます。

2. 本製品の前面にある多目的トレイを開け、静かに下げます。

3. 多目的トレイ用紙サポート（1）を引き出してフラップ（2）を開きます。

4. 使用する封筒の幅に合わせて、多目的トレイの用紙ガイドを調整します。右側の用紙ガイドにレバーがある
場合は、それを押して用紙ガイドをスライドさせます。

5. 封筒を多目的トレイにセットします。
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1

印刷面を上にして、最大 10 枚の封筒を多目的トレイにセットします。封筒が最大積載枚数のマーク（1）
を超えていないことを確認します。10枚を超える封筒をセットすると、紙詰まりを起こすおそれがありま
す。

6. 印刷ジョブを本製品に送信します。

印刷ダイアログボックスで印刷の詳細設定を変更してから、印刷ジョブをパソコンから送信します。

設定 封筒に使用するオプション

用紙サイズ Com-10
DL
C5
モナーク
洋形 4号封筒
長形 3号封筒
長形 4号封筒

用紙種類 封筒
封筒 (厚め)
封筒 (薄め)

7. 本製品のバックカバー（背面排紙トレイ）をロックするまで完全に閉じます。

  関連情報
• 多目的トレイ（MPトレイ）に用紙をセットして印刷する 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 用紙設定

用紙設定

• 用紙サイズと用紙タイプを変更する

• トレイ確認を設定する
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 用紙設定 > 用紙サイズと用紙タイプを変更する

用紙サイズと用紙タイプを変更する
トレイにセットする用紙のサイズと用紙タイプを変更した場合、同時に画面で用紙サイズと用紙タイプの設定を
変更する必要があります。

1. aまたは bを押して、[ﾖｳｼﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ﾖｳｼ ﾀｲﾌﾟ]を選択し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、変更したい用紙トレイを選択し、OKを押します。
4. aまたは bを押して、使用したい用紙の種類を選択し、OKを押します。
5. Backを押します。
6. aまたは bを押して[ﾖｳｼ ｻｲｽﾞ]オプションを選択し、OKを押します。
7. aまたは bを押して、変更したい用紙トレイを選択し、OKを押します。
8. aまたは bを押して、使用する用紙サイズを選択し、Goを押します。

  関連情報
• 用紙設定 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 用紙設定 > トレイ確認を設定する

トレイ確認を設定する
サイズ確認設定がオンになっている場合、用紙トレイを外すか、多目的トレイに用紙をセットすると、用紙サイ
ズか用紙の種類を変更したかを確認するメッセージがディスプレーに表示されます。

お買い上げ時の設定はオンです。

1. aまたは bを押して、[ﾖｳｼﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ﾄﾚｲｶｲﾍｲｼﾞｶｸﾆﾝ]を選択し、OKを押します。
3. a または b を押して、 [ｵﾝ] または [ｵﾌ] を選択してから、 Go を押します。

  関連情報
• 用紙設定 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 印刷できない領域

印刷できない領域
下図の数値は、一般的に使用される用紙サイズの端からの最大印刷不可領域を示しています。この数値はご使用
の用紙サイズや設定により異なる場合があります。

1

3

2 4

これらの領域に印刷しようとしないでください。これらの領域には出力されません。

用途 原稿サイズ 上部（1）
下部（3）

左（2）
右（4）

印刷 USレター 4.23 mm 4.23 mm

A4 4.23 mm 4.23 mm

リーガル 4.23 mm 4.23 mm

  関連情報
• 原稿の取り扱い 
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 ホーム > 原稿の取り扱い > 特殊用紙を使用する

特殊用紙を使用する
用紙を購入する前に、サンプル用紙を使用して正しく印刷できるかを確認してください。

  警告
• 電気を通しやすい紙（折り紙/カーボン紙/導電性コーティングを施された紙など）を使用しないでくださ
い。ショートして火災の原因となるおそれがあります。

• 紙詰まりや製品損傷の原因となりますので、インクジェット紙は使用しないでください。
• ボンド紙、粗面紙、しわのある/しわ加工紙を使用すると、印字品質が低下することがあります。
印刷用紙は購入時のパッケージに封をして保管してください。平らな場所に置いて、多湿、直射日光、高温を避
けてください。

重要

一部の用紙は印字品質を低下させ、製品損傷の原因となる場合があります。
次に該当する用紙は使用しないでください:
• 表面が極めてざらついている
• 表面が極めてつるつるしている、または光沢がある
• 丸まっている、または反っている
• コーティング加工または化学薬品で仕上げされている
• 破損、しわ、または折り曲げがある
• 本ガイドで指定する推奨重量を超えている
• タブやホチキスが留められている
• 低温染料使用またはサーモグラフィ加工されたレターヘッド
• マルチパートまたはノーカーボン紙
• インクジェット専用紙
上記いずれかに該当する用紙をご使用になった場合、製品損傷の原因となる場合があります。この損傷は、
保証またはサービス契約の対象外となります。

  関連情報
• 原稿の取り扱い 
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 ホーム > 印刷

印刷

• パソコンからの印刷（Windows®）

• パソコンからの印刷（Mac）

• 異なる数種類の用紙に複製印刷する

• 印刷ジョブをキャンセルする

• テスト印刷
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®）

パソコンからの印刷（Windows®）

• 文書を印刷する（Windows®）

• 1枚の用紙に複数ページを印刷する（N in 1）（Windows®）

• ポスターとして印刷する（Windows®）

• 用紙の両面に印刷する（Windows®）

• 小冊子として印刷する（Windows®）

• セキュリティ印刷（Windows®）

• パソコンからマクロを使用する （Windows®）

• プリセット印刷プロファイルを使用する（Windows®）

• お買い上げ時の印刷設定の変更（Windows®）

• PS3エミュレートプリンタードライバー（PostScript® 3™言語エミュレーション）を使用
して文書を印刷する（Windows®）

• お使いのパソコンからの本製品の状態を監視する （Windows®）

• 印刷設定（Windows®）
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®） > 文書を印刷する（Windows®）

文書を印刷する（Windows®）

1. アプリケーション上で印刷メニューを選択します。
2. FX DocuPrint XXXXX（XXXXXはお使いのモデル名）を選択して、印刷プロパティまたは設定ボタンをクリ
ックします。
プリンタードライバーの設定画面が表示されます。

3. 用紙トレイに正しいサイズの用紙がセットされているかを確認します。
4. 用紙サイズドロップダウンリストをクリックし、用紙サイズを選択します。
5. 印刷の向き欄で、縦または横を選択し、印刷の向きを設定します。

お使いのアプリケーションに同様の設定がある場合、アプリケーションを使用して印刷の向きを設定するこ
とをお勧めします。

6. 部数欄に、必要な部数（1～999部）を入力します。
7. 用紙種類ドロップダウンリストをクリックし、使用する用紙の種類を選択します。
8. 複数ページを 1枚の用紙に印刷する場合、または 1ページを複数枚の用紙に印刷する場合は、レイアウトド
ロップダウンリストをクリックして、必要な設定を選択します。

9. 必要に応じて、その他の印刷設定を変更します。
10. OKをクリックします。
11. 印刷操作を完了します。

  関連情報

• パソコンからの印刷（Windows®）
関連トピック：
• 印刷設定（Windows®） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®） > 1枚の用紙に複数ページを印刷する（N in 1）
（Windows®）

1枚の用紙に複数ページを印刷する（N in 1）（Windows®）

1. アプリケーション上で印刷メニューを選択します。
2. FX DocuPrint XXXXX（XXXXXはお使いのモデル名）を選択して、印刷プロパティまたは設定ボタンをクリ
ックします。
プリンタードライバーの設定画面が表示されます。

3. 印刷の向き欄で、縦または横を選択し、印刷の向きを設定します。

お使いのアプリケーションに同様の設定がある場合、アプリケーションを使用して印刷の向きを設定するこ
とをお勧めします。

4. レイアウトドロップダウンリストをクリックし、2 ページ、4 ページ、9 ページ、16 ページ、または 25 ペー
ジのいずれかのオプションを選択します。

5. ページの順序ドロップダウンリストをクリックし、ページの順序を選択します。
6. 仕切り線ドロップダウンリストをクリックし、境界線のタイプを選択します。
7. 必要に応じて、その他の印刷設定を変更します。
8. OKをクリックします。
9. 印刷操作を完了します。

  関連情報

• パソコンからの印刷（Windows®）
関連トピック：
• 印刷設定（Windows®） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®） > ポスターとして印刷する（Windows®）

ポスターとして印刷する（Windows®）
印刷サイズを拡大してポスターモードで文書や画像を印刷します。

1. アプリケーション上で印刷メニューを選択します。
2. FX DocuPrint XXXXX（XXXXXはお使いのモデル名）を選択して、印刷プロパティまたは設定ボタンをクリ
ックします。
プリンタードライバーの設定画面が表示されます。

3. レイアウトドロップダウンリストをクリックし、縦 2 x 横 2 倍、縦 3 x 横 3 倍、縦 4 x 横 4 倍、または縦 5
x 横 5 倍のいずれかのオプションを選択します。

4. 必要に応じて、切り取り線を印刷チェックボックスを選択します。

切り取り線を印刷
切り取りを簡単に行えるように、印刷可能な領域の周りに薄く切り取り線を印刷します。

5. 必要に応じて、その他の印刷設定を変更します。
6. OKをクリックします。
7. 印刷操作を完了します。

  関連情報

• パソコンからの印刷（Windows®）
関連トピック：
• 印刷設定（Windows®） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®） > 用紙の両面に印刷する（Windows®）

用紙の両面に印刷する（Windows®）

• 自動両面印刷機能を使用する場合、A4サイズの用紙を選択します。
• 紙詰まり解除カバーが閉まっていることを確認します。
• 用紙がカールしている場合は、真っ直ぐに伸ばしてから用紙トレイに戻します。
• 用紙が薄過ぎると、しわになることがあります。
• 手動の両面印刷機能を使用する場合、紙詰まりが発生したり、印刷品質が悪くなることがあります。

1. アプリケーション上で印刷メニューを選択します。
2. FX DocuPrint XXXXX（XXXXXはお使いのモデル名）を選択して、印刷プロパティまたは設定ボタンをクリ
ックします。
プリンタードライバーの設定画面が表示されます。

3. 印刷の向き欄で、縦または横を選択し、印刷の向きを設定します。

お使いのアプリケーションに同様の設定がある場合、アプリケーションを使用して印刷の向きを設定するこ
とをお勧めします。

4. 両面印刷/小冊子印刷ドロップダウンリストをクリックし、両面印刷または両面印刷 (手動)を選択します。

オプション 詳細

両面印刷 自動的に用紙の両面に印刷します。

両面印刷 (手動) 本製品では、最初にすべての用紙の片面に偶数ページの内容を印字します。それから、プ
リンタードライバーにより用紙を再度セットするよう求められます（ポップアップメッセ
ージの表示）。

5. 両面印刷設定ボタンをクリックします。
6. とじ方メニューからオプションのいずれかを選択します。
両面が選択された場合、それぞれの向きで、4種類の両面印刷の綴じ方から選択できます。
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縦向き 詳細

長辺とじ (左)

長辺とじ (右)

短辺とじ (上)

短辺とじ (下)

横向き 詳細

長辺とじ (上)

長辺とじ (下)
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横向き 詳細

短辺とじ (右)

短辺とじ (左)

7. 綴じるための余白をインチまたはミリメートルで指定したいときは、とじしろのチェックボックスを選択し
ます。

8. OKをクリックします。
9. 必要に応じて、その他の印刷設定を変更します。
10.以下のいずれかを行ってください：

• 自動両面印刷の場合、もう一度 OKをクリックし、印刷操作を完了させます。
• 手動両面印刷の場合は、OKを再度クリックして画面の指示に従います。

正しく給紙されていない場合、用紙がカールすることがあります。用紙を取り出し、真っ直ぐに伸ばしてから用
紙トレイに戻します。

  関連情報

• パソコンからの印刷（Windows®）
関連トピック：
• 印刷設定（Windows®） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®） > 小冊子として印刷する（Windows®）

小冊子として印刷する（Windows®）
このオプションを使用して、両面印刷の小冊子形式で文書を印刷します。原稿の各ページはページ番号順に並べ
られ、中央で折ることができます。印刷出力紙のページを並べ替える必要はありません。

• 自動両面印刷機能を使用する場合、A4サイズの用紙を選択します。
• 紙詰まり解除カバーが閉まっていることを確認します。
• 用紙がカールしている場合は、真っ直ぐに伸ばしてから用紙トレイに戻します。
• 用紙が薄過ぎると、しわになることがあります。
• 手動の両面印刷機能を使用する場合、紙詰まりが発生したり、印刷品質が悪くなることがあります。

1. アプリケーション上で印刷メニューを選択します。
2. FX DocuPrint XXXXX（XXXXXはお使いのモデル名）を選択して、印刷プロパティまたは設定ボタンをクリ
ックします。
プリンタードライバーの設定画面が表示されます。

3. 印刷の向き欄で、縦または横を選択し、印刷の向きを設定します。

お使いのアプリケーションに同様の設定がある場合、アプリケーションを使用して印刷の向きを設定するこ
とをお勧めします。

4. 両面印刷/小冊子印刷ドロップダウンリストをクリックし、小冊子印刷または小冊子印刷 (手動)のいずれかの
オプションを選択します。

オプション 詳細

小冊子印刷 自動的に小冊子として印刷します。

小冊子印刷 (手動) 手動で小冊子として印刷します。

5. 両面印刷設定ボタンをクリックします。
6. とじ方メニューからオプションのいずれかを選択します。
各方向に対して、両面印刷用に 2種類の綴じ方向があります。
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縦向き 詳細

左とじ

右とじ

横向き 詳細

上とじ

下とじ

7. 小冊子印刷方法メニューからオプションのいずれかを選択します。

オプション 詳細

全ページをま
とめて印刷

各ページが小冊子形式（1枚に 4ページ、片面に 2ページ）で印刷されます。印刷出力紙
を中央で折って小冊子を作ります。

複数ページに
分けて印刷

このオプションを使用すると、小冊子全体を少数ページの複数の冊子に分けて印刷し、印
刷されたページの順序を変えずに各小冊子の中央で折ることができます。各小冊子の枚
数を指定できます（1～15枚）。このオプションは、印刷出力されたページ数の多い小冊
子を折る場合に便利です。

8. 綴じるための余白をインチまたはミリメートルで指定したいときは、とじしろのチェックボックスを選択し
ます。

9. OKをクリックします。
10.必要に応じて、その他の印刷設定を変更します。
11. 以下のいずれかを行ってください：

• 自動小冊子印刷の場合は、OKをもう一度クリックして、印刷操作を完了させます。
• 手動小冊子印刷の場合は、OKをもう一度クリックして、画面の指示に従います。

  関連情報

• パソコンからの印刷（Windows®）
関連トピック：
• 印刷設定（Windows®） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®） > セキュリティ印刷（Windows®）

セキュリティ印刷（Windows®）
セキュリティ印刷を使用して、機密文書や取り扱いに注意が必要な文書を印刷するには、本製品の操作パネルで
パスワードの入力が求められるようにします。

• 本製品の電源を切ると、セキュリティデータは本製品から削除されます。

1. アプリケーション上で印刷メニューを選択します。
2. FX DocuPrint XXXXX（XXXXXはお使いのモデル名）を選択して、印刷プロパティまたは設定ボタンをクリ
ックします。
プリンタードライバーの設定画面が表示されます。

3. 拡張機能タブをクリックします。
4. >セキュリティ印刷欄の設定ボタンをクリックします。
5. セキュリティ印刷チェックボックスを選択します。
6. パスワード欄に 4桁のパスワードを、印刷ジョブの情報欄にユーザー名と印刷ジョブ名を入力し、OKをクリ
ックします。

文書毎に個別のパスワードを設定する必要があります。

7. OKをクリックします。
8. 印刷操作を完了します。
9. 本製品の操作パネルで、Secureを押します。
10. aまたは bを押してユーザー名を表示し、OKを押します。
画面には、この名前に対する保護されたジョブの一覧が表示されます。

11. aまたは bを押してジョブを表示し、OKを押します。
12. 4桁のパスワードを入力します。
各数字を入力するには、aまたは bを押して数字を選択し、OKを押します。

13. aまたは bを押して、[ﾌﾟﾘﾝﾄ]を選択し、OKを押します。
14. aまたは bを押して、印刷枚数を入力します。
15. OKを押します。
データが印刷されます。

セキュリティデータは印刷後、本製品から削除されます。

  関連情報

• パソコンからの印刷（Windows®） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®） > パソコンからマクロを使用する （Windows®）

パソコンからマクロを使用する （Windows®）
本製品のメモリーに電子書式（マクロ）を保存している場合、そのマクロを印刷ジョブのオーバーレイとして使
用してデータを印刷できます。
1. アプリケーション上で印刷メニューを選択します。
2. FX DocuPrint XXXXX（XXXXXはお使いのモデル名）を選択して、印刷プロパティまたは設定ボタンをクリ
ックします。
プリンタードライバーの設定画面が表示されます。

3. 拡張機能タブをクリックします。
4. その他特殊機能ボタンをクリックします。
5. マクロ設定を選択します。
6. マクロ設定ボタンをクリックします。
7. 使用するマクロ ID:とマクロ名:を入力します。
8. マクロを挿入を選択します。
9. マクロデータをオーバーレイするページを選択します。

オプション 詳細

全ページ マクロをすべてのページに挿入することができます。

ページ マクロを特定のページに挿入することができます。このオプションを選択し、ページ
番号を 1～255の範囲で入力します。

ページの初めに挿入 マクロデータをページの最上部に送信します。

ページの最後に挿入 マクロデータをページの最下部に送信します。

小冊子印刷を選択すると、マクロを挿入のページ設定が無効になります。

10. OK をクリックします。
11. OKをクリックして、プリンタードライバー画面に戻ります。
12. OKをクリックします。
13.印刷操作を完了します。
マクロデータがオーバーレイとして印刷されます。

  関連情報

• パソコンからの印刷（Windows®）
関連トピック：
• 異なる数種類の用紙に複製印刷する 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®） > プリセット印刷プロファイルを使用する（Windows®）

プリセット印刷プロファイルを使用する（Windows®）
おまかせ設定は、使用頻度の高い印刷設定に素早くアクセスできるように設計されたプリセットです。
1. アプリケーション上で印刷メニューを選択します。
2. FX DocuPrint XXXXX（XXXXXはお使いのモデル名）を選択して、印刷プロパティまたは設定ボタンをクリ
ックします。
プリンタードライバーの設定画面が表示されます。

3. おまかせ設定タブをクリックします。

4. 印刷プロファイル一覧からお使いのプロファイルを選択します。
プロファイル設定は、プリンタードライバー画面の左側に表示されます。

5. 以下のいずれかを行ってください：
• 印刷ジョブの設定が適切な場合は、OKをクリックします。
• 設定を変更するには、基本設定または拡張機能タブに戻って設定を変更し、OKをクリックします。

次回に印刷するときに画面の前面におまかせ設定タブを表示するには、おまかせ設定タブを常に最初に表示
するチェックボックスを選択します。

  関連情報

• パソコンからの印刷（Windows®）

• 印刷プロファイルを作成または削除する（Windows®）
関連トピック：
• 印刷設定（Windows®） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®） > プリセット印刷プロファイルを使用する
（Windows®） > 印刷プロファイルを作成または削除する（Windows®）

印刷プロファイルを作成または削除する（Windows®）
カスタマイズした設定を使用して最大 20の新しい印刷プロファイルを追加します。
1. アプリケーション上で印刷メニューを選択します。
2. FX DocuPrint XXXXX（XXXXXはお使いのモデル名）を選択して、印刷プロパティまたは設定ボタンをクリ
ックします。
プリンタードライバーの設定画面が表示されます。

3. 基本設定タブと拡張機能タブをクリックして、新しい印刷プロファイルで必要な印刷設定を行います。
4. おまかせ設定タブをクリックします。
5. 以下のいずれかを行ってください：
新しい印刷プロファイルを作成するには、以下のようにします。
a. おまかせ設定を登録 をクリックします。
おまかせ設定を登録ダイアログボックスが表示されます。

b. 新しいプロファイル名を名称欄に入力します。
c. アイコンの一覧から、このプロファイルを表すために使用するアイコンをクリックします。
d. OK をクリックします。
新しい印刷プロファイル名がおまかせ設定タブ内の一覧に追加されます。

作成した印刷プロファイルを削除するには、以下のようにします。
a. おまかせ設定を削除 をクリックします。
おまかせ設定を削除ダイアログボックスが表示されます。

b. 削除するプロファイルを選択します。
c. 削除 をクリックします。
d. はい をクリックします。
e. 閉じる をクリックします。

  関連情報

• プリセット印刷プロファイルを使用する（Windows®） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®） > お買い上げ時の印刷設定の変更（Windows®）

お買い上げ時の印刷設定の変更（Windows®）
アプリケーションの印刷設定を変更した場合、その変更はそのアプリケーションで印刷される文書にのみ適用さ
れます。すべてのWindows®アプリケーションの印刷設定を変更するには、プリンタードライバーのプロパティ
を設定する必要があります。
1. 以下のいずれかを行ってください：

• Windows Server® 2008の場合：

 (スタート) > コントロール パネル > ハードウェアとサウンド > プリンタをクリックします。

• Windows® 7およびWindows Server® 2008 R2の場合：Windows® 7の場合：

 (スタート) > デバイスとプリンターをクリックします。

• Windows® 8の場合
マウスを、デスクトップの右下隅に移動します。メニューバーが表示されたら、設定をクリックして、コ
ントロール パネルをクリックします。ハードウェアとサウンドグループで、デバイスとプリンターの表示
をクリックします。

• Windows® 10およびWindows Server® 2016の場合：Windows® 10の場合：

 > Windows システム ツール > コントロール パネルをクリックします。ハードウェアとサウンドグ
ループで、デバイスとプリンターの表示をクリックします。

• Windows Server® 2012の場合：
マウスを、デスクトップの右下隅に移動します。メニューバーが表示されたら、設定をクリックして、コ
ントロール パネルをクリックします。ハードウェアグループで、デバイスとプリンターの表示をクリック
します。

• Windows Server® 2012 R2の場合
スタート画面でコントロール パネルをクリックします。ハードウェアグループで、デバイスとプリンター
の表示をクリックします。

2. FX DocuPrint XXXXXアイコン（XXXXXはお使いのモデル名）を右クリックして、プリンターのプロパティ
を選択します。プリンタードライバーのオプションが表示された場合は、お使いのドライバーを選択します。

3. 全般タブをクリックし、印刷設定または基本設定ボタンをクリックします。
プリンタードライバーのダイアログボックスが表示されます。

• トレイ設定を行うには、デバイスの設定タブをクリックします。
• プリンターポートを変更するには、ポートタブをクリックします。

4. すべてのWindows®プログラムでデフォルトとして使いたい印刷設定を選択します。
5. OKをクリックします。
6. プリンタープロパティダイアログボックスを閉じます。

  関連情報

• パソコンからの印刷（Windows®）

• トレイモジュール（オプション）の設定を行う（Windows®）
関連トピック：
• 印刷設定（Windows®） 

47



 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®） > お買い上げ時の印刷設定の変更（Windows®） > トレ
イモジュール（オプション）の設定を行う（Windows®）

トレイモジュール（オプション）の設定を行う（Windows®）
本製品のプロパティにアクセスして、トレイモジュール（オプション）とシリアル番号を自動検出します。

プリンタードライバーのインストール中に、トレイモジュール（オプション）がプリンタードライバーにより
自動的に検出されます。ドライバーのインストール後にトレイモジュール（オプション）を追加する場合は、
この手順に従います。

1. 以下のいずれかを行ってください：
• Windows Server® 2008の場合：

 (スタート) > コントロール パネル > ハードウェアとサウンド > プリンタをクリックします。

• Windows® 7およびWindows Server® 2008 R2の場合：Windows® 7の場合：

 (スタート) > デバイスとプリンターをクリックします。

• Windows® 8の場合
マウスを、デスクトップの右下隅に移動します。メニューバーが表示されたら、設定をクリックして、コ
ントロール パネルをクリックします。ハードウェアとサウンドグループで、デバイスとプリンターの表示
をクリックします。

• Windows® 10およびWindows Server® 2016の場合：Windows® 10の場合：

 > Windows システム ツール > コントロール パネルをクリックします。ハードウェアとサウンドグ
ループで、デバイスとプリンターの表示をクリックします。

• Windows Server® 2012の場合：
マウスを、デスクトップの右下隅に移動します。メニューバーが表示されたら、設定をクリックして、コ
ントロール パネルをクリックします。ハードウェアグループで、デバイスとプリンターの表示をクリック
します。

• Windows Server® 2012 R2の場合
スタート画面でコントロール パネルをクリックします。ハードウェアグループで、デバイスとプリンター
の表示をクリックします。

2. FX DocuPrint XXXXXアイコン（XXXXXはお使いのモデル名）を右クリックして、プリンターのプロパティ
を選択します。プリンタードライバーのオプションが表示された場合は、お使いのドライバーを選択します。

3. デバイスの設定タブを選択します。
4. 自動検知ボタンをクリックします。
トレイモジュール（オプション）と本製品のシリアル番号は、自動的に検出されます。

5. 適用ボタンをクリックします。

本製品が以下の状態の場合は、自動検知機能は利用できません。
• 本製品の電源がオフになっている。
• 本製品でエラーが発生している。
• 本製品がネットワーク共有環境にある。
• ケーブルが本製品に正しく接続されていない。

  関連情報

• お買い上げ時の印刷設定の変更（Windows®） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®） > PS3エミュレートプリンタードライバー
（PostScript® 3™言語エミュレーション）を使用して文書を印刷する（Windows®）

PS3エミュレートプリンタードライバー（PostScript® 3™言語エミュレーシ
ョン）を使用して文書を印刷する（Windows®）

PS3エミュレートプリンタードライバーを使用すると、PostScript®データをより鮮明に印刷できます。

PS3エミュレートプリンタードライバーをインストールするには、本製品のインストールディスクを起動し、
製品選択セクションでカスタムインストールを選択後、ポストスクリプトドライバーチェックボックスを選択
します。

1. アプリケーション上で印刷メニューを選択します。
2. FX DocuPrint XXXXX PS3 emulate（XXXXXはお使いのモデル名）を選択して、印刷プロパティまたは設定
ボタンをクリックします。
プリンタードライバーの設定画面が表示されます。

3. レイアウト、用紙/品質、またはセキュリティ印刷のいずれかのタブをクリックして、基本的な印刷設定を変
更します。
レイアウト または 用紙/品質 タブをクリックし、 詳細設定 ボタンをクリックして、詳細な印刷設定を変更し
ます。

4. OK をクリックします。
5. 印刷操作を完了します。
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  関連情報

• パソコンからの印刷（Windows®） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®） > お使いのパソコンからの本製品の状態を監視する
（Windows®）

お使いのパソコンからの本製品の状態を監視する （Windows®）
ステータスモニターユーティリティは、1台以上の機器の状態を監視するための設定可能なソフトウェアツール
で、問題が発生した場合には即座にユーザーに通知します。
• 以下のいずれかを行ってください：

- タスクトレイの アイコンをダブルクリックします。

- （Windows® 7、Windows Server® 2008およびWindows Server® 2008 R2）
 (スタート) > すべてのプログラム > Fuji Xerox > Fuji Xerox Utilitiesをクリックします。

ドロップダウンリストをクリックして、お使いの機器のモデル名を選択します（未選択の場合）。左ナビ
ゲーションバーのツールをクリックして、ステータスモニターをクリックします。

- （Windows® 8およびWindows Server® 2012）
 (Fuji Xerox Utilities)をクリックし、ドロップダウンリストをクリックして、お使いの機器のモデル

名を選択します（未選択の場合）。左ナビゲーションバーのツールをクリックして、ステータスモニター
をクリックします。

- （Windows® 8.1およびWindows Server® 2012 R2）

スタート画面の左下にマウスを移動し、 をクリックします（タッチ型の機器の場合は、スタート画面

を下から上にフリックし、アプリ画面を表示します）。アプリ画面が表示されたら、  (Fuji Xerox
Utilities)をタップまたはクリックし、ドロップダウンリストをクリックして、本機器のモデル名を選択し
ます（未選択の場合）。左ナビゲーションバーのツールをクリックして、ステータスモニターをクリック
します。

- （Windows® 10およびWindows Server® 2016）
 > Fuji Xerox > Fuji Xerox Utilitiesをクリックします。

ドロップダウンリストをクリックして、お使いの機器のモデル名を選択します（未選択の場合）。左ナビ
ゲーションバーのツールをクリックして、ステータスモニターをクリックします。

  関連情報

• パソコンからの印刷（Windows®）
関連トピック：
• 印刷の問題 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Windows®） > 印刷設定（Windows®）

印刷設定（Windows®）
基本設定タブ

1. 用紙サイズ
利用する用紙のサイズを選択します。標準の用紙サイズから選択するか、カスタム用紙サイズを作成するか
選択します。

2. 印刷の向き
印刷の向き（縦または横）を選択します。
お使いのアプリケーションに同様の設定がある場合、アプリケーションを使用して印刷の向きを設定するこ
とをお勧めします。

3. 部数
印刷する部数（1～999）を入力します。

部単位
複数ページの文書を順番通りに印刷する場合は、このオプションを選択します。このオプションを選択す
ると、文書の完全なコピーが一枚印刷され、その後選択した部数に応じて再度印刷されます。このオプシ
ョンを選択しないと、選択したコピーの部数に応じて文書の各ページが印刷されてから、次のページが印
刷されます。

4. 用紙種類
使用する用紙の種類を選択します。印刷品質保持のため、選択された用紙の種類に合った印刷設定を本製品
が自動的に設定します。

5. 解像度
印刷の解像度を選択します。印刷品質と印刷速度は関連しているため、解像度が高くなるにつれて、文書の
印刷により多くの時間がかかります。

6. 印刷設定
印刷する文書の種類を選択します。
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手動設定…
明るさ、コントラスト、その他の設定などの詳細設定を指定します。

グラフィックス

プリンターのハーフトーンを使う
プリンタードライバーを使用してハーフトーンを表現する場合は、このオプションを選択します。

明るさ
明るさを指定します。

コントラスト
コントラストを指定します。

ディザリング
印刷する文書の種類に合わせてグラフィックまたはテキストを選択し、最良の品質で印刷します。

階調印刷を改善する
影付きの部分の画像品質を高める場合は、このオプションを選択します。

パターン印刷を改善する
コンピューター画面に表示される塗りつぶしやパターンと異なる印刷がされる場合にパターン印
刷を改善するには、このオプションを選択します。

細線の印刷を改善する
細線の画像品質を高める場合は、このオプションを選択します。

システムのハーフトーンを使う
このオプションを選択し、Windows®を使用してハーフトーンを表現します。

7. レイアウト
複数ページの内容を 1枚に印刷したいとき、または 1ページの内容を複数枚にわたって印刷したいときに選
択します。

ページの順序
複数ページの内容を 1枚に印刷するときのページの順序を選択します。

仕切り線
複数ページの内容を 1枚に印刷するときの仕切り線の種類を選択します。

8. 両面印刷/小冊子印刷
両面印刷または小冊子印刷をする場合に選択します。

両面印刷設定ボタン
綴じ方を選択するときにこのボタンを押します。それぞれの向きごとに 4タイプの綴じ方があります。

9. 給紙方法
印刷条件や目的に合った給紙方法を選択します。

1 ページ目
1ページ目を印刷するときに使用する給紙方法を選択します。

2 ページ目以降
2ページ目以降を印刷するときに使用する給紙方法を選択します。
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拡張機能タブ

1. 拡大縮小
印刷したい文書の内容を拡大、または縮小するときに選択します。

印刷用紙サイズに合わせます
印刷に使用する用紙サイズに合わせて文書のサイズを拡大、縮小するときに選択します。選択した場合は、
ドロップダウンリストから用紙サイズを選択します。

任意倍率
文書のページを手動で拡大または縮小する場合は、このオプションを選択します。このオプションを選択
した場合は、入力欄に値を入力します。

2. 上下反転
上下を 180度回転して印刷できます。

3. 透かし印刷を使う
ロゴや文字を透かしとして文書に印刷するときに選択します。あらかじめ設定されている透かしから 1つを
選択するか、新しい透かしを追加するか、または自分で作成した画像ファイルを使用します。

4. 現在の日付・時間・ID を印刷する
日時およびログインユーザー名を文書に印刷する場合に選択します。

5. トナー節約モード
この機能を選択すると、通常より少ない量のトナーで印刷するためトナーを節約できます。印字は薄くなり
ますが、読むのに問題はありません。

6. セキュリティ印刷
この機能は、機密文書や取り扱いに注意が必要な文書を印刷する際に、本製品の操作パネルでパスワードの
入力が求められるようにします。

7. 設定保護管理機能
この機能を使用すると、管理者パスワードを変更したり、さまざまな印刷機能を制限できます。

8. ユーザー認証
この機能を使用すると、各ユーザーに対する制限を確認できます。
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9. その他特殊機能ボタン

スリープまでの時間
本製品がスリープモードに移行するまでの時間を指定します。

マクロ設定
この機能を選択すると、本製品のメモリーに印刷ジョブのオーバーレイとして保存した電子フォーム（マ
クロ）が印刷されます。

濃度調整
印刷濃度を指定します。

印刷結果の改善
紙の反りを抑えたり、トナーの定着を改善したりする場合に、このオプションを選択します。

白紙ページの節約
プリンタードライバーが自動的に空白ページを検出し、印刷しないようにする場合は、このオプションを
選択します。

黒文字印刷
カラーの文字を黒色で印刷する場合は、このオプションを選択します。

プリント アーカイブ
印刷データを PDF形式でパソコンに保存する場合は、このオプションを選択します。

エコ設定
この項目を選択すると印刷時の音が軽減されます。

  関連情報

• パソコンからの印刷（Windows®）
関連トピック：
• 文書を印刷する（Windows®）
• 1枚の用紙に複数ページを印刷する（N in 1）（Windows®）
• ポスターとして印刷する（Windows®）
• 用紙の両面に印刷する（Windows®）
• 小冊子として印刷する（Windows®）
• プリセット印刷プロファイルを使用する（Windows®）
• お買い上げ時の印刷設定の変更（Windows®） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Mac）

パソコンからの印刷（Mac）

• 文書を印刷する（Mac）

• 用紙の両面に印刷する（Mac）

• 1枚の用紙に複数ページを印刷する（N in 1）（Mac）

• セキュリティ印刷（Mac）

• パソコンから本製品の状態を監視する（Mac）

• 印刷オプション（Mac）
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Mac） > 文書を印刷する（Mac）

文書を印刷する（Mac）

1. 用紙トレイに正しいサイズの用紙がセットされているかを確認します。
2. テキストエディットなどのアプリケーションから、ファイルメニューをクリックし、プリントを選択します。
3. FUJI XEROX DocuPrint XXXXXを選択します（XXXXはお使いのモデル名）。

印刷設定の詳細を確認するときは、詳細を表示ボタンをクリックします。

4. 印刷する部数を部数欄に入力します。
5. 用紙サイズポップアップメニューをクリックし、用紙サイズを選択します。
6. 印刷する文書の向きに合った方向オプションを選択します。
7. アプリケーションポップアップメニューをクリックし、印刷設定を選択します。
印刷設定オプションが表示されます。

8. 用紙種類ポップアップメニューをクリックして、使用する用紙の種類を選択します。
9. 必要に応じて他の印刷設定を変更します。
10.プリント をクリックします。

  関連情報
• パソコンからの印刷（Mac）
関連トピック：
• 印刷オプション（Mac） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Mac） > 用紙の両面に印刷する（Mac）

用紙の両面に印刷する（Mac）

• 自動両面印刷機能を使用する場合、A4サイズの用紙を選択します。
• 紙詰まり解除カバーが閉まっていることを確認します。
• 用紙がカールしている場合は、真っ直ぐに伸ばしてから用紙トレイに戻します。
• 用紙が薄過ぎると、しわになることがあります。
• 手動の両面印刷機能を使用する場合、紙詰まりが発生したり、印刷品質が悪くなることがあります。

1. テキストエディットなどのアプリケーションから、ファイルメニューをクリックし、プリントを選択します。
2. FUJI XEROX DocuPrint XXXXXを選択します（XXXXはお使いのモデル名）。

印刷設定の詳細を確認するときは、詳細を表示ボタンをクリックします。

3. 印刷する文書の向きに合った方向オプションを選択します。
4. 自動両面印刷の場合は、以下を行います。

a. アプリケーションポップアップメニューをクリックし、レイアウトを選択します。
レイアウト設定のオプションが表示されます。

b. 両面セクションで、短辺とじまたは長辺とじオプションを選択します。
c. 必要に応じて他の印刷設定を変更します。
d. プリント をクリックします。

5. 手動の両面印刷は、以下の手順で行います：
a. アプリケーションポップアップメニューをクリックし、用紙処理を選択します。
用紙処理オプションが表示されます。

b. プリントするページポップアップメニューで、偶数ページのみを選択します。
c. 必要に応じて、他の印刷設定を変更します。
d. プリントボタンをクリックします。
e. 偶数ページの印刷後、出力用紙トレイから印刷したページを取り除きます。
f. 各用紙に凹凸がないことを確認して、白紙の側を下に向けてトレイに戻します。
g. 手順 1～3を繰り返し、偶数ページの印刷で使用したプリンターと設定を選択します。
h. アプリケーションポップアップメニューをクリックし、用紙処理を選択します。用紙処理オプションが表
示されます。

i. プリントするページポップアップメニューで、奇数ページのみを選択します。
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j. プリント をクリックします。

  関連情報
• パソコンからの印刷（Mac）
関連トピック：
• 印刷オプション（Mac） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Mac） > 1枚の用紙に複数ページを印刷する（N in 1）（Mac）

1枚の用紙に複数ページを印刷する（N in 1）（Mac）

1. テキストエディットなどのアプリケーションから、ファイルメニューをクリックし、プリントを選択します。
2. FUJI XEROX DocuPrint XXXXXを選択します（XXXXはお使いのモデル名）。

印刷設定の詳細を確認するときは、詳細を表示ボタンをクリックします。

3. アプリケーションポップアップメニューをクリックし、レイアウトを選択します。
レイアウト設定のオプションが表示されます。

4. ページ数／枚ポップアップメニューをクリックし、各シートに印刷するページ数を選択します。
5. レイアウト方向を選択します。
6. 境界線ポップアップメニューをクリックし、境界線のタイプを選択します。
7. 必要に応じて、その他の印刷設定を変更します。
8. プリント をクリックします。

  関連情報
• パソコンからの印刷（Mac）
関連トピック：
• 印刷オプション（Mac） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Mac） > セキュリティ印刷（Mac）

セキュリティ印刷（Mac）
セキュリティ印刷を使用して、機密文書や取り扱いに注意が必要な文書を印刷するには、本製品の操作パネルで
パスワードの入力が求められるようにします。

• 本製品の電源を切ると、セキュリティデータは本製品から削除されます。

1. テキストエディットなどのアプリケーションから、ファイルメニューをクリックし、プリントを選択します。
2. FUJI XEROX DocuPrint XXXXXを選択します（XXXXはお使いのモデル名）。

印刷設定の詳細を確認するときは、詳細を表示ボタンをクリックします。

3. アプリケーションポップアップメニューをクリックし、セキュリティ印刷オプションを選択します。セキュ
リティ印刷オプションが表示されます。

4. セキュリティ印刷チェックボックスを選択します。
5. ユーザー名、印刷ジョブ名、および 4桁のパスワードを入力します。
6. プリント をクリックします。
7. 本製品の操作パネルで、Secureを押します。
8. aまたは bを押してユーザー名を表示し、OKを押します。
画面には、この名前に対する保護されたジョブの一覧が表示されます。

9. aまたは bを押してジョブを表示し、OKを押します。
10. 4桁のパスワードを入力します。
各数字を入力するには、aまたは bを押して数字を選択し、OKを押します。

11. aまたは bを押して、[ﾌﾟﾘﾝﾄ]を選択し、OKを押します。
12. aまたは bを押して、印刷枚数を入力します。
13. OKを押します。
データが印刷されます。

セキュリティデータは印刷後、本製品のメモリーから削除されます。

  関連情報
• パソコンからの印刷（Mac） 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Mac） > パソコンから本製品の状態を監視する（Mac）

パソコンから本製品の状態を監視する（Mac）
ステータスモニターユーティリティは機器の状態を監視するための設定可能なソフトウェアツールであり、あら
かじめ登録された更新間隔で、用紙切れや紙詰まりなどのエラーメッセージを即時に通知します。また、ウェブ
ブラウザーによる設定画面にアクセスすることもできます。
1. システム環境設定メニューをクリックして、プリントとスキャンまたはプリンタとスキャナを選択してから、
本製品を選択します。

2. オプションとサプライボタンをクリックします。
3. ユーティリティタブをクリックし、プリンタユーティリティを開くボタンをクリックします。
ステータスモニターが起動します。

本製品の状態を更新する

ステータスモニター画面が開いている時に本製品の最新の状態を見るには、 アイコンをクリックしま
す。製品の状態情報をソフトウェアが更新する間隔を設定できます。メニューバーでステータスモニター
をクリックして、環境設定を選択します。

ウェブブラウザーによる設定（ネットワーク接続のみ）
ステータスモニター画面で本製品のアイコンをクリックすると、ウェブブラウザーによる設定画面にアク
セスします。HTTP（ハイパーテキスト転送プロトコル）を使用している本製品を、標準のウェブブラウザ
ーを使用して管理することができます。

  関連情報
• パソコンからの印刷（Mac）
関連トピック：
• 印刷の問題 
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 ホーム > 印刷 > パソコンからの印刷（Mac） > 印刷オプション（Mac）

印刷オプション（Mac）
ページ設定

1. 用紙サイズ
利用する用紙のサイズを選択します。標準の用紙サイズから選択するか、カスタム用紙サイズを作成するか
選択します。

2. 方向
印刷の向き（縦または横）を選択します。
お使いのアプリケーションに同様の設定がある場合、アプリケーションを使用して印刷の向きを設定するこ
とをお勧めします。

3. 拡大縮小
選択した用紙サイズに合わせて文書のページを拡大または縮小する場合は、入力欄に値を入力します。
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レイアウト

1. ページ数／枚
1枚の用紙に印刷するページ数を選択します。

2. レイアウト方向
複数ページの内容を 1枚に印刷するときのページの順序を選択します。

3. 境界線
複数ページの内容を 1枚に印刷するときの仕切り線の種類を選択します。

4. 両面
両面印刷をするかどうかを選択します。

5. ページの方向を反転
上下を 180度回転して印刷できます。

6. 左右反転
左右を水平方向に反転して印刷できます。
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用紙処理

1. 丁合い
複数ページの文書を順番通りに印刷する場合は、このオプションを選択します。このオプションを選択する
と、文書の完全なコピーが一枚印刷され、その後選択した部数に応じて再度印刷されます。このオプション
を選択しないと、選択したコピーの部数に応じて文書の各ページが印刷されてから、次のページが印刷され
ます。

2. プリントするページ
印刷したいページを選択します（偶数ページまたは奇数ページ）。

3. ページの順序
ページの順序を選択します。

4. 用紙サイズに合わせる
選択した用紙サイズに合わせて文書のページを拡大または縮小する場合は、このオプションを選択します。

5. 出力用紙サイズ
印刷する用紙サイズを選択します。

6. 縮小のみ
文書サイズが選択した用紙サイズよりも大きく、縮小して印刷したい場合に選択します。この設定が選択さ
れていても、文書サイズが選択した用紙サイズより小さい場合は、文書は元のサイズのまま印刷されます。
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印刷設定

1. 用紙種類
使用する用紙の種類を選択します。印刷品質保持のため、選択された用紙の種類に合った印刷設定を本製品
が自動的に設定します。

2. 印刷品質
印刷の解像度を選択します。印刷品質と印刷速度には相互関係があるため、品質が高いほど印刷速度は遅く
なります。

3. 給紙方法
印刷条件や目的に合った給紙方法を選択します。

4. 拡張機能

トナー節約モード
この機能を選択すると、通常より少ない量のトナーで印刷するためトナーを節約できます。印字は薄くな
りますが、読むのに問題はありません。

ディザリング
印刷する文書の種類に合わせてグラフィックまたはテキストを選択し、最良の品質で印刷します。

印刷結果の改善
紙の反りを抑えたり、トナーの定着を改善したりする場合に、このオプションを選択します。

濃度調整
印刷濃度を指定します。

スリープまでの時間
本製品がスリープモードに移行するまでの時間を指定します。

静音モード
この項目を選択すると印刷時の音が軽減されます。
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その他特殊機能

白紙ページの節約
プリンタードライバーが自動的に空白ページを検出し、印刷しないようにする場合は、このオプション
を選択します。

セキュリティ印刷

1. セキュリティ印刷
この機能は、機密文書や取り扱いに注意が必要な文書を印刷する際に、本製品の操作パネルでパスワードの
入力が求められるようにします。

  関連情報
• パソコンからの印刷（Mac）
関連トピック：
• 文書を印刷する（Mac）
• 用紙の両面に印刷する（Mac）
• 1枚の用紙に複数ページを印刷する（N in 1）（Mac） 
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 ホーム > 印刷 > 異なる数種類の用紙に複製印刷する

異なる数種類の用紙に複製印刷する
カーボンコピー機能を使用して、カーボン紙に印刷するかのように、同一の印刷データを複数枚印刷します。異
なる種類または色の用紙をセットした各用紙トレイにデータを送信します。
例えば、青色用紙をセットしたトレイ 1へ印刷データを送信した後、テキストの印刷された黄色用紙をセットし
た多目的トレイの用紙に、同じデータを再度印刷するように本製品を設定するとします。
トレイ 1に青色の用紙を、多目的トレイに黄色の用紙をセットした場合、トレイ 1からはシート 1が、多目的ト
レイからはシート 2が自動的に送られます。
カーボンコピー機能を有効にすると、本製品は常に自動的にコピーを作成します。

（Windows®）
カーボンコピー機能を使用すると、ページごとに異なる印刷マクロを選択できます。

1. aまたは bを押して、[ｲﾝｻﾂ ﾒﾆｭｰ]を表示し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ｶｰﾎﾞﾝ ﾒﾆｭｰ]を表示し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ｶｰﾎﾞﾝ ｺﾋﾟｰ]を表示し、OKを押します。

4. aまたは bを押して、[ｵﾝ]を表示し、OKを押します。
5. aまたは bを押して、[ﾌﾞｽｳ]を表示し、OKを押します。
6. aまたは bを押して、印刷枚数を入力し、OKを押します。
7. aまたは bを押して、[ｺﾋﾟｰ1 ﾄﾚｲ]を表示し、OKを押します。
8. aまたは bを押して、[ｺﾋﾟｰ1 ﾄﾚｲ]として設定する用紙トレイを表示し、OKを押します。

（Windows®）
a. aまたは bを押して、[ｺﾋﾟｰ1 ﾏｸﾛ]を表示し、OKを押します。
b. aまたは bを押して使用するマクロの ID番号を表示し、OKを押します。

9. 各コピーに対してトレイの設定値をすべて選択し終えるまで、この手順を繰り返します。
10.印刷ジョブを本製品に送信します。

  関連情報
• 印刷
関連トピック：
• パソコンからマクロを使用する （Windows®） 
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 ホーム > 印刷 > 印刷ジョブをキャンセルする

印刷ジョブをキャンセルする
1. Cancelを押します。

複数の印刷ジョブをキャンセルするには、Cancelを４秒間押します。

  関連情報
• 印刷
関連トピック：
• 印刷の問題 
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 ホーム > 印刷 > テスト印刷

テスト印刷
印刷品質に問題がある場合は、以下の指示に従ってテスト印刷を行います。

1. aまたは bを押して、[ｾｲﾋﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ]を表示し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ﾃｽﾄ ﾌﾟﾘﾝﾄ]を表示し、OKを押します。

本製品でテストページが印刷されます。

  関連情報
• 印刷
関連トピック：
• 印刷品質の改善 
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 ホーム > ネットワーク

ネットワーク

• はじめに

• ネットワーク管理ソフトウェアとユーティリティ

• 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法

• 高度なネットワーク機能

• 上級者向けの技術情報
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 ホーム > ネットワーク > はじめに

はじめに
ネットワークのセットアップと接続には、本製品のインストールディスクを使用することをお勧めします。ここ
では、ネットワーク接続の種類につぃての詳細、ネットワークを管理するための様々な方式、および本製品の有
益なネットワーク機能を説明します。

• 対応している基本ネットワーク機能について
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 ホーム > ネットワーク > はじめに > 対応している基本ネットワーク機能について

対応している基本ネットワーク機能について
本製品は、使用される OSに合わせて、さまざまな機能をサポートしています。この表で、各 OSでサポートさ
れるネットワーク機能と接続を確認してください。

オペレーティングシステム Windows® 7
Windows® 8
Windows® 10

Windows Server® 2008
Windows Server® 2008 R2
Windows Server® 2012
Windows Server® 2012 R2
Windows Server® 2016
Windows Server® 2019

macOS v10.12.x
macOS v10.13.x
macOS v10.14.x

印刷 対応 対応 対応
BRAdmin Light 対応 対応
ウェブブラウザーによる設定 対応 対応 対応
ステータスモニター 対応 対応 対応
Vertical Pairing 対応

• BRAdmin Lightを使用する場合、 本製品に付属のインストールディスクをセットして BRAdmin Lightを
インストールします。

  関連情報
• はじめに 
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 ホーム > ネットワーク > ネットワーク管理ソフトウェアとユーティリティ

ネットワーク管理ソフトウェアとユーティリティ
ユーティリティソフトを使用して、本製品のネットワークの設定や変更を行います。

• ネットワーク管理ソフトウェアとユーティリティについて

• パソコンを使用して製品の設定を変更する

• ウェブブラウザーを使用して製品の設定を変更する
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 ホーム > ネットワーク > ネットワーク管理ソフトウェアとユーティリティ > ネットワーク管理ソフトウェ
アとユーティリティについて

ネットワーク管理ソフトウェアとユーティリティについて
ウェブブラウザーによる設定
ウェブブラウザー設定は、ハイパーテキスト転送プロトコル（HTTP）または SSL(セキュアソケットレイヤー)上
のハイパーテキスト転送プロトコル（HTTPS）を使用して本製品を管理するための標準的なウェブブラウザーを
使用するユーティリティです。ご使用のウェブブラウザーに本製品の IPアドレスを入力して、プリントサーバー
の設定値の表示や変更を行います。

BRAdmin Light (Windows®)
BRAdmin Lightは、ネットワークに接続された富士ゼロックス機器の初期設定を行うためのユーティリティです。
ネットワーク上の富士ゼロックス製品の検索、状態の確認、IPアドレスなどのネットワークの基本設定を行うこ
とができます。
BRAdmin Lightを使用する場合、 本製品に付属のインストールディスクをセットして BRAdmin Lightをインスト
ールします。

• Windows®ファイアウォール、またはアンチスパイウェアやアンチウィルスアプリケーションのファイ
アウォール機能を使用している場合、それらを一時的に無効にします。印刷可能であることが分かって
いる場合は、指示に従ってソフトウェアを設定します。

  関連情報
• ネットワーク管理ソフトウェアとユーティリティ 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法

無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法
本製品を無線ネットワークに接続する場合、本製品のインストールディスクを使用することを推奨します。

• 本製品を無線ネットワーク用に設定する前に

• 無線ネットワーク用に本製品を設定する

• Wi-Fi Protected Setup™ （WPS）のワンプッシュ方式を使用して本製品に無線ネットワ
ークを設定する

• Wi-Fi Protected Setup™ （WPS）の PIN方式を使用して本製品に無線ネットワークを設
定する

• 本製品をアドホックモードで無線ネットワーク用に設定する（IEEE 802.11b/g/nの場合）

• 本製品の操作パネルセットアップウィザードを使用して、本製品に無線 LANを設定する

• SSIDがブロードキャストされていない場合に、本製品を無線ネットワーク用に設定する

• エンタープライズ無線ネットワーク用に本製品を設定する

• Wi-Fi Direct®を使用する
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > 本製品を無線ネットワー
ク用に設定する前に

本製品を無線ネットワーク用に設定する前に
無線 LANネットワークを設定する前に、以下の点を確認してください。
• 無線設定を行う前に、お使いのネットワーク名(SSID)とネットワークキーを知っておく必要があります。エ
ンタープライズ無線ネットワークを使用している場合、ユーザー IDとパスワードを知っておく必要がありま
す。

セキュリティ情報がわからない場合は、ルーターの製造業者、システム管理者、またはインターネットプロ
バイダーにお問い合わせください。

• 毎日の通常の文書印刷で最良の結果が得られるように、本製品を可能な限り無線 LANアクセスポイントまた
はルーターの近くに設置し、無線通信が妨げられないようにしてください。本製品と無線 LAN アクセスポイ
ントまたはルーターとの間に大きな障害物や壁があったり、他の電子機器からの電磁干渉があると、印刷す
る文書のデータ転送速度に影響を与える可能性があります。
無線 LAN 接続は必ずしもすべてのタイプの文書やアプリケーションに最適な接続方法とは限りません。複
雑で文字数の多い文書や写真などの大きいサイズのデータを印刷する場合は、データ転送速度のより速い有
線 LAN接続、または最速で処理可能な USB接続で印刷することをお勧めします。

• 本製品は有線ネットワークと無線ネットワークのどちらでも使用できますが、両方の接続方式を同時に使用
することはできません。ただし、無線 LAN接続とWi-Fi Direct接続、または有線 LAN接続とWi-Fi Direct接
続は同時に使用できます。

  関連情報
• 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > 無線ネットワーク用に本
製品を設定する

無線ネットワーク用に本製品を設定する
1. パソコンを起動し、本製品のインストールディスクをパソコンに挿入します。

• Windows®の場合は、これらの指示に従ってください。
• Mac用のプリンタードライバーは、富士ゼロックスウェブサイト（http://www.fujixerox.co.jp/download/）
のお使いのモデルのダウンロードページから入手できます。

2. 起動画面が自動的に表示されます。
言語を選択し、画面の指示に従います。

インストール画面がパソコンに表示されない場合は、以下の操作を行ってください。
• （Windows® 7）
コンピューターにアクセスします。CD/DVDアイコンをダブルクリックし、start.exeをダブルクリック
します。

• （Windows® 8およびWindows® 10）

タスクバーの （エクスプローラー）アイコンをクリックし、コンピューター（PC）にアクセスしま
す。CD/DVDアイコンをダブルクリックし、start.exeをダブルクリックします。

• ユーザー アカウント制御 画面が表示されたら、 はいをクリックします。

3. 無線 LAN (Wi-Fi)を選択してから次の項目へ をクリックします。
4. 画面の指示に従います。

無線ネットワークのセットアップが完了しました。お使いの機器の操作に必要なフルパッケージダウンロードを
インストールするには、富士ゼロックスインストールディスクを使用するか、弊社ウェブサイト（http://
www.fujixerox.co.jp/download/）のお使いのモデルのダウンロードページにアクセスしてください。

  関連情報
• 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > Wi-Fi Protected Setup™

（WPS）のワンプッシュ方式を使用して本製品に無線ネットワークを設定する

Wi-Fi Protected Setup™ （WPS）のワンプッシュ方式を使用して本製品に無
線ネットワークを設定する
お使いの無線 LANアクセスポイント／ルーターがWPS（プッシュボタン設定）をサポートしている場合、本製
品の操作パネルメニューからWPSを使用して無線ネットワークを設定することができます。

WPSをサポートしているルーターまたはアクセスポイントに、次の記号が印字されている場合：

1. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ﾑｾﾝ LAN]を選択し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[WPS]を選択し、OKを押します。
4. [ﾑｾﾝLAN ﾕｳｺｳ ?]が表示されたら、aを押して Onを選択します。
これにより無線セットアップウィザードが起動されます。キャンセルするには、Cancel を押します。

5. 画面に[APﾉﾎﾞﾀﾝｦ ｵｽ]と表示されたら、無線 LANアクセスポイント/ルーターの、WPSボタンを押します。
本製品の操作パネルで、aを押します。本製品は、お使いの無線 LANアクセスポイント／ルーターを自動的
に検出し、無線ネットワークへの接続を試みます。

無線機器が正常に接続されると、本製品の画面に[ｾﾂｿﾞｸ ｾｲｺｳ]と表示されます。

無線ネットワークのセットアップが完了しました。お使いの機器の操作に必要なプリンタードライバーとソフト
ウェアをインストールするには、本製品のインストールディスクをパソコンに挿入するか、弊社ウェブサイト
（ http://www.fujixerox.co.jp/download/）で、お使いのモデルのダウンロードページにアクセスします。

  関連情報
• 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法
関連トピック：
• 無線 LANレポートのエラーコード 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > Wi-Fi Protected Setup™

（WPS）の PIN方式を使用して本製品に無線ネットワークを設定する

Wi-Fi Protected Setup™ （WPS）の PIN方式を使用して本製品に無線ネッ
トワークを設定する
お使いの無線 LANのアクセスポイント/ルーターがWPSをサポートしている場合、暗証番号（PIN）方式を使用
して無線ネットワークを設定できます。
PIN方式は、 Wi-Fi Alliance®により開発された接続方式の一つです。加入者（本製品）によって作成された PIN
を、レジストラー（登録管理機器）に送信することで、無線ネットワークとセキュリティを設定することができ
ます。WPSモードへのアクセスについては、お使いの無線 LANアクセスポイント／ルーターに同梱の説明書を
ご参照ください。

タイプ A
無線 LANアクセスポイント／ルーター（1）がレジストラーを兼ねている場合の接続

1

タイプ B
コンピューターなど、その他の機器（2）がレジストラーとして使用される場合の接続
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2

WPSをサポートしているルーターまたはアクセスポイントに、次の記号が印字されている場合：

1. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ﾑｾﾝ LAN]を選択し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[WPS(PINｺｰﾄﾞ)]を選択し、OKを押します。
4. [ﾑｾﾝLAN ﾕｳｺｳ ?]が表示されたら、aを押して Onを選択します。
これにより無線セットアップウィザードが起動されます。キャンセルするには、Cancel を押します。

5. 本製品の画面に 8桁の PINが表示され、製品は無線 LANアクセスポイント/ルーターの検索を開始します。
6. ネットワーク上のパソコンを使用して、お使いのブラウザーに「http://アクセスポイントの IPアドレス」を
入力します（「アクセスポイントの IPアドレス」の部分には、レジストラー（登録管理機器）として使用さ
れる機器の IPアドレスです）。

7. WPSの設定ページを表示して PINを入力したあと、画面の指示に従います。

• レジストラー（登録管理機器）は通常、無線 LANアクセスポイント/ルーターです。
• 設定画面は、無線 LANアクセスポイント/ルーターの種類によって異なります。詳細については、無線

LANアクセスポイントまたはルーターの取扱説明書をご覧ください。

Windows® 7、Windows® 8、またはWindows® 10パソコンをレジストラーとして使用している場合、以下の手
順をすべて行ってください。
8. 以下のいずれかを行ってください：

• （Windows® 7）

(スタート) > デバイスとプリンター > デバイスの追加をクリックします。

• （Windows® 8）
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マウスを、デスクトップの右下隅に移動します。メニューバーが表示されたら、 設定 > コントロール パ
ネル > ハードウェアとサウンド > デバイスとプリンター > デバイスの追加をクリックします。

• Windows® 10

 > Windows システム ツール > コントロール パネルをクリックします。ハードウェアとサウンドグ
ループで、デバイスの追加をクリックします。

• Windows® 7、Windows® 8、またはWindows® 10パソコンをレジストラーとして使用する場合、使用す
るパソコンをネットワークに事前に登録する必要があります。詳細については、無線 LANアクセスポイ
ントまたはルーターの取扱説明書をご覧ください。

• Windows® 7、Windows® 8、または Windows® 10 を レジストラーとして使用する場合は、画面の指示
に従って無線設定を行ったあと、プリンタードライバーをインストールできます。プリンタードライバ
ーとソフトウェアをインストールするには、本製品のインストールディスクを使用します。

9. 本製品を選択し、次へをクリックします。
10.製品の画面に表示された PINを入力し、次へをクリックします。
11. お使いのネットワークを選択して、 次へをクリックします。
12.閉じる をクリックします。

無線機器が正常に接続されると、本製品の画面に[ｾﾂｿﾞｸ ｾｲｺｳ]と表示されます。

無線ネットワークのセットアップが完了しました。お使いの機器の操作に必要なプリンタードライバーとソフト
ウェアをインストールするには、本製品のインストールディスクをパソコンに挿入するか、弊社ウェブサイト
（ http://www.fujixerox.co.jp/download/）で、お使いのモデルのダウンロードページにアクセスします。

  関連情報
• 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法
関連トピック：
• 無線 LANレポートのエラーコード 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > 本製品をアドホックモー
ドで無線ネットワーク用に設定する（IEEE 802.11b/g/nの場合）

本製品をアドホックモードで無線ネットワーク用に設定する（IEEE 802.11b/
g/nの場合）

• 新しい SSIDを使用して、本製品をアドホックモードで無線ネットワーク用に設定する

• 既存の SSIDを使用して、アドホックモードで本製品に無線 LANを設定する
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > 本製品をアドホックモー
ドで無線ネットワーク用に設定する（IEEE 802.11b/g/nの場合） > 新しい SSIDを使用して、本製品をアドホ
ックモードで無線ネットワーク用に設定する

新しい SSIDを使用して、本製品をアドホックモードで無線ネットワーク用
に設定する
アドホックモードに設定されている場合は、お使いのパソコンから新規の SSIDに接続する必要があります。

1. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ﾑｾﾝ LAN]を選択し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ｾﾂｿﾞｸ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ]を選択し、OKを押します。
4. [ﾑｾﾝLAN ﾕｳｺｳ ?]が表示されたら、aを押して Onを選択します。
これにより無線セットアップウィザードが起動されます。キャンセルするには、Cancel を押します。

5. 本製品は使用しているネットワークを検索し、利用可能な SSIDのリストを表示します。aまたは bを押し
て、[<New SSID>]を選択し、OKを押します。

6. SSID名を入力し、 OKを押します。
7. aまたは bを押して、[ｱﾄﾞﾎｯｸ]を選択し、OKを押します。
8. aまたは bを押して、暗号化タイプを[ﾆﾝｼｮｳ ｼﾅｲ]または[WEP]から選択し、OKを押します。
9. 暗号化方式に [WEP] オプションを選択した場合、WEPキーを入力し、OKを押します。

本製品で使用できるのは 1番目のWEPキーのみです。

10.設定を適用するには、aを押します。キャンセルするには、b を押します。
11. 本製品は、選択された無線機器との接続を開始します。

無線機器が正常に接続されると、本製品の画面に[ｾﾂｿﾞｸ ｾｲｺｳ]と表示されます。

無線ネットワークのセットアップが完了しました。お使いの機器の操作に必要なプリンタードライバーとソフト
ウェアをインストールするには、本製品のインストールディスクをパソコンに挿入するか、弊社ウェブサイト
（ http://www.fujixerox.co.jp/download/）で、お使いのモデルのダウンロードページにアクセスします。

  関連情報
• 本製品をアドホックモードで無線ネットワーク用に設定する（IEEE 802.11b/g/nの場合）
関連トピック：
• 富士ゼロックス製品にテキストを入力するには
• 無線 LANレポートのエラーコード 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > 本製品をアドホックモー
ドで無線ネットワーク用に設定する（IEEE 802.11b/g/nの場合） > 既存の SSIDを使用して、アドホックモー
ドで本製品に無線 LANを設定する

既存の SSIDを使用して、アドホックモードで本製品に無線 LANを設定する
すでにアドホックモードであり、SSIDが設定されているパソコンに本製品を組み合わせる場合は、以下の指示
に従います。

本製品を設定する前に、無線ネットワークの設定を書き留めておくことをおすすめします。設定を行う前に、
この情報が必要になります。

1. 現在接続しているパソコンの無線ネットワーク設定を確認して記録します。

現在接続しているパソコンの無線ネットワークは、SSIDが設定されたアドホックモードに設定する必要が
あります。お使いのパソコンをアドホックモードに設定する方法の詳細については、パソコンの説明書を参
照するか、ネットワーク管理者に問い合わせてください。

ネットワーク名（SSID）

接続モード 暗号化方式 ネットワークキー
アドホック なし -

WEP

例：

ネットワーク名（SSID）
HELLO

接続モード 暗号化方式 ネットワークキー
アドホック WEP 12345

本製品で使用できるのは 1番目のWEPキーのみです。

2. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸ]を選択し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ﾑｾﾝ LAN]を選択し、OKを押します。
4. aまたは bを押して、[ｾﾂｿﾞｸ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ]を選択し、OKを押します。
5. [ﾑｾﾝLAN ﾕｳｺｳ ?]が表示されたら、aを押して Onを選択します。
これにより無線セットアップウィザードが起動されます。キャンセルするには、Cancel を押します。

6. 本製品は使用しているネットワークを検索し、利用可能な SSIDのリストを表示します。SSIDのリストが表
示されたら、aまたは bを押して、使用したい SSIDを選択します。

7. OKを押します。
8. WEPキーを入力し、OKを押します。
設定を適用するには、aを押します。キャンセルするには、b を押します。

本製品で使用できるのは 1番目のWEPキーのみです。

9. 本製品は、選択された無線機器との接続を開始します。

無線機器が正常に接続されると、本製品の画面に[ｾﾂｿﾞｸ ｾｲｺｳ]と表示されます。

無線ネットワークのセットアップが完了しました。お使いの機器の操作に必要なプリンタードライバーとソフト
ウェアをインストールするには、本製品のインストールディスクをパソコンに挿入するか、弊社ウェブサイト
（ http://www.fujixerox.co.jp/download/）で、お使いのモデルのダウンロードページにアクセスします。
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  関連情報
• 本製品をアドホックモードで無線ネットワーク用に設定する（IEEE 802.11b/g/nの場合）
関連トピック：
• 富士ゼロックス製品にテキストを入力するには
• 無線 LANレポートのエラーコード 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > 本製品の操作パネルセッ
トアップウィザードを使用して、本製品に無線 LANを設定する

本製品の操作パネルセットアップウィザードを使用して、本製品に無線 LAN
を設定する

本製品を設定する前に、無線ネットワークの設定を書き留めておくことをおすすめします。設定を行う前に、
この情報が必要になります。

1. 現在接続しているパソコンの無線ネットワーク設定を確認して記録します。

ネットワーク名（SSID）

ネットワークキー

例：

ネットワーク名（SSID）
HELLO

ネットワークキー
12345

• お使いのアクセスポイント/ルーターが複数WEPキーの使用に対応している場合でも、本製品で使用で
きるのは最初のWEPキーのみです。

• うまくセットアップできないなど、弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にお問い合わせいただ
く場合は、あらかじめ SSID（ネットワーク名）とネットワークキーを調べ、お手元にご用意ください。
この情報の入手先についてはサポートできません。

• この情報（SSIDおよびネットワークキー）が不明の場合は、無線セットアップを行うことができませ
ん。

本情報の見つけ方
- お使いの無線 LANアクセスポイント/ルーターに付属の取扱説明書を調べてください。
- 初期 SSIDは、製造メーカー名またはモデル名の可能性があります。
- セキュリティ情報がわからない場合は、ルーターの製造業者、システム管理者、またはインター
ネットプロバイダーにお問い合わせください。

2. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸ]を選択し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ﾑｾﾝ LAN]を選択し、OKを押します。
4. aまたは bを押して、[ｾﾂｿﾞｸ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ]を選択し、OKを押します。
5. [ﾑｾﾝLAN ﾕｳｺｳ ?]が表示されたら、aを押して Onを選択します。
これにより無線セットアップウィザードが起動されます。キャンセルするには、Cancel を押します。

6. 本製品は使用しているネットワークを検索し、利用可能な SSIDのリストを表示します。SSIDのリストが表
示されたら、aまたは bを押して、使用したい SSIDを選択します。

7. OKを押します。
8. 以下のいずれかを行ってください：

• 使用する認証方式と暗号化方式でネットワークキーが必要な場合は、最初の手順で書き留めたネットワー
クキーを入力します。
キーを入力し、OKを押して設定を適用します。
設定を適用するには、aを押します。キャンセルするには、b を押します。

• 使用している認証方式がオープンシステムで、暗号化モードが「なし」の場合、次の手順に進みます。
9. 製品は、選択された無線機器に接続しようとします。
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無線機器が正常に接続されると、本製品の画面に[ｾﾂｿﾞｸ ｾｲｺｳ]と表示されます。

無線ネットワークのセットアップが完了しました。お使いの機器の操作に必要なプリンタードライバーとソフト
ウェアをインストールするには、本製品のインストールディスクをパソコンに挿入するか、弊社ウェブサイト
（ http://www.fujixerox.co.jp/download/）で、お使いのモデルのダウンロードページにアクセスします。

  関連情報
• 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法
関連トピック：
• 富士ゼロックス製品にテキストを入力するには
• 無線 LANレポートのエラーコード 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > SSIDがブロードキャス
トされていない場合に、本製品を無線ネットワーク用に設定する

SSIDがブロードキャストされていない場合に、本製品を無線ネットワーク用
に設定する

本製品を設定する前に、無線ネットワークの設定を書き留めておくことをおすすめします。設定を行う前に、
この情報が必要になります。

1. 現在の無線 LAN設定を確認して記録します。

ネットワーク名（SSID）
  

接続モード 認証方式 暗号化方式 ネットワークキー
インフラストラクチャー オープンシステム なし -

WEP

共有キー WEP

WPA/WPA2-PSK AES

TKIP
（TKIPはWPA-PSKでのみ
サポートされています。）

例：

ネットワーク名（SSID）
HELLO

接続モード 認証方式 暗号化方式 ネットワークキー
インフラストラクチャー WPA2-PSK AES 12345678

お使いのルーターがWEP暗号化方式を使用している場合、最初のWEPキーとして使用されているキーを
入力します。本製品では最初のWEPキーのみの使用に対応しています。

2. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸ]を選択し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ﾑｾﾝ LAN]を選択し、OKを押します。
4. aまたは bを押して、[ｾﾂｿﾞｸ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ]を選択し、OKを押します。
5. [ﾑｾﾝLAN ﾕｳｺｳ ?]が表示されたら、aを押して Onを選択します。
これにより無線セットアップウィザードが起動されます。キャンセルするには、Cancel を押します。

6. 本製品は使用しているネットワークを検索し、利用可能な SSIDのリストを表示します。aまたは bを押し
て、[<New SSID>]を選択し、OKを押します。

7. SSID名を入力し、 OKを押します。
8. aまたは bを押して、[ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬ]を選択し、OKを押します。
9. aまたは bを押して、使用する認証方式を選択し、OKを押します。
10.以下のいずれかを行ってください：

• [ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ ﾆﾝｼｮｳ]を選択した場合、aまたは bを押して、暗号化タイプを[ﾆﾝｼｮｳ ｼﾅｲ]または[WEP]か
ら選択し、OKを押します。
暗号化方式に [WEP] オプションを選択した場合、WEPキーを入力し、OKを押します。

• [ｷｮｳﾕｳｷｰ ﾆﾝｼｮｳ] オプションを選択した場合、WEPキーを入力し、 OKを押します。
• [WPA/WPA2-PSK]を選択した場合、aまたは bを押して、暗号化タイプを[TKIP+AES]または[AES]から
選択し、OKを押します。
WPAキーを入力し、 OKを押します。
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本製品で使用できるのは 1番目のWEPキーのみです。

11. 設定を適用するには、aを押します。キャンセルするには、b を押します。
12.本製品は、選択された無線機器との接続を開始します。

無線機器が正常に接続されると、本製品の画面に[ｾﾂｿﾞｸ ｾｲｺｳ]と表示されます。

無線ネットワークのセットアップが完了しました。お使いの機器の操作に必要なプリンタードライバーとソフト
ウェアをインストールするには、本製品のインストールディスクをパソコンに挿入するか、弊社ウェブサイト
（ http://www.fujixerox.co.jp/download/）で、お使いのモデルのダウンロードページにアクセスします。

  関連情報
• 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法
関連トピック：
• 無線ネットワーク設定を完了できません
• 富士ゼロックス製品にテキストを入力するには
• 無線 LANレポートのエラーコード 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > エンタープライズ無線ネ
ットワーク用に本製品を設定する

エンタープライズ無線ネットワーク用に本製品を設定する

本製品を設定する前に、無線ネットワークの設定を書き留めておくことをおすすめします。設定を行う前に、
この情報が必要になります。

1. 現在の無線 LAN設定を確認して記録します。

ネットワーク名（SSID）

接続モード 認証方式 暗号化方式 ユーザー ID パスワード
インフラストラクチ
ャー

LEAP CKIP

EAP-FAST/NONE AES

TKIP

EAP-FAST/MS-
CHAPv2

AES

TKIP

EAP-FAST/GTC AES

TKIP

PEAP/MS-CHAPv2 AES

TKIP

PEAP/GTC AES

TKIP

EAP-TTLS/CHAP AES

TKIP

EAP-TTLS/MS-
CHAP

AES

TKIP

EAP-TTLS/MS-
CHAPv2

AES

TKIP

EAP-TTLS/PAP AES

TKIP

EAP-TLS AES -

TKIP -

例：

ネットワーク名（SSID）
HELLO

接続モード 認証方式 暗号化方式 ユーザー ID パスワード
インフラストラクチ
ャー

EAP-FAST/MS-
CHAPv2

AES Fuji Xerox 12345678
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• EAP-TLS認証を使用して本製品を設定する場合、設定の開始前に、CAにより発行されたクライアント
証明書を必ずインストールしてください。クライアント証明書については、ネットワーク管理者に問い
合わせてください。複数の証明書をインストールした場合、使用する証明書の名前を書き留めておくこ
とをお勧めします。

• サーバー証明書の共通名を使用して本製品を確認する場合、設定の開始前に、使用する共通名を書き留
めておくことをお勧めします。サーバー証明書の共通名についは、ネットワーク管理者に問い合わせて
ください。

2. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸ]を選択し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ﾑｾﾝ LAN]を選択し、OKを押します。
4. aまたは bを押して、[ｾﾂｿﾞｸ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ]を選択し、OKを押します。
5. [ﾑｾﾝLAN ﾕｳｺｳ ?]が表示されたら、aを押して Onを選択します。
これにより無線セットアップウィザードが起動されます。キャンセルするには、Cancel を押します。

6. 本製品は使用しているネットワークを検索し、利用可能な SSIDのリストを表示します。aまたは bを押し
て、[<New SSID>]を選択し、OKを押します。

7. SSID名を入力し、 OKを押します。
8. aまたは bを押して、[ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬ]を選択し、OKを押します。
9. aまたは bを押して、使用する認証方式を選択し、OKを押します。
10.以下のいずれかを行ってください：

• [LEAP]オプションを選択した場合、ユーザー IDを入力し、OKを押します。
パスワードを入力し、OKを押します。

• [EAP-FAST]、[PEAP]または[EAP-TTLS]を選択した場合、aまたは bを押してを押して内部認証方式
を[NONE]、[CHAP]、[MS-CHAP]、[MS-CHAPv2]、[PAP]または[GTC]から選択し、OKを押します。

使用する認証方式によって、選択する内部認証方式は異なります。

aまたは bを押して、暗号化タイプを[TKIP+AES]または[AES]から選択し、OKを押します。
aまたは bを押して、検証方式を[ｹﾝｼｮｳｼﾅｲ]、[CAｼｮｳﾒｲｼｮ]、または[CA+ｻｰﾊﾞｰID]から選択し、OKを
押します。
- [CA+ｻｰﾊﾞｰID]を選択した場合、サーバー ID、ユーザー ID、パスワード（必要に応じて）を入力し、
その都度 OKを押します。

- その他を選択した場合は、ユーザー IDとパスワードを入力し、OKを押します。

本製品に CA証明書をインポートしていない場合、メッセージ[ｹﾝｼｮｳｼﾅｲ]が表示されます。
• [EAP-TLS]を選択した場合、aまたは bを押して、暗号化タイプを[TKIP+AES]または[AES]から選択
し、OKを押します。
使用可能なクライアント証明書のリストが製品に表示された場合、使用する証明書を選択します。
aまたは bを押して、検証方式を[ｹﾝｼｮｳｼﾅｲ]、[CAｼｮｳﾒｲｼｮ]、または[CA+ｻｰﾊﾞｰID]から選択し、OKを
押します。
- [CA+ｻｰﾊﾞｰID]を選択した場合、サーバー ID、ユーザー IDを入力し、その都度 OKを押します。
- その他を選択した場合は、ユーザー IDを入力し、OKを押します。

本製品に CA証明書をインポートしていない場合、メッセージ[ｹﾝｼｮｳｼﾅｲ]が表示されます。
11. 設定を適用するには、aを押します。キャンセルするには、b を押します。
12.本製品は、選択された無線機器との接続を開始します。

無線機器が正常に接続されると、本製品の画面に[ｾﾂｿﾞｸ ｾｲｺｳ]と表示されます。

無線ネットワークのセットアップが完了しました。お使いの機器の操作に必要なプリンタードライバーとソフト
ウェアをインストールするには、本製品のインストールディスクをパソコンに挿入するか、弊社ウェブサイト
（ http://www.fujixerox.co.jp/download/）で、お使いのモデルのダウンロードページにアクセスします。
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  関連情報
• 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法
関連トピック：
• 無線 LANレポートのエラーコード 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > Wi-Fi Direct®を使用する

Wi-Fi Direct®を使用する

• Wi-Fi Directを使用した携帯端末からの印刷について

• Wi-Fi Directネットワークを設定する

• 無線ネットワーク設定を完了できません
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > Wi-Fi Direct®を使用す
る > Wi-Fi Directを使用した携帯端末からの印刷について

Wi-Fi Directを使用した携帯端末からの印刷について
Wi-Fi Directは、Wi-Fi Alliance®により開発された無線設定方法の一つです。これにより、アクセスポイントを使
用せずに、本製品と、Android™機器、Windows Phone®機器、iPhone、iPod touch、iPadなどの携帯端末との間
に、安全な無線ネットワークを設定することができます。Wi-Fi Direct は、Wi-Fi Protected Setup™ （WPS）の
ワンプッシュまたは PIN方式を使用した無線ネットワークの設定をサポートしています。また、SSIDとパスワ
ードの手動設定、無線ネットワークの設定も可能です。本製品の Wi-Fi Direct 機能は、AES 暗号化を使用する
WPA2™をサポートしています。

2

1

1. 携帯端末
2. お使いの富士ゼロックス製品

• 本製品は有線ネットワークと無線ネットワークのどちらでも使用できますが、これらの接続方式を同時
に使用することはできません。ただし、無線 LAN接続とWi-Fi Direct接続、または有線 LAN接続とWi-
Fi Direct接続は同時に使用できます。

• Wi-Fi Direct をサポートしている機器は、グループオーナー（G/O）になります。Wi-Fi Direct ネットワ
ークを設定する場合、G/Oはアクセスポイントとして機能します。

• アドホックモードとWi-Fi Direct は同時に使用できません。一方の機能を無効にして、他方を有効にし
てください。アドホックモードを使用中にWi-Fi Direct を使用したい場合は、ネットワークインターフ
ェイスを有線 LANに設定するか、アドホックモードを無効にして、本製品をアクセスポイントに接続し
ます。

  関連情報

• Wi-Fi Direct®を使用する 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > Wi-Fi Direct®を使用す
る > Wi-Fi Directネットワークを設定する

Wi-Fi Directネットワークを設定する
本製品の操作パネルから Wi‑Fi Directネットワークを設定します。

• Wi-Fi Directネットワーク設定の概要

• ワンプッシュ方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定する

• Wi-Fi Protected Setup™（WPS）のワンプッシュ方式を使用してWi-Fi Directネットワー
クを設定する

• PIN方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定する

• Wi-Fi Protected Setup™（WPS）の PIN方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定
する

• Wi-Fi Directネットワークを手動で設定する
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > Wi-Fi Direct®を使用す
る > Wi-Fi Directネットワークを設定する > Wi-Fi Directネットワーク設定の概要

Wi-Fi Directネットワーク設定の概要
無線ネットワーク環境で本製品を設定する 5つの方法を以下に示します。ご自分の環境に適した方法をお選び
ください。

携帯端末の設定を確認します。
1. お使いの携帯端末はWi-Fi Directをサポートしていますか？

オプション 詳細

対応 手順 2に進みます。

いいえ 手順 3に進みます。

2. お使いの携帯端末はWi-Fi Directのワンプッシュ設定をサポートしていますか？

オプション 詳細

対応 「関連情報」をご覧ください：ワンプッシュ方式を使用してWi-Fi Directネット
ワークを設定する

いいえ 「関連情報」をご覧ください：PIN方式を使用してWi-Fi Directネットワークを
設定する

3. お使いの携帯端末はWi-Fi Protected Setup™（WPS）をサポートしていますか？

オプション 詳細

対応 手順 4に進みます。

いいえ 「関連情報」をご覧ください：Wi-Fi Directネットワークを手動で設定する

4. お使いの携帯端末はWi-Fi Protected Setup™（WPS）のワンプッシュ設定をサポートしていますか？

オプション 詳細

対応 「関連情報」をご覧ください：Wi-Fi Protected Setup™（WPS）のワンプッシュ
方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定する

いいえ 「関連情報」をご覧ください：Wi-Fi Protected Setup™（WPS）の PIN方式を使
用してWi-Fi Directネットワークを設定する

ワンプッシュまたは PIN方式でWi-Fi Directネットワークを設定した Print Utility 機能を使用する場合は、Wi-Fi
Directの設定に使用する機器で Android™ 4.0以降が稼働している必要があります。

  関連情報
• Wi-Fi Directネットワークを設定する
関連トピック：
• ワンプッシュ方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定する
• Wi-Fi Protected Setup™（WPS）のワンプッシュ方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定する
• PIN方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定する
• Wi-Fi Protected Setup™（WPS）の PIN方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定する
• Wi-Fi Directネットワークを手動で設定する 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > Wi-Fi Direct®を使用す
る > Wi-Fi Directネットワークを設定する > ワンプッシュ方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定す
る

ワンプッシュ方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定する
お使いの携帯端末がWi-Fi Directをサポートしている場合、以下の手順に従ってWi-Fi Directを設定します。
1. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[Wi-Fi Direct]を選択し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ﾌﾟｯｼｭﾎﾞﾀﾝ ｾﾂｿﾞｸ]を選択し、OKを押します。
4. [Wi-Fi Direct ｵﾝ?]が表示されたら、aを押して受け入れます。キャンセルするには、b を押します。
5. [ｱｲﾃｶﾞﾜ ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾉ Wi-Fi Directｾｯﾃｲ ｦ ﾕｳｺｳﾆｼﾃ OKﾎﾞﾀﾝ ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ]が本製品の画面に表示されたら、
携帯端末のWi-Fi Directを有効にします（有効化の手順については、お使いの携帯端末の取扱説明書を参照）。
製品の OKを押します。
これによりWi-Fi Directセットアップが起動します。キャンセルするには、Cancel を押します。

6. 以下のいずれかを行ってください：
• 本製品がグループオーナー（G/O）に設定されている場合は、携帯端末を直接、本製品に接続します。
• 本製品が G/Oではない場合、Wi-Fi Directネットワークの設定が可能な機器の名前が表示されます。aま
たは bを押して、接続したい携帯端末を選択し、OKを押します。[<ﾘｽｷｬﾝ>]を押して、利用可能な機器
を再検索します。

7. 携帯端末が正常に接続されると、本製品の画面に [ｾﾂｿﾞｸ ｾｲｺｳ]と表示されます。以上でWi-Fi Directネット
ワークのセットアップが完了しました。

  関連情報
• Wi-Fi Directネットワークを設定する
関連トピック：
• Wi-Fi Directネットワーク設定の概要 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > Wi-Fi Direct®を使用す
る > Wi-Fi Directネットワークを設定する > Wi-Fi Protected Setup™（WPS）のワンプッシュ方式を使用して
Wi-Fi Directネットワークを設定する

Wi-Fi Protected Setup™（WPS）のワンプッシュ方式を使用してWi-Fi Direct
ネットワークを設定する
お使いの携帯端末がWPS（PBC：プッシュボタン設定）をサポートしている場合、以下の手順に従いWi-Fi Direct
ネットワークを設定します。
1. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[Wi-Fi Direct]を選択し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｵｰﾅｰ]を選択し、OKを押します。
4. aまたは bを押して、[ｵﾝ]を選択し、OKを押します。
5. aまたは bを押して、[ﾌﾟｯｼｭﾎﾞﾀﾝ ｾﾂｿﾞｸ]を選択し、OKを押します。
6. [Wi-Fi Direct ｵﾝ?]が表示されたら、aを押して受け入れます。キャンセルするには、b を押します。
7. [ｱｲﾃｶﾞﾜ ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾉ Wi-Fi Directｾｯﾃｲ ｦ ﾕｳｺｳﾆｼﾃ OKﾎﾞﾀﾝ ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ]が本製品の画面に表示されたら、
携帯端末のWPSワンプッシュ設定方式を有効にします（有効化の手順については、お使いの携帯端末の取扱
説明書を参照）。製品の OKを押します。
これによりWi-Fi Directセットアップが起動します。キャンセルするには、Cancel を押します。

8. 携帯端末が正常に接続されると、本製品の画面に [ｾﾂｿﾞｸ ｾｲｺｳ]と表示されます。以上でWi-Fi Directネット
ワークのセットアップが完了しました。

  関連情報
• Wi-Fi Directネットワークを設定する
関連トピック：
• Wi-Fi Directネットワーク設定の概要 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > Wi-Fi Direct®を使用す
る > Wi-Fi Directネットワークを設定する > PIN方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定する

PIN方式を使用してWi-Fi Directネットワークを設定する
お使いの携帯端末がWi-Fi Direct の PIN方式をサポートしている場合、以下の手順に従ってWi-Fi Direct ネット
ワークを設定します。
1. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[Wi-Fi Direct]を選択し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[PINｺｰﾄﾞ ｾﾂｿﾞｸ]を選択し、OKを押します。
4. [Wi-Fi Direct ｵﾝ?]が表示されたら、aを押して受け入れます。キャンセルするには、b を押します。
5. [ｱｲﾃｶﾞﾜ ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾉ Wi-Fi Directｾｯﾃｲ ｦ ﾕｳｺｳﾆｼﾃ OKﾎﾞﾀﾝ ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ]が本製品の画面に表示されたら、
携帯端末のWi-Fi Directを有効にします（有効化の手順については、お使いの携帯端末の取扱説明書を参照）。
製品の OKを押します。
これによりWi-Fi Directセットアップが起動します。キャンセルするには、Cancel を押します。

6. 以下のいずれかを行ってください：
• 本製品がグループオーナー（G/O）の場合、携帯端末からの接続要求を待ちます。[PIN Codeﾆｭｳﾘｮｸ]が
表示されたら、携帯端末に表示された PINを本製品に入力します。OKを押してセットアップを完了させ
ます。
本製品に PINが表示されたら、表示された PINを携帯端末に入力します。

• 本製品が G/Oではない場合、Wi-Fi Directネットワークの設定が可能な機器の名前が表示されます。aま
たは bを押して、接続したい携帯端末を選択し、OKを押します。[<ﾘｽｷｬﾝ>]を押して、利用可能な機器
を再検索し、次の手順に進みます。

7. 以下のいずれかを行ってください：
• aを押して本製品に PINを表示し、表示された PINを携帯端末に入力して、次の手順に進みます。
• bを押して、携帯端末に表示された PINを本製品に入力します。OKを押して、次の手順に進みます。
携帯端末に PINコードが表示されない場合は、本製品の Cancelを押します。最初の手順に戻って、もう
一度やり直します。

8. 携帯端末が正常に接続されると、本製品の画面に [ｾﾂｿﾞｸ ｾｲｺｳ]と表示されます。以上でWi-Fi Directネット
ワークのセットアップが完了しました。

  関連情報
• Wi-Fi Directネットワークを設定する
関連トピック：
• Wi-Fi Directネットワーク設定の概要 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > Wi-Fi Direct®を使用す
る > Wi-Fi Directネットワークを設定する > Wi-Fi Protected Setup™（WPS）の PIN方式を使用してWi-Fi
Directネットワークを設定する

Wi-Fi Protected Setup™（WPS）の PIN方式を使用してWi-Fi Directネット
ワークを設定する
お使いの携帯端末でWi-Fi Protected Setup™（WPS）の PIN方式がサポートされている場合、以下の手順に従っ
てWi-Fi Direct設定します。
1. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[Wi-Fi Direct]を選択し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｵｰﾅｰ]を選択し、OKを押します。
4. aまたは bを押して、[ｵﾝ]を選択し、OKを押します。
5. aまたは bを押して、[PINｺｰﾄﾞ ｾﾂｿﾞｸ]を選択し、OKを押します。
6. [Wi-Fi Direct ｵﾝ?]が表示されたら、aを押して受け入れます。キャンセルするには、b を押します。
7. [ｱｲﾃｶﾞﾜ ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾉ Wi-Fi Directｾｯﾃｲ ｦ ﾕｳｺｳﾆｼﾃ OKﾎﾞﾀﾝ ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ]が本製品の画面に表示されたら、
携帯端末のWPS PIN設定方式を有効にします（有効化の手順については、お使いの携帯端末の取扱説明書を
参照）。製品の OKを押します。
これによりWi-Fi Directセットアップが起動します。キャンセルするには、Cancel を押します。

8. 製品は携帯端末からの接続要求を待ちます。[PIN Codeﾆｭｳﾘｮｸ]が表示されたら、携帯端末に表示された
PINを、製品に入力します。

9. OKを押します。
10.携帯端末が正常に接続されると、本製品の画面に [ｾﾂｿﾞｸ ｾｲｺｳ]と表示されます。以上でWi-Fi Directネット
ワークのセットアップが完了しました。

  関連情報
• Wi-Fi Directネットワークを設定する
関連トピック：
• Wi-Fi Directネットワーク設定の概要 
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 ホーム > ネットワーク > 無線ネットワーク用に本製品を設定するその他の方法 > Wi-Fi Direct®を使用す
る > Wi-Fi Directネットワークを設定する > Wi-Fi Directネットワークを手動で設定する

Wi-Fi Directネットワークを手動で設定する
お使いの携帯端末で、Wi-Fi Direct または WPSが未サポートの場合、Wi-Fi Direct ネットワークを手動で設定す
る必要があります。
1. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[Wi-Fi Direct]を選択し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ｼｭﾄﾞｳ ｾﾂｿﾞｸ]を選択し、OKを押します。
4. [Wi-Fi Direct ｵﾝ?]が表示されたら、aを押して受け入れます。キャンセルするには、b を押します。
5. 本製品に SSID名とパスワードが 2分間表示されます。ご使用の携帯端末の無線ネットワーク設定画面で、こ
の SSID名を選択して、パスワードを入力します。

6. 携帯端末が正常に接続されると、本製品の画面に [ｾﾂｿﾞｸ ｾｲｺｳ]と表示されます。以上でWi-Fi Directネット
ワークのセットアップが完了しました。

  関連情報
• Wi-Fi Directネットワークを設定する
関連トピック：
• Wi-Fi Directネットワーク設定の概要 

102



 ホーム > ネットワーク > 高度なネットワーク機能

高度なネットワーク機能

• ネットワーク設定レポートを印刷する

• WLANレポートを印刷する

• ウェブブラウザーで SNTPプロトコルを設定する
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 ホーム > ネットワーク > 高度なネットワーク機能 > ネットワーク設定レポートを印刷する

ネットワーク設定レポートを印刷する
ネットワーク設定リストには、ネットワークプリントサーバーの設定値を含む、ネットワーク設定が一覧表示さ
れます。

• ノード名：ノード名は、ネットワーク設定リストに表示されます。お買い上げ時のノード名は
「FXxxxxxxxxxxxx」です。（「xxxxxxxxxxxx」は本製品の MACアドレス／イーサネットアドレスです。）

• ネットワーク設定リストに表示される[IP Address]が 0.0.0.0の場合、1分間待ってから、もう一度
印刷してください。

• IPアドレス、サブネットマスク、ノード名、および MACアドレスなどの、本製品の設定をレポートで
確認できます。以下は一例です：
- IPアドレス：192.0.2.1
- サブネットマスク：255.255.255.0
- ノード名：FX000ca0000499
- MACアドレス：00-0c-a0-00-04-99

1. aまたは bを押して、[ｾｲﾋﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸｾｯﾃｲ ｲﾝｻﾂ]を選択します。
3. OKを押します。

  関連情報
• 高度なネットワーク機能
関連トピック：
• 本製品のネットワーク設定はどこにありますか?

• ネットワーク診断修復ツールを使用する （Windows®）
• 使用しているネットワーク機器が正しく動作していることを確認したい
• ウェブブラウザー設定にアクセスする
• ウェブブラウザーを使用してギガビットイーサネットを設定する 
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 ホーム > ネットワーク > 高度なネットワーク機能 > WLANレポートを印刷する

WLANレポートを印刷する
無線 LANレポートには、本製品の無線の状態が印刷されます。無線接続に失敗した場合は、印刷されたレポート
のエラーコードを確認してください。

1. aまたは bを押して、[ｾｲﾋﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ﾑｾﾝLANﾚﾎﾟｰﾄ ｲﾝｻﾂ]を選択し、OKを押します。
製品は無線 LANレポートを印刷します。

  関連情報
• 高度なネットワーク機能

• 無線 LANレポートのエラーコード
関連トピック：
• 本製品からネットワーク経由で印刷できない
• 使用しているネットワーク機器が正しく動作していることを確認したい 
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 ホーム > ネットワーク > 高度なネットワーク機能 > WLANレポートを印刷する > 無線 LANレポートのエ
ラーコード

無線 LANレポートのエラーコード
無線 LANレポートに接続の失敗が表示された場合、印刷されたレポートでエラーコードを確認し、エラーに対応
する指示を表で確認します。

エラーコード 問題と推奨対策
TS-01 無線設定が有効ではありません。無線設定をオンに変更します。

ネットワークケーブルが本製品に接続されている場合、接続を切断して、本製品の無線設定をオ
ンに変更します。

TS-02 無線 LAN アクセスポイント/ルーターを検出できません。
1. 以下の 2点を確認します。

• 無線 LANアクセスポイント／ルーターの電源を切り、10秒待ってから、再度電源を入れ
ます。

• 無線 LANアクセスポイント／ルーターが MACアドレスフィルタリングを使用している
場合は、本製品の MACアドレスがそのフィルタで許可されていることを確認します。

2. SSID とセキュリティ情報（SSID/認証方式/暗号化方式/ネットワークキー）を手動で入力し
た場合は、入力した情報が間違っている可能性があります。
SSIDとセキュリティ情報を再確認して、必要に応じて正しい情報を再入力してください。
無線セキュリティ情報（SSID／認証方式／暗号化方式／ネットワークキー）の確認方法
a. お買い上げ時のセキュリティ設定が、無線 LANアクセスポイント／ルーターに貼られて
いるラベルに記載されている場合があります。または、無線 LANアクセスポイント／ル
ーターのメーカー名または型番号が、お買い上げ時のセキュリティ設定として使用されて
いる場合があります。

b. 使用している無線 LANアクセスポイント／ルーターに同梱の説明書をご覧になり、セキ
ュリティ設定値の記載場所を確認してください。

• 無線 LANアクセスポイント／ルーターが SSIDをブロードキャストするように設定され
ていない場合、SSIDは自動的に検出されません。SSID名を手動で入力する必要がありま
す。

• ネットワークキーは、パスワード、セキュリティキー、または暗号化キーとして記載され
ることもあります。

本製品は 5GHz SSID/ESSIDをサポートしていないため、2.4 GHz SSID/ESSIDを選択する
必要があります。無線 LAN アクセスポイント/ルーターが、2.4 GHz または 2.4 GHz/5 GHz
ミックスモードに設定されていることを確認してください。
無線 LANアクセスポイント／ルーターの SSIDおよび無線セキュリティ設定、または設定の
変更方法が分からない場合、無線 LANアクセスポイント／ルーターに同梱の説明書をご覧に
なるか、無線 LANアクセスポイント／ルーターのメーカーまたは、ご契約のインターネット
プロバイダーまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。

TS-03 入力した無線ネットワークおよびセキュリティ設定が正しくない可能性があります。無線ネッ
トワーク設定を再確認してください。
この情報が分からない場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。
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エラーコード 問題と推奨対策
TS-04 選択した無線 LAN アクセスポイント/ルーターで使用されている認証方式/暗号化方式に本製品

が対応していません。
インフラストラクチャモードの場合、無線 LANアクセスポイント／ルーターの認証および暗号
化方式を変更します。本製品は、次の認証方式に対応しています。
• WPA-パーソナル

TKIPまたは AES
• WPA2-パーソナル

AES
• オープン

WEPまたは、なし（暗号化なし）
• 共有キー

WEP
問題が解決しない場合、入力した SSID またはネットワーク設定が正しくない可能性がありま
す。無線 LAN の設定を確認してください。
アドホックモードの場合、ご使用のコンピューターの無線設定用の認証方式および暗号化方式を
変更します。本製品は、オープン認証のみをサポートしており、WEP暗号化は任意で行います。

TS-05 セキュリティ情報（SSID/ネットワークキー）が間違っています。
SSIDとネットワークキーを確認してください。お使いのルーターがWEP暗号化方式を使用し
ている場合、最初のWEPキーとして使用されているキーを入力します。本製品で使用できるの
は 1番目のWEPキーのみです。

TS-06 無線 LAN のセキュリティ情報（認証方式/暗号化方式/ネットワークキー）が間違っています。
TS-04に記載に無線セキュリティ情報（認証方式、暗号化方式、ネットワークキー）を確認して
ください。お使いのルーターが WEP暗号化方式を使用している場合、最初のWEPキーとして
使用されているキーを入力します。本製品で使用できるのは 1番目のWEPキーのみです。

TS-07 本製品は、WPS対応の無線 LANアクセスポイント／ルーターを検出できません。
WPSと接続する場合は、本製品と無線 LANアクセスポイント／ルーターの両方を操作する必要
があります。無線 LANアクセスポイント／ルーターのWPSの接続方式を確認して、再起動し
てみます。
WPSを使用する無線 LANアクセスポイント／ルーターの操作方法が分からない場合、無線 LAN
アクセスポイント／ルーターに同梱の説明書をご覧になるか、無線 LANアクセスポイント／ル
ーターのメーカーまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。

TS-08 WPS対応の無線 LANアクセスポイントが、2箇所以上検出されています。
• WPSに対応した無線 LANアクセスポイント／ルーターが範囲内で 1つのみであることを確
認して、再試行します。

• 他のアクセスポイントからの影響を避けるために、数分待ってから再試行してください。

  関連情報
• WLANレポートを印刷する
関連トピック：
• 本製品からネットワーク経由で印刷できない
• 使用しているネットワーク機器が正しく動作していることを確認したい
• Wi-Fi Protected Setup™ （WPS）のワンプッシュ方式を使用して本製品に無線ネットワークを設定する
• Wi-Fi Protected Setup™ （WPS）の PIN方式を使用して本製品に無線ネットワークを設定する
• 既存の SSIDを使用して、アドホックモードで本製品に無線 LANを設定する
• 新しい SSIDを使用して、本製品をアドホックモードで無線ネットワーク用に設定する
• 本製品の操作パネルセットアップウィザードを使用して、本製品に無線 LANを設定する
• SSIDがブロードキャストされていない場合に、本製品を無線ネットワーク用に設定する
• エンタープライズ無線ネットワーク用に本製品を設定する 
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 ホーム > ネットワーク > 高度なネットワーク機能 > ウェブブラウザーで SNTPプロトコルを設定する

ウェブブラウザーで SNTPプロトコルを設定する
SNTPプロトコルを設定して、本製品が認証に使用する時間と SNTPタイムサーバーが維持する時間を同期させ
ます。
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. 左側にあるナビゲーションバーのプロトコルをクリックします。
6. SNTPチェックボックスをオンにして、設定を有効にします。
7. 製品を再起動して、設定を有効にします。
8. SNTPチェックボックスの次に、詳細設定をクリックして以下の指示に従います。

オプション 詳細

状態 SNTPプロトコルが有効か無効かを表示します。

同期状態 最新の同期状態を確認します。

SNTP サーバー設定の
方法

AUTOまたは STATICを選択します。
• AUTO
ネットワーク上に DHCP サーバーがあれば、SNTP サーバーが自動的に
DHCPサーバーからアドレスを取得します。

• STATIC
使用したいアドレスを入力します。
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オプション 詳細

プライマリー SNTP サ
ーバーアドレス
セカンダリー SNTP サ
ーバーアドレス

サーバーアドレスを 64 文字以内で入力します。
セカンダリー SNTPサーバーアドレスは、プライマリー SNTPサーバーアドレス
の予備として使用されます。プライマリーサーバーが利用できない場合、本製品
はセカンダリー SNTPサーバーと通信します。

プライマリー SNTP サ
ーバーポート
セカンダリー SNTP サ
ーバーポート

ポート番号を入力します（1～65535）。
セカンダリー SNTPサーバーポートは、プライマリー SNTPサーバーポートの予
備として使用されます。プライマリーポートが利用できない場合、本製品はセカ
ンダリー SNTPポートと通信します。

同期間隔 サーバーとの同期処理の間隔（1～168時間）を入力します。

9. OK をクリックします。

  関連情報
• 高度なネットワーク機能 
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 ホーム > ネットワーク > 上級者向けの技術情報

上級者向けの技術情報

• ギガビットイーサネット（有線 LANのみ）

• ネットワーク設定をお買い上げ時の設定にリセットする

110



 ホーム > ネットワーク > 上級者向けの技術情報 > ギガビットイーサネット（有線 LANのみ）

ギガビットイーサネット（有線 LANのみ）
本製品は、1000BASE-T Gigabit Ethernetをサポートしてます。1000BASE-T Gigabit Ethernetネットワークに接
続するには、製品の操作パネルまたはウェブブラウザーから、製品のイーサネットリンクモードを「自動」に設
定する必要があります。

• 10BASE-T、100BASE-TX Fast Ethernetネットワーク、または 1000BASE-T Gigabit Ethernetネットワ
ークには、直通カテゴリ 5（またはそれ以上）のツイストペアケーブルを使用してください。本製品を
ギガビットイーサネットネットワークに接続する場合、1000BASE-Tに準拠しているネットワーク機器
を使用してください。

  関連情報
• 上級者向けの技術情報

• ウェブブラウザーを使用してギガビットイーサネットを設定する 
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 ホーム > ネットワーク > 上級者向けの技術情報 > ギガビットイーサネット（有線 LANのみ） > ウェブブラ
ウザーを使用してギガビットイーサネットを設定する

ウェブブラウザーを使用してギガビットイーサネットを設定する
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. 有線 をクリックします。
6. 左側にあるナビゲーションバーのイーサネットをクリックします。
7. イーサネットモードドロップダウンリストから自動を選択します。
8. OK をクリックします。
9. 設定を有効にするには、本製品を再起動します。

設定値は、ネットワーク設定レポートを印刷して確認することができます。

  関連情報
• ギガビットイーサネット（有線 LANのみ）
関連トピック：
• ネットワーク設定レポートを印刷する 
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 ホーム > ネットワーク > 上級者向けの技術情報 > ネットワーク設定をお買い上げ時の設定にリセットする

ネットワーク設定をお買い上げ時の設定にリセットする
本製品の操作パネルを使用して、プリントサーバーをお買い上げ時の設定にリセットします。パスワードや IPア
ドレスなど、すべての情報がリセットされます。

• すべての有線 LANおよび無線ネットワークの設定が、お買い上げ時の設定に戻ります。
• BRAdmin Lightまたはウェブブラウザーを使用して、プリントサーバーをお買い上げ時の設定にリセッ
トすることもできます。

1. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸｾｯﾃｲﾘｾｯﾄ]を選択し、OKを押します。
3. [ﾊｲ]で aを押します。
本製品が再起動します。

  関連情報
• 上級者向けの技術情報 
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 ホーム > セキュリティ

セキュリティ

• 本製品の設定をロックする

• ネットワークセキュリティ機能
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 ホーム > セキュリティ > 本製品の設定をロックする

本製品の設定をロックする
本製品のアクセスロックをオンにする前に、パスワードを必ずお控えください。パスワードを忘れた場合、管理
者、弊社プリンターサポートデスクまたは販売店に問い合わせて、本製品に保存されているパスワードをすべて
リセットする必要があります。

• 設定ロックの使用について
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 ホーム > セキュリティ > 本製品の設定をロックする > 設定ロックの使用について

設定ロックの使用について
設定ロック機能を使用して、製品への不正アクセスを防ぎます。
設定ロックが[ｵﾝ]に設定されていると、本製品の設定にアクセスするにはパスワードの入力が必要になります。

• 設定ロックパスワードを設定する

• 設定ロックパスワードを変更する

• 設定ロックをオンにする
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 ホーム > セキュリティ > 本製品の設定をロックする > 設定ロックの使用について > 設定ロックパスワード
を設定する

設定ロックパスワードを設定する
1. aまたは bを押して、[ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ]を表示し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ｾｷｭﾘﾃｨ ｾｯﾃｲﾛｯｸ]を表示し、OKを押します。
3. パスワードに 4桁の数値を入力します。
各数字を入力するには、aまたは bを押して数字を選択し、OKを押します。

4. 画面に[ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞｶｸﾆﾝ]と表示されたら、パスワードを再入力します。
5. Goを押します。

  関連情報
• 設定ロックの使用について 
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 ホーム > セキュリティ > 本製品の設定をロックする > 設定ロックの使用について > 設定ロックパスワード
を変更する

設定ロックパスワードを変更する
1. aまたは bを押して、[ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ]を表示し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ｾｷｭﾘﾃｨ ｾｯﾃｲﾛｯｸ]を表示し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ ｾｯﾃｲ]を選択し、OKを押します。
4. 現在の 4桁のパスワードを入力します。
各数字を入力するには、aまたは bを押して数字を選択し、OKを押します。

5. 新しい 4桁のパスワードを入力します。
各数字を入力するには、aまたは bを押して数字を選択し、OKを押します。

6. 画面に[ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞｶｸﾆﾝ]と表示されたら、パスワードを再入力します。
7. Goを押します。

  関連情報
• 設定ロックの使用について 

118



 ホーム > セキュリティ > 本製品の設定をロックする > 設定ロックの使用について > 設定ロックをオンにす
る

設定ロックをオンにする
1. aまたは bを押して、[ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ]を表示し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ｾｷｭﾘﾃｨ ｾｯﾃｲﾛｯｸ]を表示し、OKを押します。
3. 液晶ディスプレーに[ｵﾝ]が表示されたら、OKを押します。
4. 現在の 4桁のパスワードを入力します。
各数字を入力するには、aまたは bを押して数字を選択し、OKを押します。

[ｵﾌ]設定ロックをにするには、OKを押します。液晶ディスプレーに[ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ?]が表示されたら、aを
押して[ﾊｲ]を選択し、現在の 4桁のパスワードを入力して、OKを押します。

  関連情報
• 設定ロックの使用について 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能

ネットワークセキュリティ機能

• ネットワークセキュリティ機能をご使用になる前に

• セキュリティ機能ロック 3.0

• SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の管理

• IPsec を使用して安全にネットワーク製品を管理する

• Eメールを安全に送信する

• 有線または無線 LANへの IEEE 802.1x認証の使用について

• 印刷ログ機能

120



 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > ネットワークセキュリティ機能をご使用になる
前に

ネットワークセキュリティ機能をご使用になる前に
本製品には、いくつかの最新ネットワークセキュリティ機能と、現在利用可能な暗号化プロトコルが使用されて
います。これらのネットワーク機能は、お使いの全体的なネットワークセキュリティプランの一部として、デー
タを保護し、本製品への不正なアクセスを防ぐことができます。

Telnet、FTPサーバー、および TFTPプロトコルを無効にすることを推奨します。これらのプロトコルを使
用して製品にアクセスすることは、セキュリティ上安全ではありません。

  関連情報
• ネットワークセキュリティ機能 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > セキュリティ機能ロック 3.0

セキュリティ機能ロック 3.0
富士ゼロックスのセキュリティ機能ロック 3.0は、お使いの製品で利用可能な機能を制限することでセキュリテ
ィを強化します。

• セキュリティ機能ロック 3.0を使用する前に

• ウェブブラウザーを使用してセキュリティ機能ロック 3.0 を設定する

• セキュリティ機能ロック 3.0のパブリックモードを設定する

• セキュリティ機能ロック 3.0その他の機能について
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > セキュリティ機能ロック 3.0 > セキュリティ機
能ロック 3.0を使用する前に

セキュリティ機能ロック 3.0を使用する前に
セキュリティ機能ロックを使用してパスワードを設定し、特定のユーザーページへのアクセスを設定して、以下
の機能の一部または全部へのアクセスを許可します。
ウェブブラウザーを使用して、以下のセキュリティ機能ロック 3.0設定値の設定や変更を行うことができます。
• 印刷

Googleクラウドプリント™および Print Utilityによって送信される印刷ジョブが印刷の対象となります。
ユーザーのログイン名を事前に登録すると、ユーザーはパスワードの入力なしで印刷機能を使用できます。

• 枚数制限
• ページカウンター

  関連情報
• セキュリティ機能ロック 3.0 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > セキュリティ機能ロック 3.0 > ウェブブラウザ
ーを使用してセキュリティ機能ロック 3.0 を設定する

ウェブブラウザーを使用してセキュリティ機能ロック 3.0 を設定する
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. 管理者設定タブをクリックします。
5. 左側にあるナビゲーションバーの制限機能メニューをクリックします。
6. セキュリティ機能ロックを選択します。
7. OK をクリックします。
8. 左側にあるナビゲーションバーの機能制限メニューをクリックします。
9. ユーザーリスト/機能制限欄に、グループ名またはユーザー名を入力します（最大 15文字の英数字）。
10.印刷およびその他の列で、チェックボックスを選択して一覧表示されている機能を許可するか、チェックボ
ックスの選択を解除してこれらの機能を制限します。

11. 最大ページ数を設定するには、枚数制限列のオンチェックボックスを選択し、最大ページ数欄で最大数を入
力します。

12. OK をクリックします。
13.左側にあるナビゲーションバーのユーザーリストメニューをクリックします。
14.ユーザーリスト欄で、ユーザー名を入力します。
15.パスワード欄で、4桁のパスワードを入力します。
16.それぞれのユーザーでドロップダウンリストからユーザーリスト/機能制限を選択します。
17. OK をクリックします。

  関連情報
• セキュリティ機能ロック 3.0 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > セキュリティ機能ロック 3.0 > セキュリティ機
能ロック 3.0のパブリックモードを設定する

セキュリティ機能ロック 3.0のパブリックモードを設定する
セキュリティ機能ロック画面を使用してパブリックモードを設定します。これにより、パブリックユーザーに利
用可能な機能が制限されます。パブリックユーザーは、パブリックモード設定により利用可能となった機能に、
パスワードの入力なしでアクセスできます。

Googleクラウドプリント™、および Print Utilityによって送信される印刷ジョブがパブリックモードの対象
となります。

1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. 管理者設定タブをクリックします。
5. 左側にあるナビゲーションバーの制限機能メニューをクリックします。
6. セキュリティ機能ロックを選択します。
7. OK をクリックします。
8. 機能制限メニューをクリックします。
9. 一般モード行で、チェックボックスを選択して一覧表示されている機能を許可するか、チェックボックスの
選択を解除してこれらの機能を制限します。

10. OK をクリックします。

  関連情報
• セキュリティ機能ロック 3.0 

125



 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > セキュリティ機能ロック 3.0 > セキュリティ機
能ロック 3.0その他の機能について

セキュリティ機能ロック 3.0その他の機能について
セキュリティ機能ロック画面で以下の機能を設定します。

カウンターリセット
ページカウンター列でカウンターリセットをクリックして、ページカウンターをリセットします。

CSVファイルへ出力
CSVファイルへ出力をクリックして、ユーザーリスト/機能制限情報を含む現在のページカウンターを、CSV
ファイルとしてエクスポートします。

前回ログ
カウンターをリセットした後でページ数を確認したい場合は、前回ログをクリックします。

  関連情報
• セキュリティ機能ロック 3.0 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理

SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の管理

• SSL/TLSについて

• 証明書とウェブブラウザー

• ウェブブラウザーを使用してネットワーク製品を安全に管理する

• SSL/TLSを使用して文書を安全に印刷する
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > SSL/TLSについて

SSL/TLSについて
セキュアソケットレイヤー（SSL）またはトランスポート層セキュリティ（TLS）は、LANまたは WAN経由で
送信されるデータを保護する効果的な方式です。ネットワーク経由の印刷ジョブなどのデータを暗号化して送信
するため、第三者から内容を読み取られることがありません。
SSL/TLSは、有線と無線のネットワークのいずれにも設定可能であり、WPAキーやファイアウォールなど他の
セキュリティ形式でも機能します。

  関連情報
• SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の管理

• SSL/TLSの概要
• SSL/TLSを使用するメリット 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > SSL/TLSについて > SSL/TLSの概要

SSL/TLSの概要
SSL/TLSは当初、ウェブトラフィック情報、特にウェブブラウザーとサーバー間で送信されるデータを保護する
ために作成されました。例えば、インターネットバンキングに Internet Explorer®を使用しているときに、ウェブ
ブラウザーに https://と小さなロックアイコンが表示されている場合は、SSLが使用されています。SSLはオン
ラインセキュリティの汎用ソリューションになるために進化し、Telnet、プリンター、FTPソフトウェアなど、
多数のアプリケーションと連携できるようになっています。当初の設計指針は、現在でも多数のオンライン小売
業者や銀行で、クレジットカード番号や顧客記録などの機密データの保護に使用されています。
SSL/TLSは、極めて高度な暗号化を使用しており、世界中の銀行から信頼を得ています。

  関連情報
• SSL/TLSについて 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > SSL/TLSについて > SSL/TLSを使用するメリット

SSL/TLSを使用するメリット
富士ゼロックス製品で SSL/TLSを使用する主なメリットは、製品へ送信されたデータの読み込みを未承認のユー
ザーに対して制限することで、IPネットワークを介した印刷の安全性が保証される点です。SSLの利点は主に、
機密データを安全に印刷できることです。例えば、大企業の HR部署が定期的に給与明細を印刷しているとしま
す。これら給与明細のデータが暗号化されていない場合、他のネットワークユーザーから読み取られる可能性が
あります。しかし、SSL/TLSを使用すると、これらのデータを読み取ろうとしても、実際の給与明細ではなく、
混乱させるようなコードのページが表示されるだけです。

  関連情報
• SSL/TLSについて 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー

証明書とウェブブラウザー
SSL/TLSを使用して、ネットワーク化された富士ゼロックス製品を安全に管理するには、証明書を設定する必要
があります。証明書を設定するには、ウェブブラウザーを使用する必要があります。

• サポートされているセキュリティ証明書機能

• 証明書の作成とインストールについて

• 複数の証明書を管理する
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > サポートされているセキュリティ証明書機能

サポートされているセキュリティ証明書機能
本製品は、複数のセキュリティ証明書の使用をサポートしています。これにより、安全な管理、認証、本製品と
の通信が可能になります。本製品では、以下のセキュリティ証明書機能を使用できます。
• SSL/TLS通信
• SMTPの SSL通信
• IEEE 802.1x認証
• IPsec
本製品は、以下の証明書をサポートしています。
• プリインストール証明書
本製品には、自己署名証明書がプリインストールされています。この証明書により、別の証明書を作成また
はインストールしなくても、SSL/TLS通信を使用できます。

プリインストール自己署名証明書は、通信の危殆化を防ぐことはできません。安全性を強化するために、信
頼された組織から発行された証明書を使用することを推奨します。

• 自己署名証明書
本プリントサーバーは自己の証明書を発行します。この証明書を使用すると、別の証明書を作成したり、CA
発行の証明書をインストールしなくても、SSL/TLS通信を簡単に使用できます。

• 認証局（CA）発行の証明書
CA発行の証明書をインストールする場合、2とおりの方法があります。CA発行の証明書がすでにある場合、
または外部の信頼できる CAの証明書を使用する場合：
- 本プリントサーバーからの証明書署名要求（CSR）を使用する場合。
- 証明書とプライベートキーをインポートする場合。

• 認証局（CA）証明書
CAを識別し、プライベートキーを所有する CA証明書を使用するには、ネットワークのセキュリティ機能を
設定する前に、CAが発行した CA証明書をインポートする必要があります。

• SSL/TLS通信を使用する場合は、まずシステム管理者に連絡することをお勧めします。
• プリントサーバーをお買い上げ時の設定にリセットする場合、インストールされている証明書とプライ
ベートキーは削除されます。プリントサーバーのリセット後にも同じ証明書とプライベートキーを保持
する場合は、リセット前にこれらをエクスポートし、リセット後に再インストールします。

  関連情報
• 証明書とウェブブラウザー 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて

証明書の作成とインストールについて

• 証明書の作成とインストールの手順

• 自己署名証明書の作成とインストールについて

• 認証局（CA）からの証明書の作成とインストールについて

• CA証明書をインポートおよびエクスポートする
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > 証明書の作成とインストールの
手順

証明書の作成とインストールの手順
セキュリティ証明書を使用する場合、自己署名証明書を使用するか、認証局（CA）発行の証明書を使用するかを
選択できます。
選択内容により必要となる操作を簡単に以下に示します。

オプション 1

自己署名証明書
1. ウェブブラウザーを使用して自己署名証明書を作成します。
2. パソコンへの自己署名証明書をインストールします。

オプション 2

CAからの証明書
1. ウェブブラウザーを使用して、証明書署名要求（CSR）を作成します。
2. ウェブブラウザーを使用して、CAが発行した証明書を本製品にインストールします。
3. パソコンへ証明書をインストールします。

  関連情報
• 証明書の作成とインストールについて 

134



 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > 自己署名証明書の作成とインス
トールについて

自己署名証明書の作成とインストールについて

• 自己署名証明書を作成する

• 管理者権限を持つWindows®ユーザー用の自己署名証明書をインストールする

• 自己署名証明書を本製品にインポートまたは本製品からエクスポートする
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > 自己署名証明書の作成とインス
トールについて > 自己署名証明書を作成する

自己署名証明書を作成する
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

• ドメイン名システムを使用しているか、NetBIOS 名を有効にしている場合、IP アドレスの代わりに
「SharedPrinter」など、他の名前を入力することができます。
- 例：

http://SharedPrinter
NetBIOS 名を有効にした場合は、ノード名も使用できます。
- 例：

http://fxnxxxxxxxxxxxx
NetBIOS名は、ネットワーク設定リストで確認できます。

• Macの場合、ステータスモニター画面に表示される本製品のアイコンをクリックして、ウェブブラウザ
ーにアクセスします。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. セキュリティタブをクリックします。
6. 証明書 をクリックします。
7. 自己署名証明書の作成 をクリックします。
8. コモンネームおよび有効期限を入力します。

• コモンネームの長さは 64 バイト未満です。SSL/TLS 通信を介して本製品にアクセスする場合に使用す
る、IPアドレス、ノード名、ドメイン名などの識別子を入力します。お買い上げ時の設定では、ノード名
が表示されます。

• IPPSまたは HTTPSプロトコルを使用し、自己署名証明書に使用されたコモンネームとは異なる名前が
URLに入力された場合は、警告が表示されます。

9. 公開鍵アルゴリズムドロップダウンリストから設定を選択します。お買い上げ時の設定は RSA(2048bit)で
す。

10.メッセージダイジェストアルゴリズムドロップダウンリストから設定を選択します。お買い上げ時の設定は
SHA256です。

11. OK をクリックします。
12.ネットワーク をクリックします。
13.プロトコル をクリックします。
14. HTTPサーバー設定 をクリックします。
15.証明書の選択ドロップダウンリストから、設定対象の証明書を選択します。
16. OK をクリックします。
以下の画面が表示されます。
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17. Yesをクリックしてプリントサーバーを再起動します。

自己署名証明書が作成され、本製品のメモリーに保存されます。

SSL/TLS通信を使用するには、お使いのパソコンに自己署名証明書も必ずインストールしてください。

  関連情報
• 自己署名証明書の作成とインストールについて 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > 自己署名証明書の作成とインス
トールについて > 管理者権限を持つWindows®ユーザー用の自己署名証明書をインストールする

管理者権限を持つWindows®ユーザー用の自己署名証明書をインストールす
る

以下は、Microsoft® Internet Explorer®を使用する場合の手順です。その他のウェブブラウザーを使用する場合、
そのブラウザーの説明書を参照して証明書をインストールしてください。

1. 以下のいずれかを行ってください：
• （Windows® 7およびWindows Server® 2008）

 (スタート) > すべてのプログラムをクリックします。

• （Windows® 8 ）

タスクバーの （Internet Explorer）アイコンを右クリックします。

• （Windows® 10およびWindows Server® 2016）

 > Windows アクセサリをクリックします。

• （Windows Server® 2012およびWindows Server® 2012 R2）

（Internet Explorer）をクリックし、タスクバーに表示された （Internet Explorer）アイコン
を右クリックします。

2. Internet Explorerを右クリックしてから 管理者として実行をクリックします。

その他 オプションが表示されたら、 その他をクリックします。

ユーザー アカウント制御 画面が表示されたら、 はいをクリックします。
3. ブラウザーのアドレスバーに「https://製品の IPアドレス/」を入力して、本製品にアクセスします（「製品の

IPアドレス」には本製品の IPアドレス、または証明書に割り当てたノード名を入力します）。
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4. このサイトの閲覧を続行する（推奨されません）。 をクリックします。

5. 証明書のエラーをクリックして、 証明書の表示をクリックします。

6. 証明書のインストール... をクリックします。
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7. 証明書のインポート ウィザードが表示されたら、 次へをクリックします。
8. 証明書をすべて次のストアに配置する を選択してから 参照... をクリックします。

9. 信頼されたルート証明機関 を選択してから OK をクリックします。

10.次へ をクリックします。

11. 完了 をクリックします。
12.フィンガープリント（拇印）が正しければ、はいをクリックします。
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フィンガープリント（サムプリント）は、ネットワーク設定リストレポートに印刷されます。

13. OK をクリックします。

自己署名証明書がお使いのパソコンにインストールされ、SSL/TLS通信が可能になりました。

  関連情報
• 自己署名証明書の作成とインストールについて 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > 自己署名証明書の作成とインス
トールについて > 自己署名証明書を本製品にインポートまたは本製品からエクスポートする

自己署名証明書を本製品にインポートまたは本製品からエクスポートする
自己署名証明書を本製品に保存し、インポートまたはエクスポートすることで証明書を管理できます。

• 自己署名証明書をインポートする

• 自己署名証明書をエクスポートする
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > 自己署名証明書の作成とインス
トールについて > 自己署名証明書を本製品にインポートまたは本製品からエクスポートする > 自己署名証明
書をインポートする

自己署名証明書をインポートする
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

• ドメイン名システムを使用しているか、NetBIOS 名を有効にしている場合、IP アドレスの代わりに
「SharedPrinter」など、他の名前を入力することができます。
- 例：

http://SharedPrinter
NetBIOS 名を有効にした場合は、ノード名も使用できます。
- 例：

http://fxnxxxxxxxxxxxx
NetBIOS名は、ネットワーク設定リストで確認できます。

• Macの場合、ステータスモニター画面に表示される本製品のアイコンをクリックして、ウェブブラウザ
ーにアクセスします。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. セキュリティタブをクリックします。
6. 証明書 をクリックします。
7. 証明書と秘密鍵のインポート をクリックします。
8. インポートするファイルを表示します。
9. ファイルが暗号化されている場合はパスワードを入力し、OK をクリックします。

自己署名証明書がお使いの製品にインポートされます。

SSL/TLS通信を使用するには、お使いのパソコンに自己署名証明書も必ずインストールしてください。ネットワ
ーク管理者にお問い合わせください。

  関連情報
• 自己署名証明書を本製品にインポートまたは本製品からエクスポートする 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > 自己署名証明書の作成とインス
トールについて > 自己署名証明書を本製品にインポートまたは本製品からエクスポートする > 自己署名証明
書をエクスポートする

自己署名証明書をエクスポートする
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

• ドメイン名システムを使用しているか、NetBIOS 名を有効にしている場合、IP アドレスの代わりに
「SharedPrinter」など、他の名前を入力することができます。
- 例：

http://SharedPrinter
NetBIOS 名を有効にした場合は、ノード名も使用できます。
- 例：

http://fxnxxxxxxxxxxxx
NetBIOS名は、ネットワーク設定リストで確認できます。

• Macの場合、ステータスモニター画面に表示される本製品のアイコンをクリックして、ウェブブラウザ
ーにアクセスします。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. セキュリティタブをクリックします。
6. 証明書 をクリックします。
7. 証明書一覧と共に表示されるエクスポートをクリックします。
8. ファイルを暗号化する場合、パスワード設定欄にパスワードを入力します。
パスワード設定欄が空白の場合、出力ファイルは暗号化されません。

9. パスワード確認欄にパスワードを再度入力し、OK をクリックします。
10.保存 をクリックします。
11. ファイルの保存先とする場所を指定します。

自己署名証明書がお使いのパソコンにエクスポートされます。

ご使用のパソコンに自己署名証明書をインポートすることもできます。

  関連情報
• 自己署名証明書を本製品にインポートまたは本製品からエクスポートする 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > 認証局（CA）からの証明書の作
成とインストールについて

認証局（CA）からの証明書の作成とインストールについて
外部の信頼された CAからの証明書がすでに存在する場合、その証明書とプライベートキーを本製品に保存し、
インポートやエクスポートを行うことによってそれらを管理することができます。外部の信頼された CAからの
証明書が存在しない場合、証明書署名要求（CSR）を作成し、CAに送信して認証を受けたあと、返却された証
明書を本製品にインストールします。

• 証明書署名要求（CSR：Certificate Signing Request）を作成する

• 証明書を本製品にインストールする

• 証明書とプライベートキーのインポートとエクスポートについて
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > 認証局（CA）からの証明書の作
成とインストールについて > 証明書署名要求（CSR：Certificate Signing Request）を作成する

証明書署名要求（CSR：Certificate Signing Request）を作成する
証明書署名要求（CSR）は、証明書に含まれる資格情報を認証するために、認証局（CA）に送信される要求で
す。

CSR を作成する前に、CA からのルート証明書をお使いのパソコンにインストールしておくことを推奨しま
す。

1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

• ドメイン名システムを使用しているか、NetBIOS 名を有効にしている場合、IP アドレスの代わりに
「SharedPrinter」など、他の名前を入力することができます。
- 例：

http://SharedPrinter
NetBIOS 名を有効にした場合は、ノード名も使用できます。
- 例：

http://fxnxxxxxxxxxxxx
NetBIOS名は、ネットワーク設定リストで確認できます。

• Macの場合、ステータスモニター画面に表示される本製品のアイコンをクリックして、ウェブブラウザ
ーにアクセスします。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. セキュリティタブをクリックします。
6. 証明書 をクリックします。
7. CSRの作成 をクリックします。
8. コモンネーム（必須）を入力して、ご使用の組織に関するその他の情報（任意）を追加します。

• CAがお客様の身元を確認し、外部に向けて証明するために、お客様の会社の情報が必要です。
• コモンネームの長さは 64バイト以下である必要があります。SSL/TLS通信を介して本プリンターにア
クセスする場合に使用する、IPアドレス、ノード名、ドメイン名などの識別子を入力します。お買い上
げ時の設定では、ノード名が表示されます。コモンネームは必須です。

• 証明書に使用された共通名とは異なる名前が URLに入力された場合は、警告が表示されます。
• 組織、部署、市、および県/州の長さは 64バイト未満の必要があります。
• 国は、2文字の ISO3166国コードです。
• X.509v3 証明書拡張を設定する場合、拡張領域設定チェックボックスを選択後、自動 (本機の IPv4アド
レスを登録します。)または手動を選択します。

9. 公開鍵アルゴリズムドロップダウンリストから設定を選択します。お買い上げ時の設定は RSA(2048bit)で
す。

10.メッセージダイジェストアルゴリズムドロップダウンリストから設定を選択します。お買い上げ時の設定は
SHA256です。

11. OK をクリックします。
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CSRが画面に表示されます。表示された CSRをファイルとして保存するか、認証局から提供されたオンラ
インの CSRフォームにコピー・ペーストします。

12.保存 をクリックします。

• CSRをお客様の CAに送信する方法については、お客様の CAの方針に従ってください。
• Windows Server® 2008/2012/2012 R2/2016の Enterprise root CAを使用している場合、クライアント証
明書の安全な作成のために、証明書用ウェブサーバーテンプレートを使用することを推奨します。

  関連情報
• 認証局（CA）からの証明書の作成とインストールについて 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > 認証局（CA）からの証明書の作
成とインストールについて > 証明書を本製品にインストールする

証明書を本製品にインストールする
証明書を CAから受信した後、以下の手順でプリントサーバーにインストールします。

本製品には、本製品の CSRと一緒に発行された証明書のみをインストールできます。他の CSRを作成する場
合は、CSR作成前に、この証明書がインストールされていることを確認してください。この証明書を必ず先に
インストールしてから、他の CSRを作成してください。この証明書が先にインストールされなかった場合、
作成した CSRは無効になります。

1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

• ドメイン名システムを使用しているか、NetBIOS 名を有効にしている場合、IP アドレスの代わりに
「SharedPrinter」など、他の名前を入力することができます。
- 例：

http://SharedPrinter
NetBIOS 名を有効にした場合は、ノード名も使用できます。
- 例：

http://fxnxxxxxxxxxxxx
NetBIOS名は、ネットワーク設定リストで確認できます。

• Macの場合、ステータスモニター画面に表示される本製品のアイコンをクリックして、ウェブブラウザ
ーにアクセスします。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. セキュリティタブをクリックします。
6. 証明書 をクリックします。
7. 証明書のインストール をクリックします。
8. CAに発行された証明書を含むファイルを表示して、OK をクリックします。
証明書が作成され、本製品のメモリーに正常に保存されます。

SSL/TLS通信を使用する場合は、お使いのパソコンに、CAから取得したルート証明書を必ずインストールして
ください。ネットワーク管理者にお問い合わせください。

  関連情報
• 認証局（CA）からの証明書の作成とインストールについて 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > 認証局（CA）からの証明書の作
成とインストールについて > 証明書とプライベートキーのインポートとエクスポートについて

証明書とプライベートキーのインポートとエクスポートについて
証明書とプライベートキーを本製品に保存して、インポートまたはエクスポートすることにより、これらを管理
します。

• 証明書とプライベートキーをインポートする

• 証明書とプライベートキーをエクスポートする

149



 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > 認証局（CA）からの証明書の作
成とインストールについて > 証明書とプライベートキーのインポートとエクスポートについて > 証明書とプ
ライベートキーをインポートする

証明書とプライベートキーをインポートする
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

• ドメイン名システムを使用しているか、NetBIOS 名を有効にしている場合、IP アドレスの代わりに
「SharedPrinter」など、他の名前を入力することができます。
- 例：

http://SharedPrinter
NetBIOS 名を有効にした場合は、ノード名も使用できます。
- 例：

http://fxnxxxxxxxxxxxx
NetBIOS名は、ネットワーク設定リストで確認できます。

• Macの場合、ステータスモニター画面に表示される本製品のアイコンをクリックして、ウェブブラウザ
ーにアクセスします。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. セキュリティタブをクリックします。
6. 証明書 をクリックします。
7. 証明書と秘密鍵のインポート をクリックします。
8. インポートするファイルを表示します。
9. ファイルが暗号化されている場合はパスワードを入力し、OK をクリックします。

証明書とプライベートキーが本製品にインポートされます。

SSL/TLS通信を使用する場合は、お使いのパソコンに、CAから取得したルート証明書も必ずインストールして
ください。ネットワーク管理者にお問い合わせください。

  関連情報
• 証明書とプライベートキーのインポートとエクスポートについて 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > 認証局（CA）からの証明書の作
成とインストールについて > 証明書とプライベートキーのインポートとエクスポートについて > 証明書とプ
ライベートキーをエクスポートする

証明書とプライベートキーをエクスポートする
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

• ドメイン名システムを使用しているか、NetBIOS 名を有効にしている場合、IP アドレスの代わりに
「SharedPrinter」など、他の名前を入力することができます。
- 例：

http://SharedPrinter
NetBIOS 名を有効にした場合は、ノード名も使用できます。
- 例：

http://fxnxxxxxxxxxxxx
NetBIOS名は、ネットワーク設定リストで確認できます。

• Macの場合、ステータスモニター画面に表示される本製品のアイコンをクリックして、ウェブブラウザ
ーにアクセスします。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. セキュリティタブをクリックします。
6. 証明書 をクリックします。
7. 証明書一覧と共に表示されるエクスポートをクリックします。
8. ファイルを暗号化する場合は、パスワードを入力します。
パスワードを空白のままにすると、出力内容は暗号化されません。

9. 確認のためにパスワードを再入力し、OK をクリックします。
10.保存 をクリックします。
11. ファイルの保存先とする場所を指定します。

証明書とプライベートキーがお使いのパソコンにエクスポートされます。

ご使用のパソコンに証明書をインポートすることもできます。

  関連情報
• 証明書とプライベートキーのインポートとエクスポートについて 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > CA証明書をインポートおよび
エクスポートする

CA証明書をインポートおよびエクスポートする
CA証明書を本製品でインポート、エクスポート、および保存できます。

• CA証明書をインポートする

• CA証明書をエクスポートする
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > CA証明書をインポートおよび
エクスポートする > CA証明書をインポートする

CA証明書をインポートする
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

• ドメイン名システムを使用しているか、NetBIOS 名を有効にしている場合、IP アドレスの代わりに
「SharedPrinter」など、他の名前を入力することができます。
- 例：

http://SharedPrinter
NetBIOS 名を有効にした場合は、ノード名も使用できます。
- 例：

http://fxnxxxxxxxxxxxx
NetBIOS名は、ネットワーク設定リストで確認できます。

• Macの場合、ステータスモニター画面に表示される本製品のアイコンをクリックして、ウェブブラウザ
ーにアクセスします。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. セキュリティタブをクリックします。
6. CA証明書 をクリックします。
7. CA証明書のインポート をクリックします。
8. インポートするファイルを表示します。
9. OK をクリックします。

  関連情報
• CA証明書をインポートおよびエクスポートする 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 証明書の作成とインストールについて > CA証明書をインポートおよび
エクスポートする > CA証明書をエクスポートする

CA証明書をエクスポートする
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

• ドメイン名システムを使用しているか、NetBIOS 名を有効にしている場合、IP アドレスの代わりに
「SharedPrinter」など、他の名前を入力することができます。
- 例：

http://SharedPrinter
NetBIOS 名を有効にした場合は、ノード名も使用できます。
- 例：

http://fxnxxxxxxxxxxxx
NetBIOS名は、ネットワーク設定リストで確認できます。

• Macの場合、ステータスモニター画面に表示される本製品のアイコンをクリックして、ウェブブラウザ
ーにアクセスします。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. セキュリティタブをクリックします。
6. CA証明書 をクリックします。
7. エクスポートする証明書を選択し、エクスポートをクリックします。
8. OK をクリックします。
9. 保存 をクリックします。
10.エクスポートしたファイルの保存先をご使用のパソコンに指定し、保存します。

  関連情報
• CA証明書をインポートおよびエクスポートする 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > 証明書とウェブブラウザー > 複数の証明書を管理する

複数の証明書を管理する
複数証明書の機能により、ウェブブラウザーを使用して、本製品にインストールされている証明書を管理するこ
とができます。ウェブブラウザーで、証明書または CA証明書画面に移動して、証明書の内容の表示、また証明
書の削除やエクスポートを行えます。

本製品に保存できる証明書の最大数
自己署名証明書または、CA発
行の証明書

5

CA証明書 6

保存する証明書は最大数から 1個少ない数にし、証明書の期限切れに備えて 1個分の空きを確保しておくことを
お勧めします。証明書の期限が切れた場合、新しい証明書を確保した場所にインポートして、期限切れの証明書
を削除します。こうすることで、設定エラーを回避できます。

• HTTPS/IPPSまたは IEEE 802.1xを使用する場合、使用する証明書を選択する必要があります。
• SMTP通信に SSLを使用する場合、証明書を選択する必要はありません。必要な証明書は自動的に選択
されます。

  関連情報
• 証明書とウェブブラウザー 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > ウェブブラウザーを使用してネットワーク製品を安全に管理する

ウェブブラウザーを使用してネットワーク製品を安全に管理する
お使いのネットワーク製品を安全に管理するには、セキュリティプロトコルを使用している管理ユーティリティ
を使用する必要があります。

安全な管理のために HTTPSプロトコルを使用することを推奨します。このプロトコルを使用するには、本製
品で HTTPSが有効になっている必要があります。

• お買い上げ時の設定では、HTTPSプロトコルは有効です。
• ウェブブラウザー画面で HTTPSプロトコルの設定を変更できます。

1. ネットワークタブをクリックします。
2. 左側にあるナビゲーションバーのプロトコルメニューをクリックします。
3. HTTPサーバー設定 をクリックします。

1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「https://共通名」と入力します（ただし「共通名」は、証明書に割り当てた共
通名（IPアドレス、ノード名、ドメイン名など））。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. 以上で HTTPSを使用して製品へアクセスする準備が整いました。

• SNMPv3プロトコルを使用する場合は、以下の手順に従います。

5. ネットワークタブをクリックします。
6. プロトコル をクリックします。
7. SNMP設定が有効であることを確認して、詳細設定をクリックします。
8. SNMPの設定を行います。

SNMP動作モードには 3つのオプションがあります。
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• SNMP v1/v2c read-write access
このモードでは、プリントサーバーは SNMPプロトコルの Ver. 1および Ver. 2cを使用します。このモー
ドで、すべての富士ゼロックスアプリケーションが使用できます。ただし、ユーザーの認証は行われず、
データは暗号化されないため、安全ではありません。

• SNMPv3 read-write access and v1/v2c read-only access
このモードでは、プリントサーバーは SNMPプロトコルの、Ver. 3（読み書きアクセス）、および Ver. 1
と Ver. 2c（リードオンリーアクセス）を使用します。

SNMPv3 read-write access and v1/v2c read-only accessモードを使用する場合、Ver. 1と Ver. 2cのリー
ドオンリーが認証されるため、プリントサーバーにアクセスする富士ゼロックスアプリケーション
（BRAdmin Lightなど）の一部が正常に機能しない場合があります。すべてのアプリケーションを使用する
場合、SNMP v1/v2c read-write accessモードを使用することを推奨します。

• SNMPv3 read-write access
このモードでは、プリントサーバーは SNMPプロトコルの Ver. 3 を使用します。プリントサーバーを安
全に管理するには、このモードを使用します。

SNMPv3 read-write accessモードを使用する場合、以下に注意してください。
- プリントサーバーを管理するにはウェブブラウザーのみを使用できます。
- SNMPv1/v2c を使用するアプリケーションはすべて制限を受けます。SNMPv1/v2c アプリケーション
の使用を許可するには、 SNMPv3 read-write access and v1/v2c read-only access または SNMP
v1/v2c read-write access モードを使います。

  関連情報
• SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の管理 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の
管理 > SSL/TLSを使用して文書を安全に印刷する

SSL/TLSを使用して文書を安全に印刷する
IPPプロトコルを使用して文書を安全に印刷するには、IPPSプロトコルを使用します。
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

• ドメイン名システムを使用しているか、NetBIOS 名を有効にしている場合、IP アドレスの代わりに
「SharedPrinter」など、他の名前を入力することができます。
- 例：

http://SharedPrinter
NetBIOS 名を有効にした場合は、ノード名も使用できます。
- 例：

http://fxnxxxxxxxxxxxx
NetBIOS名は、ネットワーク設定リストで確認できます。

• Macの場合、ステータスモニター画面に表示される本製品のアイコンをクリックして、ウェブブラウザ
ーにアクセスします。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. プロトコルをクリックします。IPPチェックボックスが選択されていることを確認します。

IPPチェックボックスが選択されていない場合、IPPチェックボックスを選択して、OK をクリックします。
製品を再起動して、設定を有効にします。
製品の起動後、製品のウェブページに戻り、ネットワークタブ、プロトコルの順にクリックします。

6. HTTPサーバー設定 をクリックします。
7. IPPで HTTPS(ポート 443)チェックボックスを選択し、OK をクリックします。
8. 製品を再起動して、設定を有効にします。

IPPSを使用した通信では、プリントサーバーへの非認証のアクセスを防ぐことはできません。

  関連情報
• SSL/TLSを使用した安全なネットワーク製品の管理 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > IPsec を使用して安全にネットワーク製品を管
理する

IPsec を使用して安全にネットワーク製品を管理する

• IPsec について

• ウェブブラウザーを使用して IPsec を設定する

• ウェブブラウザーを使用して IPsec アドレステンプレートを設定する

• ウェブブラウザーを使用して IPsec テンプレートを設定する
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > IPsec を使用して安全にネットワーク製品を管
理する > IPsec について

IPsec について
IPsec（Internet Protocol Security）は、任意のインターネットプロトコル機能を使用してデータの改ざんを防止
し、IPパケットとして送信されるデータの信頼性を確保するセキュリティプロトコルです。IPsecは、パソコン
からプリンターへ送信される印刷データなど、ネットワーク経由で転送されるデータを暗号化します。データは
ネットワーク層で暗号化されるため、高レベルのプロトコルを使用するアプリケーションには、ユーザーが認識
していなくても、IPsecが使用されています。
IPsec により、次の機能を利用できます。
• IPsec 送受信
ネットワークに接続されたパソコンは、IPsec の設定条件に従って、指定の機器との間で IPsec によるデータ
の送受信を行います。機器間で IPsec による通信が始まると、まず IKE（Internet Key Exchange）により鍵
交換が行われ、この鍵交換で得られたキーを用いて、暗号化されたデータが送受信されます。
さらに、IPsec には、トランスポートモードとトンネルモードという 2 つの動作モードがあります。トランス
ポートモードは、主に機器間の通信に使用され、トンネルモードは仮想プライベートネットワーク（VPN：
Virtual Private Network）などの環境で使用されます。

IPsec 送受信を行うには、次の条件が必要です。
- IPsec を使用して通信できるパソコンがネットワークに接続されていること。
- 本製品が IPsec接続用に設定されていること。
- 本製品に接続されているパソコンが IPsec接続用に設定されていること。

• IPsec 設定
IPsec 接続に必要な設定を行います。IPsec 設定は、ウェブブラウザーを使用して設定できます。

IPsec 設定は、ネットワークに接続されたパソコンで、ブラウザを使用して行う必要があります。

  関連情報
• IPsec を使用して安全にネットワーク製品を管理する 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > IPsec を使用して安全にネットワーク製品を管
理する > ウェブブラウザーを使用して IPsec を設定する

ウェブブラウザーを使用して IPsec を設定する
IPsecの接続条件は、アドレスおよび IPsecの 2種類のテンプレートで構成されます。最大 10 個の接続条件を
設定できます。
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. セキュリティタブをクリックします。
6. 左側にあるナビゲーションバーの IPsecメニューをクリックします。

7. 状態欄で、IPsecを有効または無効に設定します。
8. IKE Phase 1の接続モードを選択します。

IKEはプロトコルであり、IPsecを使用して暗号化通信を行うための、暗号キーの交換に使用されます。
メインモードでは、処理速度は遅くなりますが、安全性は高くなります。アグレッシブモードでは、処理速
度はメインモードの場合より速くなりますが、安全性は低くなります。
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9. IPsec以外のトラフィックルール欄で、IPsec以外のパケットに対する処理を選択します。
Webサービスを使用するとき、IPsec以外のトラフィックルールに対して通過を選択する必要があります。
遮断を選択すると、Webサービスは使用できません。

10. Broadcast/Multicast Bypass 欄で、 有効 または 無効を選択します。
11. Protocol Bypass欄で、使用したいオプションのチェックボックスを選択します。
12.ルール表で、有効チェックボックスを選択してテンプレートを有効にします。
複数のチェックボックスを選択し、それらの設定が競合する場合は、番号が小さい方のチェックボックスの
設定が優先されます。

13.対応するドロップダウンリストをクリックして、IPsecの接続条件に使用されるアドレステンプレートを選択
します。
アドレステンプレートを追加するには、テンプレートの追加をクリックします。

14.対応するドロップダウンリストをクリックして、IPsecの接続条件に使用される IPsecテンプレートを選択し
ます。
IPsecテンプレートを追加するには、テンプレートの追加をクリックします。

15. OK をクリックします。
新しい設定を登録するために本製品を再起動する必要がある場合は、再起動の確認画面が表示されます。
ルールで有効化したテンプレートに空白の項目が含まれる場合、エラーメッセージが表示されます。選択内
容を確認して、もう一度 OK を押します。

  関連情報
• IPsec を使用して安全にネットワーク製品を管理する 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > IPsec を使用して安全にネットワーク製品を管
理する > ウェブブラウザーを使用して IPsec アドレステンプレートを設定する

ウェブブラウザーを使用して IPsec アドレステンプレートを設定する
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. セキュリティタブをクリックします。
6. 左側にあるナビゲーションバーの IPsecアドレステンプレートメニューをクリックします。
テンプレートリストが表示され、10 種類のアドレステンプレートが示されます。
削除ボタンをクリックしてアドレステンプレートを削除します。アドレステンプレートが使用中の場合は、
削除できません。

7. 作成したいアドレステンプレートをクリックします。IPsecアドレステンプレートが表示されます。

8. テンプレート名欄に、テンプレートの名前を入力します（最大 16文字）。
9. ローカル IPアドレスオプションを選択して、送信者の IPアドレスの条件を指定します。

• IPアドレス
IPアドレスを指定します。ドロップダウンリストから、すべての IPv4アドレス、すべての IPv6アドレ
ス、すべてのリンクローカル IPv6アドレス、またはカスタムを選択します。
ドロップダウンリストからカスタムを選択した場合、テキストボックスに IP アドレス（IPv4 または
IPv6）を入力します。

• IPアドレス範囲
テキストボックスに IPアドレス範囲の開始アドレスと終了アドレスを入力します。開始および終了の IP
アドレスが IPv4または IPv6に合わせて標準化されていない場合、または終了 IPアドレスが開始アドレ
スより小さい場合、エラーが発生します。
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• IPアドレス/プレフィックス
IP アドレスを CIDR 表記で指定します。
例：192.0.2.1/24
192.0.2.1 に対しプレフィックスを 24 ビットのサブネットマスク（255.255.255.0）で指定するため、
192.0.2.xxx というアドレスが有効となります。

10.リモート IPアドレスオプションを選択して、受信者の IPアドレスの条件を指定します。
• すべて
すべてを選択すると、すべての IPアドレスが有効になります。

• IPアドレス
指定した IPアドレス（IPv4または IPv6）をテキストボックスに入力します。

• IPアドレス範囲
IPアドレス範囲の開始および終了アドレスを入力します。開始および終了の IPアドレスが IPv4または
IPv6に合わせて標準化されていない場合、または終了 IPアドレスが開始アドレスより小さい場合、エラ
ーが発生します。

• IPアドレス/プレフィックス
IP アドレスを CIDR 表記で指定します。
例：192.0.2.1/24
192.0.2.1 に対しプレフィックスを 24 ビットのサブネットマスク（255.255.255.0）で指定するため、
192.0.2.xxx というアドレスが有効となります。

11. OK をクリックします。

使用中のテンプレートの設定を変更する場合は、本製品を再起動して設定を有効にします。

  関連情報
• IPsec を使用して安全にネットワーク製品を管理する 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > IPsec を使用して安全にネットワーク製品を管
理する > ウェブブラウザーを使用して IPsec テンプレートを設定する

ウェブブラウザーを使用して IPsec テンプレートを設定する
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. セキュリティタブをクリックします。
6. 左側にあるナビゲーションバーの IPsecテンプレートをクリックします。
テンプレートリストが表示され、10 種類の IPsec テンプレートが示されます。
削除ボタンをクリックして IPsecテンプレートを削除します。IPsecテンプレートが使用中の場合は、削除
できません。

7. 作成したい IPsecテンプレートをクリックします。IPsecテンプレート画面が表示されます。設定欄は、選
択するテンプレートを使用するおよび IKEによって異なります。

8. テンプレート名欄に、テンプレートの名前を入力します（最大 16文字）。
9. テンプレートを使用するドロップダウンリストでカスタムを選択した場合、IKEを選択してから、必要に応じ
て設定値を変更します。

10. OK をクリックします。
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  関連情報
• IPsec を使用して安全にネットワーク製品を管理する

• IPsec テンプレートの IKEv1 の設定
• IPsecテンプレートの IKEv2設定
• IPsec テンプレートの手動設定 
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IPsec テンプレートの IKEv1 の設定
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テンプレート名
作成するテンプレートの名前を入力します（最大 16文字）。

テンプレートを使用する
カスタム、IKEv1高セキュリティまたは IKEv1中セキュリティを選択します。設定項目は、選択したテンプ
レートにより異なります。

デフォルトのテンプレートは、IPsec設定画面の接続モードでメインとアグレッシブのどちらを選択したか
によって異なります。

IKE
IKEは通信プロトコルであり、IPsecを使用して暗号化通信を行うための暗号キーの交換に使用されます。1
回限りの暗号化通信を実行するために、IPsecに必要な暗号化アルゴリズムが決定され、暗号化キーは共有さ
れます。IKEの場合、暗号化キーは Diffie-Hellmanキー交換方式を使用して交換され、IKEに制限された暗号
化通信が実行されます。
テンプレートを使用するでカスタムを選択した場合、IKEv1を選択します。

認証タイプ
IKE認証および暗号化を設定します。
• DHグループ

このキー交換方式により、保護されていないネットワーク上で、秘密キーを安全に交換することができ
ます。Diffie-Hellmanキー交換方式では、秘密キーではなく離散対数問題を利用して、乱数および秘密
キーを使って生成された公開情報が送受信されます。
グループ 1、グループ 2、グループ 5、またはグループ 14を選択します。

• 暗号化方式
DES、3DES、AES-CBC 128、または AES-CBC 256を選択します。

• ハッシュ
MD5、SHA1、SHA256、SHA384、または SHA512を選択します。

• SAライフタイム
IKE SAのライフタイムを指定します。
時間（秒）とキロバイト数（KByte）を入力します。

動作セキュリティ
• プロトコル

ESP、AHまたは AH+ESPを選択します。

- ESPは、IPsecを使用して暗号化通信を行うためのプロトコルの 1つです。ESPは、ペイロード（通信
内容）を暗号化し、付加情報を追加します。IPパケットは、ヘッダーと、ヘッダーに続く暗号化された
ペイロードで構成されます。IPパケットには、暗号化されたデータに加え、暗号化方式、暗号化キー、
認証データなどに関する情報も含まれます。

- AHは、送信者を認証する IPsecプロトコルの一部であり、データの改ざんを防止します（完全性を保
証します）。IPパケットでは、データはヘッダーの直後に挿入されます。また、送信者のなりすましや
データの改ざんを防止するために、パケットには、通信内容に含まれる等式を使用して計算されたハッ
シュ値や秘密キーなどが含まれます。ESPと異なり、通信内容は暗号化されず、データはプレーンテキ
ストとして送受信されます。

• 暗号化方式
DES、3DES、AES-CBC 128、または AES-CBC 256 を選択します。プロトコルで ESPが選択されて
いる場合にのみ、暗号化を選択できます。

• ハッシュ
なし、MD5、SHA1、SHA256、SHA384または SHA512を選択します。
プロトコルで AH+ESPが選択されている場合、ハッシュ（ESP）とハッシュ(AH)のそれぞれに対して
プロトコルを選択します。

• SAライフタイム
IPsec SAのライフタイムを指定します。
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IPsec SAの期限が切れる前に、時間（秒）とキロバイト数（KByte）を入力します。
• 動作モード

トランスポートまたはトンネルを選択します。
• リモートルーター IPアドレス

リモートルーターの IPアドレス（IPv4または IPv6）を入力します。この情報は、トンネルモードが選
択されている場合にのみ入力します。

SA（セキュリティアソシエーション）は、IPsecまたは IPv6を使用する暗号化通信方式です。通信の開始
前に安全な通信チャネルを確立するために、暗号化方式や暗号化キーなどの情報を交換、共有します。SA
は、すでに確立された仮想的な暗号通信路（トンネル）を指す場合もあります。IPsecによる通信で使用さ
れる SAでは、暗号化方式を確立し、キーを交換して、IKE（インターネットキー交換）の標準手続に従っ
て相互認証を行います。さらに、SAは定期的に更新されます。

PFS
PFSでは、メッセージの暗号化に使用された以前のキーからキーは導出されません。また、親キーから導出さ
れたキーでメッセージが暗号化されている場合でも、その親キーを使用して他のキーが導出されることはあり
ません。そのため、キーの情報が洩れた場合でも、被害はそのキーを使用して暗号化されたメッセージだけに
限られます。
有効または無効を選択します。

認証方式
認証方式を選択します。事前共有キーまたは証明書を選択します。

事前共有キー
通信を暗号化する際に、事前に別の通信路を使用して暗号化キーが交換および共有されます。
認証方式で事前共有キーを選択した場合は、事前共有キー（最大 32文字）を入力します。
• ローカル/IDタイプ/ID

送信者の IDタイプを選択し、IDを入力します。
タイプとして、IPv4アドレス、IPv6アドレス、FQDN、E-mailアドレス、または証明書を選択します。
証明書を選択した場合は、ID欄に証明書の共通名を入力します。

• リモート/IDタイプ/ID
受信者の IDを選択し、その IDタイプを入力します。
タイプとして、IPv4アドレス、IPv6アドレス、FQDN、E-mailアドレス、または証明書を選択します。
証明書を選択した場合は、ID欄に証明書の共通名を入力します。

証明書
認証方式で証明書を選択した場合、証明書を選択します。

選択できる証明書は、ウェブブラウザーのセキュリティ設定画面の証明書ページを使用して作成された証明
書のみです。

  関連情報
• ウェブブラウザーを使用して IPsec テンプレートを設定する 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > IPsec を使用して安全にネットワーク製品を管
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IPsecテンプレートの IKEv2設定
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テンプレート名
作成するテンプレートの名前を入力します（最大 16文字）。

テンプレートを使用する
カスタム、IKEv2高セキュリティまたは IKEv2中セキュリティを選択します。設定項目は、選択したテンプ
レートにより異なります。

IKE
IKEは通信プロトコルであり、IPsecを使用して暗号化通信を行うための暗号キーの交換に使用されます。1
回限りの暗号化通信を実行するために、IPsecに必要な暗号化アルゴリズムが決定され、暗号化キーは共有さ
れます。IKEの場合、暗号化キーは Diffie-Hellmanキー交換方式を使用して交換され、IKEに制限された暗号
化通信が実行されます。
テンプレートを使用するでカスタムを選択した場合、IKEv2を選択します。

認証タイプ
IKE認証および暗号化を設定します。
• DHグループ

このキー交換方式により、保護されていないネットワーク上で、秘密キーを安全に交換することができ
ます。Diffie-Hellmanキー交換方式では、秘密キーではなく離散対数問題を利用して、乱数および秘密
キーを使って生成された公開情報が送受信されます。
グループ 1、グループ 2、グループ 5、またはグループ 14を選択します。

• 暗号化方式
DES、3DES、AES-CBC 128、または AES-CBC 256を選択します。

• ハッシュ
MD5、SHA1、SHA256、SHA384、または SHA512を選択します。

• SAライフタイム
IKE SAのライフタイムを指定します。
時間（秒）とキロバイト数（KByte）を入力します。

動作セキュリティ
• プロトコル

ESPを選択します。

ESPは、IPsecを使用して暗号化通信を行うためのプロトコルの 1つです。ESPは、ペイロード（通信内
容）を暗号化し、付加情報を追加します。IPパケットは、ヘッダーと、ヘッダーに続く暗号化されたペイ
ロードで構成されます。IPパケットには、暗号化されたデータに加え、暗号化方式、暗号化キー、認証デ
ータなどに関する情報も含まれます。

• 暗号化方式
DES、3DES、AES-CBC 128、または AES-CBC 256を選択します。

• ハッシュ
MD5、SHA1、SHA256、SHA384、または SHA512を選択します。

• SAライフタイム
IPsec SAのライフタイムを指定します。
IPsec SAの期限が切れる前に、時間（秒）とキロバイト数（KByte）を入力します。

• 動作モード
トランスポートまたはトンネルを選択します。

• リモートルーター IPアドレス
リモートルーターの IPアドレス（IPv4または IPv6）を入力します。この情報は、トンネルモードが選
択されている場合にのみ入力します。
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SA（セキュリティアソシエーション）は、IPsecまたは IPv6を使用する暗号化通信方式です。通信の開始
前に安全な通信チャネルを確立するために、暗号化方式や暗号化キーなどの情報を交換、共有します。SA
は、すでに確立された仮想的な暗号通信路（トンネル）を指す場合もあります。IPsecによる通信で使用さ
れる SAでは、暗号化方式を確立し、キーを交換して、IKE（インターネットキー交換）の標準手続に従っ
て相互認証を行います。さらに、SAは定期的に更新されます。

PFS
PFSでは、メッセージの暗号化に使用された以前のキーからキーは導出されません。また、親キーから導出さ
れたキーでメッセージが暗号化されている場合でも、その親キーを使用して他のキーが導出されることはあり
ません。そのため、キーの情報が洩れた場合でも、被害はそのキーを使用して暗号化されたメッセージだけに
限られます。
有効または無効を選択します。

認証方式
認証方式を選択します。事前共有キー、証明書、EAP - MD5、または EAP - MS-CHAPv2を選択します。

事前共有キー
通信を暗号化する際に、事前に別の通信路を使用して暗号化キーが交換および共有されます。
認証方式で事前共有キーを選択した場合は、事前共有キー（最大 32文字）を入力します。
• ローカル/IDタイプ/ID

送信者の IDタイプを選択し、IDを入力します。
タイプとして、IPv4アドレス、IPv6アドレス、FQDN、E-mailアドレス、または証明書を選択します。
証明書を選択した場合は、ID欄に証明書の共通名を入力します。

• リモート/IDタイプ/ID
受信者の IDを選択し、その IDタイプを入力します。
タイプとして、IPv4アドレス、IPv6アドレス、FQDN、E-mailアドレス、または証明書を選択します。
証明書を選択した場合は、ID欄に証明書の共通名を入力します。

証明書
認証方式で証明書を選択した場合、証明書を選択します。

選択できる証明書は、ウェブブラウザーのセキュリティ設定画面の証明書ページを使用して作成された証明
書のみです。

EAP
EAPは、PPPを拡張した認証プロトコルです。EAPを使用した IEEE802.1x認証では、セッションごとに異
なるキーを使用してユーザー認証が行われます。
以下の設定は、認証方式で EAP - MD5または EAP - MS-CHAPv2が選択されている場合にのみ必要です。
• モード
サーバーモードまたはクライアントモードを選択します。

• 証明書
証明書を選択します。

• ユーザー名
ユーザー名を入力します（最大 32 文字）。

• パスワード
パスワードを入力します（最大 32文字）。確認のため、パスワードは 2 回入力します。

  関連情報
• ウェブブラウザーを使用して IPsec テンプレートを設定する 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > IPsec を使用して安全にネットワーク製品を管
理する > ウェブブラウザーを使用して IPsec テンプレートを設定する > IPsec テンプレートの手動設定

IPsec テンプレートの手動設定

テンプレート名
作成するテンプレートの名前を入力します（最大 16文字）。

テンプレートを使用する
カスタムを選択します。
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IKE
IKEは通信プロトコルであり、IPsecを使用して暗号化通信を行うための暗号キーの交換に使用されます。1
回限りの暗号化通信を実行するために、IPsecに必要な暗号化アルゴリズムが決定され、暗号化キーは共有さ
れます。IKEの場合、暗号化キーは Diffie-Hellmanキー交換方式を使用して交換され、IKEに制限された暗号
化通信が実行されます。
手動を選択します。

認証キー（ESP, AH）
認証に使用するキーを指定します。In/Out値を入力します。
こうした設定は、テンプレートを使用するにカスタムが選択され、IKEに手動が選択され、動作セキュリティ
セクションのハッシュになし以外の設定が選択されているときに必要です。

設定可能な文字数は、動作セキュリティセクションでハッシュに選択した設定によって異なります。
指定した認証キーの長さが、選択したハッシュアルゴリズムの長さと一致していない場合、エラーとなりま
す。
• MD5：128ビット（16バイト）
• SHA1：160ビット（20バイト）
• SHA256：256ビット（32バイト）
• SHA384：384ビット（48バイト）
• SHA512：512ビット（64バイト）
キーをアスキーコードで指定する場合は、文字を二重引用符（"）で囲みます。

コードキー（ESP）
暗号化に使用するキーを指定します。In/Out値を入力します。
こうした設定は、テンプレートを使用するでカスタムが選択され、IKEで手動が選択され、動作セキュリティ
のプロトコルで ESPが選択されているときに必要です。

設定可能な文字数は、動作セキュリティセクションで暗号化方式に選択した設定によって異なります。
指定したコードキーの長さが、選択した暗号化アルゴリズムの長さと一致していない場合、エラーとなりま
す。
• DES：64ビット（8バイト）
• 3DES：192ビット（24バイト）
• AES-CBC 128：128ビット（16バイト）
• AES-CBC 256：256ビット（32バイト）
キーをアスキーコードで指定する場合は、文字を二重引用符（"）で囲みます。

SPI
セキュリティー情報を識別するためのパラメーターです。複数の種類の IPsec通信に対応するために、通常、
ホストには複数の SA（Security Association）が用意されています。したがって、IPsecパケットを受信した
ときに、該当する SAを識別する必要があります。SPI パラメーター（SA を識別する）は、AH（認証ヘッダ
ー）と ESP（Encapsulated Security Payload、暗号ペイロード）ヘッダーに含まれます。
こうした設定は、テンプレートを使用するにカスタムが選択され、IKEに手動が選択されているときに必要で
す。
In/Out値を入力します。（3～10文字）

動作セキュリティ
• プロトコル

ESPまたは AHを選択します。
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- ESPは、IPsecを使用して暗号化通信を行うためのプロトコルの 1つです。ESPは、ペイロード（通信
内容）を暗号化し、付加情報を追加します。IPパケットは、ヘッダーと、ヘッダーに続く暗号化された
ペイロードで構成されます。IPパケットには、暗号化されたデータに加え、暗号化方式、暗号化キー、
認証データなどに関する情報も含まれます。

- AHは IPsecプロトコルの一部であり、送信元の認証やデータの改ざん防止（完全性の保証）を実現し
ます。IPパケットでは、データはヘッダーの直後に挿入されます。また、送信者のなりすましやデータ
の改ざんを防止するために、パケットには、通信内容に含まれる等式を使用して計算されたハッシュ値
や秘密キーなどが含まれます。ESPと異なり、通信内容は暗号化されず、データはプレーンテキストと
して送受信されます。

• 暗号化方式
DES、3DES、AES-CBC 128、または AES-CBC 256 を選択します。プロトコルで ESPが選択されて
いる場合にのみ、暗号化を選択できます。

• ハッシュ
なし、MD5、SHA1、SHA256、SHA384、または SHA512を選択します。プロトコルで ESPが選択さ
れている場合にのみ、なしを選択できます。

• SAライフタイム
IKE SAのライフタイムを指定します。
IPsec SAの期限が切れる前に、時間（秒）とキロバイト数（KByte）を入力します。

• 動作モード
トランスポートまたはトンネルを選択します。

• リモートルーター IPアドレス
接続先の IPアドレス（IPv4または IPv6）を指定します。この情報は、トンネルモードが選択されてい
る場合にのみ入力します。

SA（セキュリティアソシエーション）は、IPsecまたは IPv6を使用する暗号化通信方式です。通信の開始
前に安全な通信チャネルを確立するために、暗号化方式や暗号化キーなどの情報を交換、共有します。SA
は、すでに確立された仮想的な暗号通信路（トンネル）を指す場合もあります。IPsecによる通信で使用さ
れる SAでは、暗号化方式を確立し、キーを交換して、IKE（インターネットキー交換）の標準手続に従っ
て相互認証を行います。さらに、SAは定期的に更新されます。

  関連情報
• ウェブブラウザーを使用して IPsec テンプレートを設定する 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > Eメールを安全に送信する

Eメールを安全に送信する

• ウェブブラウザーを使用して Eメール送信の設定を行う

• ユーザー認証を使用して Eメールを送信する

• SSL TLSを使用して安全な E-mail送信を行う
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > Eメールを安全に送信する > ウェブブラウザー
を使用して Eメール送信の設定を行う

ウェブブラウザーを使用して Eメール送信の設定を行う
Eメール受信はのみ対応しています。

ウェブブラウザーを使用して、安全なユーザー認証付き Eメール送信の設定、または SSL/TLSを使用した E
メール送信の設定を行うことを推奨します。

1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

• ドメイン名システムを使用しているか、NetBIOS 名を有効にしている場合、IP アドレスの代わりに
「SharedPrinter」など、他の名前を入力することができます。
- 例：

http://SharedPrinter
NetBIOS 名を有効にした場合は、ノード名も使用できます。
- 例：

http://fxnxxxxxxxxxxxx
NetBIOS名は、ネットワーク設定リストで確認できます。

• Macの場合、ステータスモニター画面に表示される本製品のアイコンをクリックして、ウェブブラウザ
ーにアクセスします。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. 左側にあるナビゲーションバーのプロトコルをクリックします。
6. SMTP欄で、詳細設定をクリックして、SMTPの状態が有効であることを確認します。
7. SMTPの設定を行います。

• テストメールを送信して、E-mailの設定値が正しいことを確認します。
• SMTPサーバーの設定値が不明の場合は、ネットワーク管理者またはインターネットサービスプロバイダ
ー(ISP)にお問い合わせください。

8. 完了後、OK をクリックします。
Eメール送信設定テストダイアログボックスが表示されます。

9. ダイアログボックスに表示される指示に従って、現在の設定値をテストします。

  関連情報
• Eメールを安全に送信する 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > Eメールを安全に送信する > ユーザー認証を使
用して Eメールを送信する

ユーザー認証を使用して Eメールを送信する
本製品は、ユーザー認証が必要な E-mailサーバーを経由して E-mailを送信するための SMTP-AUTH方式をサポ
ートしています。この方式により、非認証のユーザーによる E-mailサーバーへのアクセスが防止されます。
Eメール通知および Eメールレポートには、SMTP-AUTH方式を使用できます。

ウェブブラウザーを使用して SMTP認証を設定することを推奨します。

E-mailサーバー設定
本製品の SMTP認証方式を、お使いの E-mailサーバーが使用する方式と一致するように設定する必要がありま
す。お使いの E-mailサーバーの設定については、ネットワーク管理者またはインターネットサービスプロバイダ
ー(ISP)にお問い合わせください。

SMTPサーバー認証を有効にするには、ウェブブラウザーで送信メールサーバー認証方式の下にある SMTP
画面で、SMTP-AUTHを選択する必要があります。

  関連情報
• Eメールを安全に送信する 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > Eメールを安全に送信する > SSL TLSを使用
して安全な E-mail送信を行う

SSL TLSを使用して安全な E-mail送信を行う

本製品は、SSL/TLS通信を必要とする Eメールサーバーを経由して Eメールを送信するための SSL/TLS通信方
式に対応しています。SSL/TLS 通信を使用する Eメールサーバー経由で Eメールを送信するには、SMTP over
SSL/TLSを正しく設定する必要があります。

ウェブブラウザーを使用して SSL/TLSを設定することを推奨します。

サーバー証明書を検証する
SSL/TLSで、SSLまたは TLS を選択している場合、サーバー証明書を検証チェックボックスが自動的に選択さ
れます。

• サーバー証明書を検証する前に、該当のサーバー証明書に署名した CA発行の、CA証明書をインポー
トする必要があります。CA証明書のインポートの必要性について確認するには、ネットワーク管理者
または契約しているインターネットサービスプロバイダー（ISP）にお問い合わせください。

• サーバー証明書を検証する必要がない場合は、サーバー証明書を検証チェックボックスの選択を解除し
てください。

ポート番号
SSLを選択すると、ポート値がプロトコルと一致するように変更されます。手動でポート番号を変更するには、
SSL/TLS を選択してからポート番号を入力します。
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本製品の SMTP通信方式を、お使いの E-mailサーバーが使用する方式と一致するように設定する必要がありま
す。お使いの E-mailサーバーの設定については、ネットワーク管理者またはインターネットサービスプロバイダ
ー（ISP）にお問い合わせください。
ほとんどの場合、安全なウェブメールサービスには次の設定が必要です。

SMTP ポート 25

送信メールサーバー認証方式 SMTP-AUTH

SSL/TLS TLS

  関連情報
• Eメールを安全に送信する 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > 有線または無線 LANへの IEEE 802.1x認証の
使用について

有線または無線 LANへの IEEE 802.1x認証の使用について

• IEEE 802.1x認証について

• ウェブブラウザーを使用して有線または無線 LANの IEEE 802.1x認証を設定する

• IEEE 802.1x認証方式
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > 有線または無線 LANへの IEEE 802.1x認証の
使用について > IEEE 802.1x認証について

IEEE 802.1x認証について
IEEE 802.1xは、有線および無線 LANの IEEE標準であり、非認証のネットワーク機器からのアクセスを制限し
ます。本製品（サプリカント）は、アクセスポイントまたはハブを通して、RADIUSサーバー（認証サーバー）
に認証要求を送信します。要求が RADIUSサーバーに確認されると、本製品はネットワークにアクセスすること
ができます。

  関連情報
• 有線または無線 LANへの IEEE 802.1x認証の使用について 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > 有線または無線 LANへの IEEE 802.1x認証の
使用について > ウェブブラウザーを使用して有線または無線 LANの IEEE 802.1x認証を設定する

ウェブブラウザーを使用して有線または無線 LANの IEEE 802.1x認証を設
定する

• EAP-TLS認証を使用して本製品を設定する場合、設定の開始前に、CAにより発行されたクライアント証
明書を必ずインストールしてください。クライアント証明書については、ネットワーク管理者に問い合わ
せてください。複数の証明書をインストールした場合、使用する証明書の名前を書き留めておくことをお
勧めします。

• サーバー証明書を検証する前に、該当のサーバー証明書に署名した CA発行の、CA証明書をインポートす
る必要があります。ネットワーク管理者または契約しているインターネットサービスプロバイダー（ISP）
にお問い合わせください。

以下を使用して IEEE 802.1x認証を設定することもできます。
• 操作パネルからの無線セットアップウィザード（無線ネットワーク）
• 本製品のインストールディスクの無線セットアップウィザード（無線ネットワーク）

1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

• ドメイン名システムを使用しているか、NetBIOS 名を有効にしている場合、IP アドレスの代わりに
「SharedPrinter」など、他の名前を入力することができます。
- 例：

http://SharedPrinter
NetBIOS 名を有効にした場合は、ノード名も使用できます。
- 例：

http://fxnxxxxxxxxxxxx
NetBIOS名は、ネットワーク設定リストで確認できます。

• Macの場合、ステータスモニター画面に表示される本製品のアイコンをクリックして、ウェブブラウザ
ーにアクセスします。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. ネットワークタブをクリックします。
5. 以下のいずれかを行ってください：

オプション 詳細

有線 LAN 左ナビゲーションバーの有線タブをクリックし、有線 802.1x認証を選択します。

無線 LAN 左ナビゲーションバーの無線タブをクリックし、無線 (エンタープライズ)を選択します。

6. IEEE 802.1x認証を設定します。
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• 有線 LANの IEEE 802.1x 認証を有効にするには、有線 802.1x認証ページの有線 802.1xで有効を選択
します。

• EAP-TLS認証を使用している場合、検証のためにインストールされているクライアント証明書を（証
明書の名前付きで表示）、クライアント証明書ドロップダウンリストから選択する必要があります。

• EAP-FAST、PEAP、EAP-TTLS、または EAP-TLS認証を選択する場合は、サーバー証明書の検証ドロ
ップダウンリストから検証方式を選択します。該当のサーバー証明書に署名した CAが発行し、あらか
じめ製品にインポートされた CA証明書を使用して、サーバー証明書を検証します。

サーバー証明書の検証ドロップダウンリストから、以下の検証方式のいずれかを選択します。

オプション 詳細

検証しない このサーバー証明書は常に信頼できます。検証は実施されません。

CA証明書 該当のサーバー証明書に署名した CAにより発行された CA証明書を使用して、サー
バー証明書の CA信頼性を確認する検証方法。

CA 証明書+サーバ
ー ID

サーバー証明書の CA 信頼性に加え、サーバー証明書の共通名 1を確認する検証方法。

7. 設定が終了したら、OK をクリックします。
有線 LANの場合：設定後、IEEE 802.1xがサポートされたネットワークに、使用製品を接続します。数分後、
ネットワーク設定リストを印刷して、<Wired IEEE 802.1x>の状態を確認します。

オプション 詳細

Success 有線の IEEE 802.1x機能は有効で、認証は成功しました。

Failed 有線の IEEE 802.1x機能は有効ですが、認証は失敗しました。

Off 有線の IEEE 802.1x機能は利用不可です。

  関連情報
• 有線または無線 LANへの IEEE 802.1x認証の使用について 

1 共通名の検証では、サーバー証明書の共通名と、サーバー IDに設定された文字列を比較します。この方式を使用する前に、サーバー証明書
の共通名についてシステム管理者に問い合わせて、サーバー IDを設定してください。
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > 有線または無線 LANへの IEEE 802.1x認証の
使用について > IEEE 802.1x認証方式

IEEE 802.1x認証方式
LEAP （無線ネットワーク）
軽量拡張可能認証プロトコル（LEAP：Lightweight Extensible Authentication Protocol）は、Cisco Systems社
が開発した独自の EAP方式で、ユーザー IDとパスワードを使用して認証を行います。

EAP-FAST
EAP-FAST（Extensible Authentication Protocol-Flexible Authentication via Secured Tunneling）は、Cisco
Systems社が開発したプロトコルで、認証のためのユーザー IDとパスワード、および対称キーアルゴリズム
を使用してトンネル認証プロセスを実現します。
本製品は、以下の内部認証方式をサポートしています。
• EAP-FAST/NONE
• EAP-FAST/MS-CHAPv2
• EAP-FAST/GTC

EAP-MD5 （有線 LAN）
拡張可能認証プロトコルメッセージダイジェストアルゴリズム 5（EAP-MD5：Extensible Authentication
Protocol-Message Digest Algorithm 5）はユーザー IDとパスワードを使用して、チャレンジ／レスポンス認証
を行います。

PEAP
PEAP（Protected Extensible Authentication Protocol）は、Cisco Systems 社、Microsoft®社、および RSAセ
キュリティ社が開発した EAP方式です。PEAPはユーザー IDとパスワードを送信するために、クライアント
と認証サーバー間に、暗号化した Secure Sockets Layer（SSL）/Transport Layer Security（TLS）トンネルを
作成します。PEAPにより、サーバーとクライアント間の相互認証が行えます。
本製品は、以下の内部認証をサポートしています。
• PEAP/MS-CHAPv2
• PEAP/GTC

EAP-TTLS
拡張可能認証プロトコルトンネル方式トランスポートレイヤーセキュリティ（EAP-TTLS：Extensible
Authentication Protocol-Tunneled Transport Layer Security）は、ファンク・ソフトウェア社と Certicom社に
よって開発されました。EAP-TTLSは、クライアントと認証サーバー間に、ユーザー IDおよびパスワードを
送信するための、PEAP同様の暗号化 SSLトンネルを作成します。EAP-TTLSにより、サーバーとクライア
ント間の相互認証が行えます。
本製品は、以下の内部認証をサポートしています。
• EAP-TTLS/CHAP
• EAP-TTLS/MS-CHAP
• EAP-TTLS/MS-CHAPv2
• EAP-TTLS/PAP

EAP-TLS
拡張可能認証プロトコルトランスポートレイヤーセキュリティ（EAP-TLS：Extensible Authentication Protocol-
Transport Layer Security）では、クライアントと認証サーバーのいずれにも、デジタル証明書認証が必要で
す。

  関連情報
• 有線または無線 LANへの IEEE 802.1x認証の使用について 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > 印刷ログ機能

印刷ログ機能

• 印刷ログ機能の概要について

• ウェブブラウザーを使用して印刷ログ機能の設定値を設定する

• 印刷ログ機能のエラー検出設定を使用する

189



 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > 印刷ログ機能 > 印刷ログ機能の概要について

印刷ログ機能の概要について
印刷ログ機能を使用すると、共通インターネットファイルシステム（CIFS：Common Internet File System）プロ
トコルを使用して、本製品からネットワークサーバーに印刷ログを保存できます。すべての印刷ジョブの、ID、
印刷ジョブのタイプ、ジョブ名、ユーザー名、日付、時間、および印刷ページ数を記録できます。CIFSは、TCP/
IPで動作するプロトコルであり、ネットワーク上のパソコンはインターネットまたはイントラネット経由でファ
イルを共有することができます。
以下の印刷機能が印刷ログに記録されます。
• お使いのパソコンからの印刷ジョブ

• 印刷ログ機能は、Kerberos認証および NTLMv2認証をサポートしています。認証のための SNTPプロ
トコル（ネットワークタイムサーバー）を設定する必要があります。

• ファイルをサーバーに保存する際に、ファイルタイプを TXTまたは CSVに設定できます。

  関連情報
• 印刷ログ機能 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > 印刷ログ機能 > ウェブブラウザーを使用して印
刷ログ機能の設定値を設定する

ウェブブラウザーを使用して印刷ログ機能の設定値を設定する
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. 管理者設定タブをクリックします。
5. 印刷ログ機能設定メニューをクリックします。
6. 印刷ログ欄で、オンをクリックします。
7. 次の設定を行います。

オプション 詳細

ネットワークフォ
ルダパス

CIFSサーバー上の、ログの保存先フォルダを入力します（例：fujixerox\abc）。

ファイル名 印刷ログに使用するファイル名を入力します（最大 32文字）。

ファイル形式 印刷ログのファイルタイプに、テキスト形式または CSV形式を選択します。

認証方法 CIFSサーバーにアクセスするために必要な認証方式として、自動、Kerberos、また
は NTLMv2 を選択します。Kerberos は認証プロトコルです。このプロトコルによ
り、機器または個人がそれぞれのアイデンティティーを、シングルサインオンを使用
するネットワークサーバーに対して安全に示すことができます。NTLMv2 はサーバ
ーにログインするための認証方式であり、Windows®により使用されます。
• 自動：自動を選択した場合、認証方式には NTLMv2が使用されます。
• Kerberos：Kerberosオプションを選択すると、Kerberos認証のみが使用されま
す。

• NTLMv2：NTLMv2オプションを選択すると、NTLMv2認証のみが使用されます。

• Kerberosおよび NTLMv2認証の場合、SNTPプロトコル（ネットワー
クタイムサーバー）と DNSサーバーも設定する必要があります。

ユーザー名 認証のためのユーザー名を入力します（最大 96文字）。

ユーザー名がドメインの一部である場合、ユーザー@ドメインまたは、ド
メイン\ユーザーのいずれかの形式でユーザー名を入力します。

パスワード 認証のためのパスワードを入力します（最大 32文字）。

Kerberos サーバー
アドレス（必要に応
じて）

KDCホストのアドレス（例：kerberos.example.com、最大 64文字）または、IPアド
レスを入力します。

書き込みエラー時
設定

ネットワークエラーのために印刷ログをサーバーに保存できない場合の対処方法を
選択します。

8. 接続状態欄で、最新のログステータスを確認します。

また、本製品の画面でエラー状態を確認することもできます。
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9. OK をクリックし、印刷ログ機能テストページを表示します。
設定をテストするには、はいをクリックして、次の手順に進みます。
テストを行なわずに次へ進むには、いいえをクリックします。設定値は自動的にサブミットされます。

10.製品が設定値をテストします。
11. 設定が承認されると、テスト成功がページに表示されます。
テストエラーが表示された場合は、すべての設定値を確認し、OK をクリックして、もう一度テストページを
表示します。

  関連情報
• 印刷ログ機能 
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 ホーム > セキュリティ > ネットワークセキュリティ機能 > 印刷ログ機能 > 印刷ログ機能のエラー検出設定
を使用する

印刷ログ機能のエラー検出設定を使用する
エラー検出設定を使用して、ネットワークエラーのために印刷ログをサーバーに保存できない場合の対処方法を
決定します。
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. 管理者設定タブをクリックします。
5. 左側にあるナビゲーションバーの印刷ログ機能設定メニューをクリックします。
6. 書き込みエラー時設定セクションで、印刷中止またはログを書き込まずに印刷オプションを選択します。

オプショ
ン

詳細

印刷中止 印刷中止を選択すると、印刷ログがサーバーに保存できない場合、印刷ジョブはキャンセルさ
れます。

ログを書
き込まず
に印刷

ログを書き込まずに印刷を選択すると、印刷ログがサーバーに保存できない場合でも、本製品
は文書を印刷します。
印刷ログ機能が回復すると、印刷ログは以下のように記録されます。

a. 印刷の最後でログが保存できない場合、印刷ページ数以外の印刷ログが記録されます。
b. 印刷の最初と最後に印刷ログが保存できない場合、このジョブの印刷ログは記録されませ
ん。この機能が回復すると、該当のエラーがログに反映されます。

7. OK をクリックし、印刷ログ機能テストページを表示します。
設定をテストするには、はいをクリックして、次の手順に進みます。
テストを行なわずに次へ進むには、いいえをクリックします。設定値は自動的にサブミットされます。

8. 製品が設定値をテストします。
9. 設定が承認されると、テスト成功がページに表示されます。
テストエラーが表示された場合は、すべての設定値を確認し、OK をクリックして、もう一度テストページを
表示します。

  関連情報
• 印刷ログ機能 
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 ホーム > モバイル

モバイル

• Googleクラウドプリント

• Windows®用モバイルプリント

• Mopria®プリントサービス

• Print Utility
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 ホーム > モバイル >  Googleクラウドプリント

Googleクラウドプリント

• Google クラウド プリントの概要

• Googleクラウドプリントを使用する前に

• Google Chrome™または Chrome OS™から印刷する

• モバイル向けの Google Drive™から印刷する

• モバイル向けの Gmail™ウェブメールサービスから印刷する

195



 ホーム > モバイル >  Googleクラウドプリント >  Google クラウド プリントの概要

Google クラウド プリントの概要
Google クラウド プリント™は Googleのサービスで、プリンタードライバーをインストールすることなく、ネッ
トワーク端末（携帯電話やパソコンなど）を使って、Googleアカウントに登録されたプリンターへ印刷すること
ができます。
Android™アプリから印刷するには、Google Play™ ストアから Google クラウド プリント™アプリをインストー
ルする必要があります。

     3

 1

     4

2

1. 印刷要求
2. インターネット
3. Googleクラウドプリント™

4. 印刷

  関連情報
• Googleクラウドプリント 
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 ホーム > モバイル >  Googleクラウドプリント > Googleクラウドプリントを使用する前に

Googleクラウドプリントを使用する前に

• Google クラウド プリントを使用するためのネットワーク設定

• Google Chrome™を使用して Google クラウド プリントに本製品を登録する

• ウェブブラウザーを使用して Google クラウド プリントに本製品を登録する
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 ホーム > モバイル >  Googleクラウドプリント > Googleクラウドプリントを使用する前に > Google クラ
ウド プリントを使用するためのネットワーク設定

Google クラウド プリントを使用するためのネットワーク設定
Google クラウドプリント™を使用するには、本製品が、インターネットに接続しているネットワークと有線接続
または無線接続されている必要があります。お使いの富士ゼロックス製品の接続および設定方法については、「か
んたん設置ガイド」または本ガイドの関連箇所をご覧ください。

  関連情報
• Googleクラウドプリントを使用する前に 
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 ホーム > モバイル >  Googleクラウドプリント > Googleクラウドプリントを使用する前に > Google
Chrome™を使用して Google クラウド プリントに本製品を登録する

Google Chrome™を使用して Google クラウド プリントに本製品を登録す
る

Googleアカウントをすでに作成していることを確認します。アカウントをお持ちでない場合は、パソコンま
たは携帯端末を使用して Googleのウェブサイト（https://accounts.google.com/signup）にアクセスし、アカウ
ントを作成します。
登録作業を開始する前に、本製品が待機状態であることを確認します。

ここで説明している手順は、Windows®ユーザー向けの参考例です。
お使いの OS や環境によって、実際の画面と異なることがあります。

1. パソコンで Google Chrome™を開きます。
2. Googleアカウントにサインインします。
3. Google Chrome™メニューアイコンをクリックし、設定 > 詳細設定を表示 をクリックします。
4. Google クラウド プリント セクションで、 管理 をクリックします。
5. 画面の指示に従い、お使いの製品を登録します。
6. 本製品に確認メッセージが表示されたら、[OK]ボタンを押します。

確認メッセージが画面に表示されない場合は、上記の手順を繰り返します。

7. 本製品が正常に登録されると、マイ　デバイス欄に表示されます。

  関連情報
• Googleクラウドプリントを使用する前に 
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 ホーム > モバイル >  Googleクラウドプリント > Googleクラウドプリントを使用する前に > ウェブブラ
ウザーを使用して Google クラウド プリントに本製品を登録する

ウェブブラウザーを使用して Google クラウド プリントに本製品を登録する

Googleアカウントをすでに作成していることを確認します。アカウントをお持ちでない場合は、パソコンま
たは携帯端末を使用して Googleのウェブサイト（https://accounts.google.com/signup）にアクセスし、アカウ
ントを作成します。
登録作業を開始する前に、本製品が待機状態であることを確認します。
本製品の登録を開始する前に、本製品の日時が正しく設定されていることを確認します。

1. 本製品が、お使いのコンピューターまたは携帯端末と同一のネットワークに接続されていることを確認しま
す。

2. ウェブブラウザーを起動します。
3. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

4. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

5. ネットワークタブをクリックします。
6. 左側にあるナビゲーションバーのプロトコルメニューをクリックします。
7. Google クラウド プリントが選択されていることを確認し、詳細設定をクリックします。
8. 状態が有効に設定されていることを確認します。登録をクリックします。
9. 画面の指示に従い、お使いの製品を登録します。
10.本製品に確認メッセージが表示されたら、OKボタンを押します。

確認メッセージが画面に表示されない場合は、上記の手順を繰り返します。

11. Googleをクリックします。
12. Google クラウドプリント™のサインイン画面が表示されます。ご自分の Google アカウントでサインイン
し、画面の指示に従ってお使いの製品を登録します。

13.製品の登録が完了したら、ウェブブラウザーの画面に戻り、登録状態が登録済みに設定されていることを確
認します。

お使いの製品でセキュリティ機能ロックがサポートされている場合、各ユーザーに対して PC印刷が制限さ
れていても、Googleクラウドプリント™による印刷は可能です。Googleクラウドプリント™による印刷を
制限するには、ウェブブラウザーを使用して Googleクラウドプリント™を無効にするか、セキュリティ機
能ロックをパブリックモードに設定して、パブリックユーザーの印刷を制限します。「関連情報」をご覧く
ださい。

  関連情報
• Googleクラウドプリントを使用する前に 
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 ホーム > モバイル >  Googleクラウドプリント > Google Chrome™または Chrome OS™から印刷する

Google Chrome™または Chrome OS™から印刷する
1. 本製品の電源が入っていることを確認します。
2. 印刷するウェブページを開きます。
3. Google Chrome™メニューアイコンをクリックします。
4. 印刷 をクリックします。
5. プリンター一覧からお使いの製品を選択します。
6. 必要に応じて、印刷オプションを変更します。
7. 印刷 をクリックします。

  関連情報
• Googleクラウドプリント 

201



 ホーム > モバイル >  Googleクラウドプリント > モバイル向けの Google Drive™から印刷する

モバイル向けの Google Drive™から印刷する
1. 本製品の電源が入っていることを確認します。
2. お使いの Android™機器、または iOS機器のウェブブラウザーから Google Drive™にアクセスします。
3. 印刷する文書を開きます。
4. メニューアイコンをタップします。
5. 印刷をタップします。
6. プリンター一覧からお使いの製品を選択します。
7. 必要に応じて、印刷オプションを変更します。

8.  または 印刷をタップします。

  関連情報
• Googleクラウドプリント 
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 ホーム > モバイル >  Googleクラウドプリント > モバイル向けの Gmail™ウェブメールサービスから印刷
する

モバイル向けの Gmail™ウェブメールサービスから印刷する
1. 本製品の電源が入っていることを確認します。
2. お使いの Android™機器、または iOS機器のウェブブラウザーから Gmail™ウェブメールサービスにアクセス
します。

3. 印刷するメールを開きます。
4. メニューアイコンをタップします。

添付ファイルの横に 印刷 が表示される場合、添付ファイルも印刷することができます。印刷 をタップし、
携帯端末の指示に従います。

5. 印刷をタップします。
6. プリンター一覧からお使いの製品を選択します。
7. 必要に応じて、印刷オプションを変更します。

8.  または 印刷をタップします。

  関連情報
• Googleクラウドプリント 
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 ホーム > モバイル > Windows®用モバイルプリント

Windows®用モバイルプリント
Windows®用モバイルプリントは、Windows®携帯端末からワイヤレスで印刷することができる機能です。携帯端
末にプリンタードライバーをインストールしなくても、本製品が接続されているネットワークに接続して印刷で
きます。多くのWindows®アプリがこの機能をサポートしています。

1

2

3

1. Windows®携帯端末（Windows® 10 Mobile以降）
2. Wi-Fi®接続
3. お使いの富士ゼロックス製品

  関連情報
• モバイル 
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 ホーム > モバイル > Mopria®プリントサービス

Mopria®プリントサービス

Mopria®プリントサービスは、Mopria® Alliance が開発した、Android™携帯端末
（Android™バージョン 4.4以降）用の印刷機能です。このサービスを使うことによ
って、追加の設定をしなくても製品と同じネットワークに接続し、印刷すること
ができます。多くの Android™ネイティブアプリが、印刷に対応しています。

1

2

3

1. Android™ 4.4以降
2. Wi-Fi®接続
3. お使いの富士ゼロックス製品
Google Play™ ストアから Mopria®プリントサービスをダウンロードして、お使いの Android™機器にインストー
ルする必要があります。このサービスを使用する前に、機器の電源を入れておく必要があります。

  関連情報
• モバイル 
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 ホーム > モバイル > Print Utility

Print Utility
Print Utility を使うと、iOSまたは Androidを搭載している携帯端末から印刷を行うことができます。
詳しくは、以下のウェブサイトを参照してください。
• iOSをお使いの場合：https://www.fujixerox.co.jp/product/software/printutility_ios/
• Androidをお使いの場合：https://www.fujixerox.co.jp/product/software/printutility_and/

  関連情報
• モバイル 

206

https://www.fujixerox.co.jp/product/software/printutility_ios/
https://www.fujixerox.co.jp/product/software/printutility_and/


 ホーム > トラブルシューティング

トラブルシューティング
本製品の使用時に生じやすい一般的な問題を解決するには、この章をご覧ください。ほとんどの問題はご自身で
解決できます。

重要

弊社純正以外の部品を使用すると、印刷品質、ハードウェア性能、および製品の信頼性に影響する場合があ
ります。

まず、以下の点を確認してください。
• 本製品の電源コードが正しく接続され、本製品の電源がオンになっている。 「かんたん設置ガイド」をご覧
ください。

• 本製品の保護部材がすべて取り外されている。 「かんたん設置ガイド」をご覧ください。
• 用紙トレイに用紙が正しくセットされている。
• 本製品とパソコンにインターフェイスケーブルがしっかりと接続されている。または、無線接続が製品とパ
ソコンの両方で設定されている。

• エラーとメンテナンスメッセージ
各項目を確認しても問題が解決しない場合は、問題を特定し、「関連情報」をご覧ください。

  関連情報
• エラーメッセージとメンテナンスメッセージ
• 紙詰まり
• 印刷の問題
• 印刷品質の改善
• ネットワークの問題
• その他の問題
• 本製品の情報を確認する
• リセット機能 
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 ホーム > トラブルシューティング > エラーメッセージとメンテナンスメッセージ

エラーメッセージとメンテナンスメッセージ
高度な機能を備えたオフィス製品によく見られるように、エラーが発生したり、消耗品の交換が必要なことがあ
ります。その場合、本製品はエラーや必要な定期メンテナンスを特定し、適切なメッセージを表示します。最も
一般的なエラーおよびメンテナンスメッセージを表に記載します。
エラーを解決し、メッセージを消すには 「対処方法」 欄の指示に従ってください。

エラーメッセージ 原因 対処方法
[ｲﾝｻﾂ ﾃﾞｷﾏｾﾝ ﾃﾞﾝｹﾞﾝ ｦ ｲﾚﾅｵｼﾃ
ｸﾀﾞｻｲ.] ##

製品に機械的な異常があります。 • 本製品の電源を切るには、  を長押し
し、 数分待ってから、電源をもう一度入れ
ます。

• エラーが解決しない場合は、弊社プリンタ
ーサポートデスクまたは販売店にお問い合
わせください。

[ｲﾝｻﾂﾃﾞｰﾀ ｲｯﾊﾟｲ] 製品のメモリーが一杯です。 Cancelを押して、保存済みのセキュリティ印
刷データを削除します。

[ｲﾝｻﾂﾍﾟｰｼﾞｽｳ ﾁｮｳｶ] セキュリティー機能ロック 3.0 に
設定された印刷の上限に達しまし
た。

管理者に問い合わせて、お客様のセキュリティ
ー機能ロックの設定値を確認します。

[ｶﾊﾞｰｶﾞ ｱｲﾃｲﾏｽ ﾊﾞｯｸｶﾊﾞｰ ｦ ﾄ
ｼﾞﾃｸﾀﾞｻｲ.]

定着ユニットカバーが完全に閉ま
っていません。

製品のバックカバーの内側にある定着ユニッ
トカバーを閉じます。

[ｶﾊﾞｰｶﾞ ｱｲﾃｲﾏｽ ﾌﾛﾝﾄｶﾊﾞｰ ｦ ﾄ
ｼﾞﾃｸﾀﾞｻｲ.]

フロントカバーが完全に閉まって
いません。

本製品のフロントカバーを開け、しっかりと閉
めます。

[ｶﾐﾂﾞﾏﾘ MPﾄﾚｲ] 多目的トレイの内側で用紙が詰ま
っています。

すべての詰まった用紙を多目的トレイの内側
および周囲から取り除きます。Go を押しま
す。

[ｶﾐﾂﾞﾏﾘ ｳｼﾛ] 製品の後方で用紙が詰まっていま
す。

定着ユニットカバーを開け、すべての詰まった
用紙を取り除きます。定着ユニットカバーを
閉じます。

[ｶﾐﾂﾞﾏﾘ ﾄﾚｲ 1]
[ｶﾐﾂﾞﾏﾘ ﾄﾚｲ 2]
[ｶﾐﾂﾞﾏﾘ ﾄﾚｲ 3]

表示された用紙トレイの内側で用
紙が詰まっています。

液晶ディスプレーに表示されたトレイを引き
出してすべての詰まった用紙を取り除きます。

[ｶﾐﾂﾞﾏﾘ ﾅｲﾌﾞ] 製品の内部で用紙が詰まっていま
す。

フロントカバーを開けてトナーカートリッジ
とドラムカートリッジのセットを取り外し、 す
べての詰まった用紙を引き出します。フロン
トカバーを閉じます。

[ｶﾐﾂﾞﾏﾘ ﾘｮｳﾒﾝ] 両面トレイまたはバックカバーの
内側で用紙が詰まっています。

両面トレイを取り外し、バックカバーを開けて
すべての詰まった用紙を引き出します。

[ｻｲｽﾞ ｴﾗｰ] プリンタードライバーで指定した
用紙サイズは、指定したトレイで
は対応していません。

指定したトレイで対応している用紙サイズを
選択します。

[ｻｲｽﾞ ｴﾗｰ ﾘｮｳﾒﾝ Cancelﾎﾞﾀﾝ
ｦ ｵｼﾃ ｼﾞﾄﾞｳ ﾘｮｳﾒﾝｲﾝｻﾂ ｶﾉｳﾅ ﾖ
ｳｼ ｦ ﾄﾚｲ ﾆ ｲﾚﾃ, ｵﾅｼﾞ ﾖｳｼｻｲ
ｽﾞ ｦ ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ ﾃﾞ ｾｯﾃｲ ｼﾃｸﾀﾞｻ
ｲ.]

本製品の用紙サイズ設定で指定さ
れた用紙サイズは、自動両面印刷
には使用できません。

（必要な場合は） Cancel を押します。
トレイに正しいサイズの用紙をセットし、トレ
イの設定をその用紙サイズに合わせます。
両面印刷に対応している用紙サイズを選択し
ます。
自動両面印刷に使用できる用紙サイズは A4で
す。

トレイにセットされている用紙サ
イズが正しくないか、自動両面印
刷には使用できない用紙です。
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エラーメッセージ 原因 対処方法
[ﾄﾅｰｶﾞ ｶｸﾆﾝﾃﾞｷﾏｾﾝ] トナーカートリッジが正しく取り

付けられていません。
トナーカートリッジとドラムカートリッジの
セットを取り除きます。トナーカートリッジ
をいったん取り出し、ドラムカートリッジに戻
します。トナーカートリッジとドラムカート
リッジのセットを、本製品にもう一度取り付け
ます。
問題が解決しない場合は、、弊社プリンターサ
ポートデスクまたは販売店にお問い合わせく
ださい。

[ﾄﾅｰｶﾞ ｾｯﾄｻﾚﾃｲﾏｾﾝﾌﾛﾝﾄｶﾊﾞｰ ｦ
ｱｹﾃ ﾄﾅｰ ｦ ﾄﾘﾂｹﾃｸﾀﾞｻｲ.]

トナーカートリッジまたは、トナ
ーカートリッジとドラムカートリ
ッジのセットが正しく取り付けら
れていません。

トナーカートリッジとドラムカートリッジの
セットを取り除きます。ドラムカートリッジ
からトナーカートリッジをいったん取り除き、
ドラムカートリッジにもう一度取り付けます。
トナーカートリッジとドラムカートリッジの
セットを、本製品にもう一度取り付けます。問
題が解決しない場合は、トナーカートリッジを
新しいものに交換します。

[ﾄﾅｰｺｳｶﾝ] トナーカートリッジの寿命が近づ
いています。本製品はすべての印
刷操作を停止します。

トナーカートリッジを新しいものに交換して
ください。

[ﾄﾚｲ 1 ｶﾞ ｱｲﾃｲﾏｽ]
[ﾄﾚｲ 2 ｶﾞ ｱｲﾃｲﾏｽ]
[ﾄﾚｲ 3 ｶﾞ ｱｲﾃｲﾏｽ]

用紙トレイが取り付けられていな
いか、正しく取り付けられていま
せん。

液晶ディスプレーに表示されたトレイを再装
着します。

[ﾄﾚｲｶﾞ ｵｵｽｷﾞﾏｽ ﾃﾞﾝｹﾞﾝ ｦ ｷﾘ,
ｵﾌﾟｼｮﾝﾄﾚｲ ｦ ﾄﾘﾊｽﾞｼﾃｸﾀﾞｻｲ.]

装着されているトレイモジュール
（オプション）の数が最大数を超え
ました。

トレイモジュール（オプション）の数を減らし
てください。

[ﾄﾞﾗﾑ ｵﾃｲﾚ ﾌﾛﾝﾄｶﾊﾞｰ ｦ ｱｹﾃ
ﾄﾞﾗﾑﾕﾆｯﾄ ﾆ ﾂｲﾃｲﾙ ｸﾞﾘｰﾝﾉﾂﾏﾐｦ
ｻﾕｳﾆ ｳｺﾞｶｼﾃｸﾀﾞｻｲ.]

ドラムカートリッジのコロナワイ
ヤーを清掃する必要があります。

ドラムカートリッジのコロナワイヤーを清掃
してください。

「関連情報」をご覧ください： コロナワイヤー
を清掃してください
問題が解決しない場合は、ドラムカートリッジ
を新しいものに交換します。

ドラムカートリッジまたは、トナ
ーカートリッジとドラムカートリ
ッジのセットが正しく取り付けら
れていません。

ドラムカートリッジを取り外した後、ドラムカ
ートリッジからトナーカートリッジをいった
ん取り除き、ドラムカートリッジにもう一度取
り付けます。ドラムカートリッジを、本製品に
もう一度取り付けます。

[ﾄﾞﾗﾑ ｺｳｶﾝ] ドラムカートリッジの交換時期で
す。

ドラムカートリッジを新しいものに交換して
ください。
「関連情報」をご覧ください： ドラムカートリ
ッジを交換する

新しいドラムカートリッジの取り
付け時に、ドラムカートリッジカ
ウンターがリセットされませんで
した。

ドラムカートリッジカウンターをリセットし
ます。
新しいドラムカートリッジに付属の説明書を
ご覧ください。

[ﾄﾞﾗﾑﾕﾆｯﾄｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝﾌﾛﾝﾄｶﾊﾞｰ ｦ
ｱｹﾃ ﾄﾞﾗﾑﾕﾆｯﾄ ｦ ﾄﾘﾂｹﾃｸﾀﾞｻｲ.]

ドラムカートリッジが正しく取り
付けられていません。

トナーカートリッジとドラムカートリッジの
セットをもう一度取り付けます。
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エラーメッセージ 原因 対処方法
[ﾋｰﾀｰ ｶｸﾆﾝﾁｭｳ] 定着ユニットの温度が、指定され

た時間内に指定された温度まで上
がりません。

 を長押しして本製品の電源を切り、 数秒
待ってから、電源をもう一度入れます。電源を
入れたまま、製品を 15分間待機状態にします。

定着ユニットが熱すぎます。
[ﾏﾓﾅｸ ﾄﾅｰｺｳｶﾝ] 液晶ディスプレーにこのメッセー

ジが表示されても、まだ印刷でき
ます。トナーカートリッジの寿命
が近づいています。

新しいトナーカートリッジを注文して、液晶デ
ィスプレーに[ﾄﾅｰｺｳｶﾝ]と表示された場合に、
すぐに交換できるようにします。

[ﾏﾓﾅｸ ﾄﾞﾗﾑｺｳｶﾝ] ドラムカートリッジの寿命が近づ
いています。

液晶ディスプレーに [ﾄﾞﾗﾑ交換]が表示される
前に新しいドラムカートリッジを注文してく
ださい。

[ﾒﾓﾘｶﾞ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ] 製品のメモリーが一杯です。 Cancel を押して印刷解像度を低くします。
[ﾖｳｼｦｵｸﾚﾏｾﾝ ﾄﾚｲ 2]
[ﾖｳｼｦｵｸﾚﾏｾﾝ ﾄﾚｲ 3]

指定した用紙トレイから用紙を送
れませんでした。

液晶ディスプレーに表示されたトレイを引き
出してすべての詰まった用紙を取り除きます。

[ﾖｳｼｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ] 用紙がないか、用紙トレイに用紙
が正しくセットされていません。

• 用紙トレイに用紙をセットします。用紙ガ
イドが正しいサイズに設定されていること
を確認します。

• 用紙トレイに紙が残っている場合は取り出
し、もう一度セットします。用紙ガイドが
正しいサイズに設定されていることを確認
します。

• 用紙トレイに用紙を入れすぎないでくださ
い。

[ﾖｳｼｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ MP] 多目的トレイの用紙が切れている
か、多目的トレイに用紙が正しく
セットされていません。

次のいずれかを行います。
• 多目的トレイに用紙をセットします。用紙
ガイドが正しいサイズに設定されているこ
とを確認します。

• 用紙トレイに紙が残っている場合は取り出
し、もう一度セットします。用紙ガイドが
正しいサイズに設定されていることを確認
します。

[ﾖｳｼｶﾞｱﾘﾏｾﾝ ﾄﾚｲ 1]
[ﾖｳｼｶﾞｱﾘﾏｾﾝ ﾄﾚｲ 2]
[ﾖｳｼｶﾞｱﾘﾏｾﾝ ﾄﾚｲ 3]

指定した用紙トレイから用紙を送
れませんでした。

次のいずれかを行います。
• 液晶ディスプレーに表示されたトレイに用
紙をセットします。用紙ガイドが正しいサ
イズに設定されていることを確認します。

• 用紙トレイに紙が残っている場合は取り出
し、もう一度セットします。用紙ガイドが
正しいサイズに設定されていることを確認
します。

• 用紙トレイに用紙を入れすぎないでくださ
い。

[ﾖｳｼｻｲｽﾞ ｶﾞ ｱｲﾏｾﾝ#S ｻｲｽﾞ ﾉ
ﾖｳｼ ｦ #T ﾆ ｲﾚﾃ, Goﾎﾞﾀﾝ ｦ ｵ
ｼﾃｸﾀﾞｻｲ.]

トレイの用紙サイズが正しくあり
ません。

液晶ディスプレーに表示されたトレイに正し
いサイズの用紙をセットし、トレイの設定をそ
の用紙サイズに合わせます。 Goを押します。

[ﾖｳｼｼｭﾙｲｶﾞ ﾁｶﾞｲﾏｽ] プリンタードライバーで指定され
た用紙タイプが本製品のメニュー
で指定された用紙タイプと一致し
ません。

液晶ディスプレーに表示されたトレイに正し
いタイプの用紙をセットして、本製品の用紙タ
イプ設定で正しいメディアタイプを選択して
ください。

[ﾘｮｳﾒﾝｲﾝｻﾂ ﾃﾞｷﾏｾﾝﾊﾞｯｸｶﾊﾞｰ ｦ
ﾄｼﾞﾃ ﾘｮｳﾒﾝﾄﾚｲ ｦ ｲﾚﾅｵｼﾃｸﾀﾞｻ
ｲ.]

製品のバックカバーが完全に閉ま
っていません。

本製品のバックカバーをロックするまで完全
に閉じます。

両面トレイが完全に装着されてい
ません。

両面トレイを本製品へしっかりと装着します。
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エラーメッセージ 原因 対処方法
[ﾘﾖｳ ﾃﾞｷﾏｾﾝ] 使用する機能は、セキュリティー

機能ロック 3.0 により制限されて
います。

管理者に問い合わせて、お客様のセキュリティ
ー機能ロックの設定値を確認します。

[ﾚｲｷｬｸﾁｭｳ] 本製品内側の温度が高すぎます。
本製品は現在の印刷ジョブを一時
停止し、冷却モードに入ります。

製品内のファンの動作音が聞こえ、排気口が遮
られていないことを確認してください。
ファンが回っている場合は、排気口の周囲にあ
る障害物を取り除きます。
製品はオンの状態にしますが、数分間は使用し
ないでください。ファンが回っていない場合、
本製品の電源を切り、数分後に再度電源を入れ
ます。

  関連情報
• トラブルシューティング
関連トピック：
• 消耗品の交換
• 用紙トレイに用紙をセットして印刷する
• 多目的トレイ（MPトレイ）に用紙をセットして印刷する
• ドラムカートリッジを交換する
• コロナワイヤーを清掃してください 
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 ホーム > トラブルシューティング > 紙詰まり

紙詰まり
用紙を追加する際は、必ずトレイにある残りの用紙を一度出し、追加する用紙と一緒にばらつきがないようにま
とめてください。これにより、複数枚の紙が同時に給紙され、紙詰まりを起こすのを防ぎます。

  警告
• トレイを引き抜いて紙詰まり処理を行う場合には、弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にご連絡
ください。お客様自身で行うと思わぬケガをするおそれがあります。

  注意
• 機械内部に詰まった用紙や紙片は無理に取り除かないでください。特に、定着部やローラー部に用紙が巻
き付いているときは無理に取らないでください。ケガややけどの原因となるおそれがあります。ただち
に電源スイッチを切り、弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にご連絡ください。

  関連情報
• トラブルシューティング

• 多目的トレイで紙が詰まっている
• 用紙トレイで紙が詰まっている
• 製品の背面の用紙詰まり
• 製品の内部で紙が詰まっている
• 両面トレイの内部で紙が詰まっている 
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 ホーム > トラブルシューティング > 紙詰まり > 多目的トレイで紙が詰まっている

多目的トレイで紙が詰まっている
本製品の操作パネルまたはステータスモニターが製品の多目的トレイに紙詰まりがあることを示している場合
は、次の手順に従ってください。
1. 多目的トレイから用紙を取り除きます。
2. すべての詰まった用紙を多目的トレイの内側および周囲から取り除きます。

3. 用紙の束をあおぐようにしごいてから、多目的トレイへもう一度セットしてください。
4. 多目的トレイに用紙を再びセットする際には、トレイ両側の用紙最大位置（1）を超えていないことを確認し
てください。

1

5. Goを押して印刷を再開します。

  関連情報
• 紙詰まり 
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 ホーム > トラブルシューティング > 紙詰まり > 用紙トレイで紙が詰まっている

用紙トレイで紙が詰まっている
本製品の操作パネルまたはステータスモニターが用紙トレイに紙詰まりがあることを示している場合は、次の手
順に従ってください。
1. 用紙トレイを本製品から完全に引き出します。

2. 詰まった紙をゆっくりと引き抜きます。

両手で詰まった紙を下方向に引っ張ると紙を簡単に取り除くことができます。

3. また紙詰まりが起きないよう、用紙の束をあおぐようにしごいてから、用紙サイズに合わせて用紙ガイドを
調整します。

4. 用紙が用紙最大位置（b b b）以下にあることを確認します。
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5. 用紙トレイを本製品にしっかりと取り付けます。

  関連情報
• 紙詰まり 
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 ホーム > トラブルシューティング > 紙詰まり > 製品の背面の用紙詰まり

製品の背面の用紙詰まり
本製品の操作パネルまたはステータスモニターが製品の後方（背面）に紙詰まりがあることを示している場合は、
次の手順に従ってください。
1. 本製品の電源を入れたまま 10分間放置して、本製品内部の非常に高温の部品が内蔵ファンにより冷却される
のを待ちます。

2. バックカバーを開きます。

3. 左右の緑色のレバーを手前に引いて、定着ユニットカバーを外します。

  注意
高温注意
機械に貼ってあるラベルの警告や説明には必ず従ってください。特に「高温注意」「高圧注意」のラベル
が貼ってある箇所には、絶対に触れないでください。やけどや感電の原因となるおそれがあります。

4. 両手を使って定着ユニットから詰まっている紙を優しく引っ張ります。
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5. 定着ユニットカバーを閉じます。

6. 本製品のバックカバーをロックするまで完全に閉じます。

  関連情報
• 紙詰まり 
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 ホーム > トラブルシューティング > 紙詰まり > 製品の内部で紙が詰まっている

製品の内部で紙が詰まっている
本製品の操作パネルまたはステータスモニターが製品内部に紙詰まりがあることを示している場合は、次の手順
に従ってください。
1. 本製品の電源を入れたまま 10分間放置して、本製品内部の非常に高温の部品が内蔵ファンにより冷却される
のを待ちます。

2. フロントカバーを開けます。

3. トナーカートリッジとドラムカートリッジのセットを取り除きます。

  注意
高温注意
機械に貼ってあるラベルの警告や説明には必ず従ってください。特に「高温注意」「高圧注意」のラベル
が貼ってある箇所には、絶対に触れないでください。やけどや感電の原因となるおそれがあります。

4. 詰まった紙をゆっくりと引き抜きます。

5. トナーカートリッジとドラムカートリッジのセットを、本製品に取り付けます。
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6. フロントカバーを閉じます。

  関連情報
• 紙詰まり 
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 ホーム > トラブルシューティング > 紙詰まり > 両面トレイの内部で紙が詰まっている

両面トレイの内部で紙が詰まっている
本製品の操作パネルまたはステータスモニターが両面用紙トレイに紙詰まりがあることを示している場合は、次
の手順に従ってください。
1. 本製品の電源を入れたまま 10分間放置して、本製品内部の非常に高温の部品が内蔵ファンにより冷却される
のを待ちます。

2. 用紙トレイを本製品から完全に引き出します。

3. 本製品の背面で両面トレイを本製品から完全に引き出します。

4. 詰まっている紙を本製品または両面トレイから引き抜きます。

5. 静電気により製品内に詰まった紙を取り除きます。
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6. 紙が両面トレイ内にない場合、バックカバーを開きます。

  注意
高温注意
機械に貼ってあるラベルの警告や説明には必ず従ってください。特に「高温注意」「高圧注意」のラベル
が貼ってある箇所には、絶対に触れないでください。やけどや感電の原因となるおそれがあります。

7. 両手を使って本製品の背面から詰まっている紙を優しく引き抜きます。

8. 本製品のバックカバーをロックするまで完全に閉じます。
9. 本製品の背面に両面トレイをしっかりと設置します。
10.本製品の前面に用紙トレイをしっかりと設置します。

  関連情報
• 紙詰まり 
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 ホーム > トラブルシューティング > 印刷の問題

印刷の問題
問題 対応
印刷されない。 適切にプリンタードライバーがインストールされ、選択さ

れていることを確認します。
ステータスモニターか操作パネルがエラーを表示してい
るかを確認します。
本製品がオンラインであることを確認します。
• Windows® 7およびWindows Server® 2008 R2

/スタート > デバイスとプリンターをクリックし
ます。FX DocuPrint XXXXX を右クリックし、 印刷ジ
ョブの表示をクリックします。メニューバーのプリン
ターをクリックします。プリンターをオフラインで使
用するが選択されていないことを確認します。

• Windows Server® 2008

/スタート > コントロール パネル > ハードウェア
とサウンド > プリンタをクリックします。FX
DocuPrint XXXXXを右クリックします。プリンタを
オンラインで使用するが一覧にないことを確認しま
す。一覧にある場合、このオプションをクリックして、
ドライバーをオンラインで設定します。

• Windows® 8およびWindows Server® 2012
マウスを、デスクトップの右下隅に移動します。メニ
ューバーが表示されたら、 設定 > コントロール パネ
ル > ハードウェアとサウンド > デバイスとプリンタ
ーの表示をクリックします。FX DocuPrint XXXXX
を右クリックします。印刷ジョブの表示をクリックし
ます。プリンタードライバーのオプションが表示され
た場合は、お使いのドライバーを選択します。メニュ
ーバーで プリンター をクリックし、 プリンターをオ
フラインで使用する が選択されていないことを確認
します。

• Windows® 10およびWindows Server® 2016

 > Windows システム ツール > コントロール パ
ネルをクリックします。ハードウェアとサウンドグル
ープで、デバイスとプリンターの表示をクリックしま
す。FX DocuPrint XXXXXを右クリックします。印
刷ジョブの表示をクリックします。プリンタードライ
バーのオプションが表示された場合は、お使いのドラ
イバーを選択します。メニューバーで プリンター を
クリックし、 プリンターをオフラインで使用する が選
択されていないことを確認します。

• Windows Server® 2012 R2
スタート画面でコントロール パネルをクリックしま
す。ハードウェアグループで、デバイスとプリンター
の表示をクリックします。FX DocuPrint XXXXXを
右クリックします。印刷ジョブの表示をクリックしま
す。プリンタードライバーのオプションが表示された
場合は、お使いのドライバーを選択します。メニュー
バーでプリンターをクリックし、プリンターをオフラ
インで使用するが選択されていないことを確認しま
す。

本製品が電源オフモードになっていないことを確認しま
す。
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問題 対応
本製品が電源オフモードになっている場合、操作パネルの

 を押して印刷データを再送信します。

本製品が印刷しません、または、印刷を停止しました。 Cancelを押します。
本製品は印刷ジョブをキャンセルし、メモリーから削除し
ます。印刷が完了していない可能性があります。印刷デ
ータを再送信してください。

本製品が予期せず印刷したり、不要なデータを印刷したり
します。
ヘッダーやフッターが画面上の文書には表示されますが、
印刷すると出てきません。

ページの上部と下部に印刷できない領域があります。こ
の領域を考慮に入れて、文書の上下の余白を調整してくだ
さい。
Cancelを押します。
アプリケーションが本製品と合わせて動作する設定にな
っていることを確認します。
アプリケーションの印刷画面で、弊社プリンタードライバ
ーが選択されていることを確認します。

本製品で、最初の 2ページは正しく印刷されますが、その
後のページにテキストがありません。

アプリケーションが本製品と合わせて動作する設定にな
っていることを確認します。
お使いのコンピューター が 本製品の入力バッファの信号
を完全認識できていません。インターフェイスに対応し
たケーブルを正しく接続したことを確認します。

本製品で、プリンタードライバーの設定が両面印刷であ
り、自動両面印刷がサポートされているにもかかわらず、
用紙の両面印刷ができません。

プリンタードライバーの用紙サイズ設定を確認します。
A4を用紙サイズに選択した場合、重さは 60～105 g/m2で
ある必要があります。

印刷速度が遅すぎる。 プリンタードライバーの設定を変更してください。解像
度が最も高い設定になっている場合、データ処理、送信、
印刷に時間がかかります。

製品に用紙が送り込まれていかない。 用紙トレイに紙が残っている場合は、曲がっていないか確
認します。用紙がカールしている場合は、まっすぐな状態
に伸ばします。用紙の束を取り出し、裏表を逆にしてから
用紙トレイへ戻すと問題が解決する場合があります。
用紙トレイにある用紙の量を減らし、再度印刷してくださ
い。
多目的トレイ (MPトレイ)が、プリンタードライバーの給
紙方法で選択されていないことを確認してください。
給紙ローラーを清掃します。

本製品が多目的トレイから用紙を送りません。 用紙をよくさばいてから、多目的トレイへもう一度しっか
りとセットしてください。
多目的トレイ (MPトレイ) が、プリンタードライバーの
給紙方法 で選択されていることを確認してください。

封筒が送られません。 封筒を多目的トレイにセットします。なおアプリケーシ
ョンで、お使いの封筒のサイズに合わせた印刷設定を行う
必要があります。ほとんどの場合、アプリケーションのペ
ージ設定メニューやドキュメント設定メニューで設定で
きます。

  関連情報
• トラブルシューティング
関連トピック：
• お使いのパソコンからの本製品の状態を監視する （Windows®）
• パソコンから本製品の状態を監視する（Mac）
• 印刷ジョブをキャンセルする
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• 用紙トレイに用紙をセットして印刷する
• 給紙ローラーを清掃する
• 多目的トレイ（MPトレイ）に用紙をセットして印刷する 
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印刷品質の改善
印刷品質に問題がある場合は、まずテストページを印刷します。印刷物に問題がなければ、本製品の問題ではな
いと考えられます。インターフェイスケーブルの接続を確認し、他の原稿を印刷してみてください。本製品から
の印刷物またはテストページの品質に問題がある場合は、表に示されている低品質の印刷例を参照し、推奨事項
に従ってください。

重要

富士ゼロックス製以外の部品を使用すると、印刷品質、ハードウェア性能、および製品の信頼性に影響する
場合があります。

1. 高品質の印刷を行うために、推奨される印刷用紙をご利用ください。仕様どおりの用紙をお使いください。
2. トナーカートリッジとドラムカートリッジが正しく取り付けられているか確認します。

印字品質が低い例 推奨

ABCDEFGH


abcdefghijk


A B C D 

a b c d e 

0 1 2 3 4

CDEF

cdefg

B C
b c d
1 2 3
ぼやける

• 本製品にトナー交換のステータスが表示されたら、新
しいトナーカートリッジと交換します。

• 本製品の設置環境を確認します。高温多湿の環境に設
置すると、正常に印刷できなくなる場合があります。

• ページ全体の色が薄い場合は、トナーセーブがオンに
なっている場合があります。本製品のメニュー設定ま
たはプリンタードライバーでトナー節約モードをオフ
にします。

• ドラムカートリッジを清掃してください。
• ドラムカートリッジのコロナワイヤーを清掃してくだ
さい。

• トナーカートリッジを新品に交換します。
• ドラムカートリッジを新しいドラムカートリッジに交
換してください。

ABCDEFGH


abcdefghijk


A B C D 

a b c d e 

0 1 2 3 4
灰色の背景

• 本製品の設置環境を確認します。高温多湿の環境で
は、背景に陰影がつきやすくなります。

• ドラムカートリッジを清掃してください。
• トナーカートリッジを新品に交換します。
• ドラムカートリッジを新しいドラムカートリッジに交
換してください。

ゴースト

• 本製品の設置環境を確認します。乾燥や低温の環境
は、印刷品質の問題の原因となる場合があります。

• プリンタードライバーで適切なメディアタイプを選択
します。

• メニュー設定で適切なメディアタイプを選択します。
• ドラムカートリッジを清掃してください。
• ドラムカートリッジを新しいドラムカートリッジに交
換してください。

• トナーカートリッジを新品に交換します。
• 定着ユニットが汚れている可能性があります。
弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にお問い
合わせください。
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印字品質が低い例 推奨

ABCDEFGH


abcdefghijk


A B C D 

a b c d e 

0 1 2 3 4
斑点が付く

• ドライバーのメディアタイプ設定が、お使いの用紙タ
イプと一致していることを確認します。

• ドラムカートリッジを清掃してください。
• トナーカートリッジが損傷している可能性がありま
す。
トナーカートリッジを新品に交換します。

• ドラムカートリッジが損傷している可能性がありま
す。
ドラムカートリッジを新しいドラムカートリッジに交
換してください。

• 定着ユニットが汚れている可能性があります。
弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にお問い
合わせください。

空洞ができる

• プリンタードライバーで 厚紙 モードを選択するか、現
在よりも薄い用紙を使用します。

• メニュー設定で適切なメディアタイプを選択します。
• 本製品の設置環境を確認します。多湿の環境は、印刷
文字に空洞ができる原因となります。

• ドラムカートリッジが損傷している可能性がありま
す。
ドラムカートリッジを新しいドラムカートリッジに交
換してください。

全面黒で印刷される

• ドラムカートリッジ内のコロナワイヤーを清掃してく
ださい。

• ドラムカートリッジが損傷している可能性がありま
す。
ドラムカートリッジを新しいドラムカートリッジに交
換してください。

ABCDEFGH


abcdefghijk


A B C D 

a b c d e 

0 1 2 3 4

ページ全体に白線が入る

• プリンタードライバーで適切なメディアタイプを選択
します。

• メニュー設定で適切なメディアタイプを選択します。
• この問題は自然に解決することがあります。この問題
を解決するには、複数の空白ページを印刷します（特
に、長期間に渡って本製品を使用していなかった場
合）。

• ドラムカートリッジを清掃してください。
• ドラムカートリッジが損傷している可能性がありま
す。
ドラムカートリッジを新しいドラムカートリッジに交
換してください。

ABCDEFGH


abcdefghijk


A B C D 

a b c d e 

0 1 2 3 4

ページ全体に線が入る

• ドラムカートリッジを清掃してください。
• ドラムカートリッジが損傷している可能性がありま
す。
ドラムカートリッジを新しいドラムカートリッジに交
換してください。
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印字品質が低い例 推奨

ページ全体に白線、帯または縞状の色むらが出る

• 本製品の設置環境を確認します。高温多湿の環境は、
印刷品質の問題の原因となる場合があります。

• ドラムカートリッジを清掃してください。
• 複数ページ印刷しても問題が解決しない場合は、ドラ
ムカートリッジを新品に交換します。

黒いテキストとグラフィクスに 94ミリ間隔で白点が付く

94ミリ間隔で黒点が付く

• 複数ページ印刷しても問題が解決しない場合は、ドラ
ムカートリッジにラベルの糊などの異物が付着してい
る可能性があります。ドラムカートリッジを清掃して
ください。
「関連情報」をご覧ください：ドラムカートリッジを清
掃してください

• ドラムカートリッジが損傷している可能性がありま
す。
ドラムカートリッジを新しいドラムカートリッジに交
換してください。

ABCDEFGH


abcdefghijk


A B C D 

a b c d e 

0 1 2 3 4

ページ全体に黒いトナーの跡が付く

• レーザープリンターでラベルシートを使用すると、シ
ートの糊がドラム表面に付着する場合があります。ド
ラムカートリッジを清掃してください。
「関連情報」をご覧ください：ドラムカートリッジを清
掃してください

• クリップやホッチキスの付いた用紙を使用すると、ド
ラムカートリッジが損傷する場合があります。

• ドラムカートリッジを開封したまま直射日光の当たる
場所（または室内照明の当たる場所に長期間）置いて
おくと、ユニットが損傷する可能性があります。

• ドラムカートリッジを清掃してください。
• トナーカートリッジが損傷している可能性がありま
す。
トナーカートリッジを新品に交換します。

• ドラムカートリッジが損傷している可能性がありま
す。
ドラムカートリッジを新しいドラムカートリッジに交
換してください。
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印字品質が低い例 推奨

ABCDEFGH


abcdefghijk


A B C D 

a b c d e 

0 1 2 3 4

ページの下部に黒線が入る
印刷物の下部にトナーの汚れが付着する

• 緑色のタブをスライドし、ドラムカートリッジ内のコ
ロナワイヤーを清掃します。
ドラムカートリッジの緑色のタブが元の位置にあるこ
とを確認します。

• トナーカートリッジが損傷している可能性がありま
す。
トナーカートリッジを新品に交換します。

• ドラムカートリッジが損傷している可能性がありま
す。
ドラムカートリッジを新しいドラムカートリッジに交
換してください。

• 定着ユニットが汚れている可能性があります。
弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にお問い
合わせください。

ABCDEFGH

abcdefghijk


A B C D 

a b c d e 

0 1 2 3 4

ページ下部に白線が入る

• 破けた紙片、付箋または埃などの異物が、本製品内ま
たはトナーカートリッジやドラムカートリッジ周辺に
ないことを確認します。

• トナーカートリッジが損傷している可能性がありま
す。
トナーカートリッジを新品に交換します。

• ドラムカートリッジが損傷している可能性がありま
す。
ドラムカートリッジを新しいドラムカートリッジに交
換してください。

ABCDEFGH


abcdefghijk


A B C D 


a b c d e 


0 1 2 3 4

画像が歪む

• 紙またはその他の印刷用紙が正しく用紙トレイにセッ
トされ、用紙ガイドが適切な位置にあることを確認し
ます。

• 用紙ガイドを正確に合わせます。
• 用紙トレイに紙を入れ過ぎている可能性があります。
• 用紙タイプと品質を確認します。
• 本製品内に破れた紙などの紙片がないかを確認しま
す。

• 自動両面印刷を行うときにのみ問題が発生する場合
は、両面トレイに破れた紙が残っていないかを確認し
ます。両面トレイが完全に挿入されバックカバーが完
全に閉まっていることを確認します。

曲がっている／波打っている

• 用紙タイプと品質を確認します。高温多湿の環境下に
あると、用紙が曲がってしまいます。

• 本製品を頻繁に使用しない場合、用紙が用紙トレイに
長期間置かれていることがあります。用紙トレイの用
紙の束を裏返します。また、用紙をさばいてから、用
紙トレイでその向きを 180度回転させます。

• バックカバー（背面排紙トレイ）を開き、背面排紙ト
レイに印刷済みの用紙を排紙できるようにします。

• 弊社推奨の印刷用紙を使用しない場合は、プリンター
ドライバーで 用紙のカールを軽減するモードを選択
します。

B DEFGH


abc efghijk


A C D 

b c d e 

1 3 4

しわまたは折り目が付く

• 用紙が正しくセットされていることを確認します。
• 用紙タイプと品質を確認します。
• トレイの用紙の束を裏返すか、給紙トレイの用紙を

180度回転させます。
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印字品質が低い例 推奨

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ. 0123456789. abcdefghijklmnopqrstuvwxyz.

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ. 0123456789. abcdefghijklmnopqrstuvwxyz.

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ. 0123456789. abcdefghijklmnopqrstuvwxyz.

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ. 0123456789. abcdefghijklmnopqrstuvwxyz.

定着不良

• ドライバーのメディアタイプ設定が、お使いの用紙タ
イプと一致していることを確認します。

• プリンタードライバーでトナーの定着を改善するモー
ドを選択します。
それでも改善されない場合は、封筒 (薄め)のプリンタ
ードライバーの設定を厚紙設定に変更します。封筒に
印刷する場合は、メディアタイプ設定で封筒 (厚め)を
選択します。

封筒がよじれてしまう

• 封筒を印刷するときはバックカバー（背面排紙トレイ）
が開いた状態であることを確認します。

• 封筒が多目的トレイから送られていることを確認しま
す。

  関連情報
• トラブルシューティング
関連トピック：
• テスト印刷
• ドラムカートリッジを清掃してください 
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 ホーム > トラブルシューティング > ネットワークの問題

ネットワークの問題

• エラーメッセージ

• ネットワーク診断修復ツールを使用する （Windows®）

• 本製品のネットワーク設定はどこにありますか?

• 無線ネットワーク設定を完了できません

• 本製品からネットワーク経由で印刷できない

• 使用しているネットワーク機器が正しく動作していることを確認したい
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 ホーム > トラブルシューティング > ネットワークの問題 > エラーメッセージ

エラーメッセージ
エラーが発生すると、本製品にエラーメッセージが表示されます。最も一般的なエラーメッセージを表に記載し
ます。

エラーメッセージ 原因 対処方法
[ﾕｰｻﾞﾆﾝｼｮｳ ﾆ ｼｯ
ﾊﾟｲｼﾏｼﾀ. ｶﾝﾘｼｬ ﾆ
ﾄｲｱﾜｾﾃｸﾀﾞｻｲ.]

ネットワークへの印刷ログ
保存機能の認証設定が正し
くありません。

• 認証設定のユーザー名およびパスワードが正しいことを確認し
ます。ユーザー名がドメインの一部である場合、ユーザー@ド
メインまたは、ドメイン\ユーザーのいずれかの形式でユーザー
名を入力します。

• SNTP タイムサーバーが正確に設定され、設定された時間が、
認証のために Kerberosまたは NTLMv2により使用される時間
と一致することを確認します。

[ｾﾂｿﾞｸ ｴﾗｰ] 他の機器が同時に、Wi-Fi
Direct ネットワークに接続
しようとしています。

Wi-Fi Direct への接続を試みている機器がないことを確認してか
ら、Wi-Fi Directの設定をもう一度行います。

[ｾﾂｿﾞｸ ｼｯﾊﾟｲｼﾏｼ
ﾀ]

Wi-Fi Direct ネットワークの
設定中には、本製品とお使い
の携帯端末は通信できませ
ん。

• 携帯端末を本製品に近づけます。
• 本製品と携帯端末を、障害物のない場所に移動します。
• WPSの PIN方式を使用している場合、PINコードは必ず正確
に入力してください。

[ﾌｧｲﾙ ﾍ ｱｸｾｽﾃﾞｷﾏ
ｾﾝ. ｶﾝﾘｼｬ ﾆ ﾄｲｱﾜ
ｾﾃｸﾀﾞｻｲ.]

ネットワークへの印刷ログ
保存機能の保存先フォルダ
に、本製品がアクセスできま
せん。

• 保存されたディレクトリ名が正しいことを確認します。
• 保存されたディレクトリが書き込み可能であることを確認しま
す。

• ファイルがロックされていないことを確認します。

[ﾛｸﾞｶｷｺﾐ ﾃﾞｷﾏｾﾝ] ウェブブラウザーで、印刷ロ
グ機能設定の書き込みエラ
ー時設定の印刷中止オプシ
ョンを選択しました。

このメッセージが画面から消えるまで、約 1分間お待ちください。

[ﾃﾞﾊﾞｲｽｶﾞ ﾐﾂｶﾘﾏｾ
ﾝ]

Wi-Fi Direct ネットワークの
設定時に、本製品がお使いの
携帯端末を認識できません。

• 本製品とお使いの携帯端末が、Wi-Fi Directモードであることを
確認します。

• 携帯端末を本製品に近づけます。
• 本製品と携帯端末を、障害物のない場所に移動します。
• Wi-Fi Directを手動で設定する場合、パスワードが正しく入力さ
れたことを確認します。

• IPアドレスを取得する方法について、お使いの携帯端末に設定
ページがある場合、携帯端末の IPアドレスが DHCPを通して
設定されたことを確認します。

[ｻｰﾊﾞｰ ｶﾞ ﾐﾂｶﾘﾏｾ
ﾝ. ｶﾝﾘｼｬ ﾆ ﾄｲｱﾜｾ
ﾃｸﾀﾞｻｲ.]

ネットワークへの印刷ログ
保存機能のためのサーバー
に本製品が接続できません。

• サーバーのアドレスが正しいことを確認します。
• サーバーがネットワークに接続していることを確認します。
• 本製品がネットワークに接続していることを確認します。

[ﾄｹｲ ｶﾞ ﾐｾｯﾃｲﾃﾞ
ｽ. ｶﾝﾘｼｬ ﾆ ﾄｲｱﾜｾ
ﾃｸﾀﾞｻｲ.]

本製品が SNTP タイムサー
バーから時間を取得しませ
ん。

• SNTPタイムサーバーにアクセスするための設定値が、ウェブ
ブラウザーを使用して正しく設定されていることを確認しま
す。

  関連情報
• ネットワークの問題 
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 ホーム > トラブルシューティング > ネットワークの問題 > ネットワーク診断修復ツールを使用する
（Windows®）

ネットワーク診断修復ツールを使用する （Windows®）
ネットワーク診断修復ツールを使用して、本製品のネットワーク設定を修正してください。これにより IPアドレ
スとサブネットマスクの割り当てが行われます。

• （Windows® 7/Windows® 8/Windows® 10）
管理者権限でログオンする必要があります。

• 本製品の電源がオンになっており、パソコンと同じネットワークに接続されていることを確認してくださ
い。

1. 以下のいずれかを行ってください：

オプション 詳細

Windows Server®
2008

スタート > すべてのプログラム > アクセサリ > Windows エクスプローラ > コン
ピュータをクリックします。

Windows® 7  (スタート) > コンピューターをクリックします。

Windows® 8/
Windows® 10

タスクバーの （エクスプローラー）アイコンをクリックしてから、左側にある
ナビゲーションバーのコンピューター（PC）をクリックします。

Windows Server®
2012 / 2012 R2 / 2016

スタート画面でコンピュータ（この PC）をクリックします。

2. XXX(C:)（XXXは、ローカルディスクドライブ名）をダブルクリックし、Program Files > Browny02 > Fuji
Xerox > Fuji XeroxNetTool.exeに進みます。

• 64ビット OSをお使いの場合は、XXX(C:)（XXXはローカルディスクドライブ名）をダブルクリック
し、Program Files (x86) > Browny02 > Fuji Xerox > Fuji XeroxNetTool.exeに進みます。

• ユーザー アカウント制御 画面が表示されたら、 はいをクリックします。

3. 画面の指示に従います。
4. ネットワーク設定リストを印刷し、診断結果を確認します。

ステータスモニターで接続状態を常に監視するオプションを選択した場合、 ネットワーク診断修復ツール
が自動的に開始します。ステータスモニターを 右クリックし、その他の設定 > 接続状態を常に監視するを
クリックします。ネットワーク管理者が IPアドレスを「Static」に設定している場合は、IPアドレスが自
動的に変更されるため推奨しません。

ネットワーク診断修復ツールを使用しても正しい IPアドレスとサブネットマスクが割り当てられない場合は、ネ
ットワーク管理者にこれらの設定値をお問い合わせください。

  関連情報
• ネットワークの問題
関連トピック：
• ネットワーク設定レポートを印刷する
• 本製品からネットワーク経由で印刷できない
• 使用しているネットワーク機器が正しく動作していることを確認したい 
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 ホーム > トラブルシューティング > ネットワークの問題 > 本製品のネットワーク設定はどこにあります
か?

本製品のネットワーク設定はどこにありますか?

• ネットワーク設定レポートを印刷する

• パソコンを使用して製品の設定を変更する
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 ホーム > トラブルシューティング > ネットワークの問題 > 無線ネットワーク設定を完了できません

無線ネットワーク設定を完了できません
無線 LANアクセスポイント/ルーターの電源を切って、電源を入れ直してください。その後で、再度、無線設定
を行ってください。それでも問題が解決しない場合は、次の手順に従ってください。
WLANレポートで問題について調べます。

原因 対処方法 インターフェイ
ス

セキュリティの設定（SSID/
ネットワークキー）が正しく
ありません。

• セキュリティ設定が正しいことを確認します。
- セキュリティ設定については、お使いの無線 LANアクセスポ
イント/ルーターに付属の取扱説明書をご覧ください。

- セキュリティの初期設定に、無線 LANアクセスポイント/ルー
ターの製造元の名前やモデル番号が使用されている可能性が
あります。

- アクセスポイント/ルーターの製造元、インターネットプロバ
イダー、またはネットワーク管理者に問い合わせてください。

無線 LAN

本製品の MACアドレスが許
可されていません。

本製品の MAC アドレスがフィルタで許可されていることを確認し
てください。MAC アドレスは、本製品の操作パネルで確認できま
す。

無線 LAN

無線 LAN アクセスポイント
／ルーターがステルスモー
ドです（SSID の隠ぺいが有
効になっています）。

• 正しい SSID名またはネットワークキーを手動で入力します。
• 無線 LANアクセスポイント／ルーターの取扱説明書に記載され
ている SSID名やネットワークキーを確認し、無線ネットワーク
を再設定します。

無線 LAN

セキュリティ設定（SSID／パ
スワード）に誤りがありま
す。

• SSID とパスワードを確認します。
- ネットワークを手動で設定するときは、本製品の操作パネル
に SSID とパスワードが表示されます。お使いの携帯端末が
手動設定に対応している場合は、お使いの携帯端末の画面に
SSID とパスワードが表示されます。

Wi-Fi Direct

Android™ 4.0 を使用してい
ます。

携帯端末の接続が切断された場合（Wi-Fi Directを使用してから約 6
分後）、WPS（推奨）を使用したワンプッシュ設定を試み、本製品を
G/O（グループオーナー）として設定してください。

Wi-Fi Direct

本製品がお使いの携帯端末
から離れすぎています。

本製品を携帯端末の約 1メートル以内に近づけて、Wi-Fi Direct接続
の設定を行います。

Wi-Fi Direct

本製品と携帯端末の間に、障
害物（壁や家具など）があり
ませんか？

本製品を障害物のない場所へ移動してください。 Wi-Fi Direct

本製品または携帯端末の近
く に 、 無 線 パ ソ コ ン 、
Bluetooth 対応機器、電子レ
ンジ、デジタルコードレス電
話があります。

他の機器を、本製品または携帯端末から離れた場所に移動します。 Wi-Fi Direct

上記の対策すべてを試して
もWi-Fi Directの設定が完了
できない場合は、右記の対応
を行ってください。

• 本製品の電源を一度切ってから、入れ直します。Wi-Fi Direct設
定をもう一度行います。

• 本製品をクライアントとして使用している場合、現在の Wi-Fi
Direct接続で許可されている機器の数と、接続されている機器の
数を確認します。

Wi-Fi Direct

Windows®の場合
無線接続が中断し、上記のすべてを確認して試した後でも問題が解決しない場合は、ネットワーク診断修復ツ
ールを使用することをお勧めします。

  関連情報
• ネットワークの問題
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関連トピック：
• SSIDがブロードキャストされていない場合に、本製品を無線ネットワーク用に設定する
• Wi-Fi Direct®を使用する 
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 ホーム > トラブルシューティング > ネットワークの問題 > 本製品からネットワーク経由で印刷できない

本製品からネットワーク経由で印刷できない
原因 対処方法 インターフェイ

ス
お使いのセキュリティソ
フトウェアにより、本製品
のネットワークへのアク
セスがブロックされてい
ます。

正常にインストールできた場合でも、一部のセキュリティソフトウェ
アは、セキュリティ警告のダイアログボックスを表示しないでアクセ
スをブロックする場合があります。
アクセスを許可するには、セキュリティソフトウェアの説明書を参照
するか、ソフトウェアの製造元に問い合わせてください。

有線/無線

本製品に、有効な IP アド
レスが割り当てられてい
ません。

• IPアドレスとサブネットマスクを確認します。
お使いのパソコンと本製品の、IPアドレスとサブネットマスクがい
ずれも正しく、同一のネットワーク上に存在することを確認しま
す。
IPアドレスとサブネットマスクを確認する方法についての詳細は、
ネットワーク管理者に問い合わせてください。

• （Windows®）
ネットワーク診断修復ツールを使用して、IP アドレスとサブネット
マスクを確認します。

有線/無線

失敗した印刷ジョブが、パ
ソコンの印刷キューに残
っています。

• 失敗した印刷ジョブがパソコンの印刷キューに残っている場合は、
そのジョブを削除します。

• または、以下のフォルダーでプリンターアイコンをダブルクリック
し、すべての文書をキャンセルします。
- （Windows® 7）

(スタート) > デバイスとプリンター > プリンターと FAX
をクリックします。

- （Windows® 8）
マウスを、デスクトップの右下隅に移動します。メニューバー
が表示されたら、設定 > コントロール パネルをクリックしま
す。ハードウェアとサウンドグループで、デバイスとプリンタ
ーの表示 > プリンターをクリックします。

- （Windows® 10およびWindows Server® 2016）

 > Windows システム ツール > コントロール パネルをク
リックします。ハードウェアとサウンドグループで、デバイス
とプリンターの表示をクリックします。

- （Windows Server® 2008）
スタート > コントロール パネル > プリンタをクリックします。

- （Windows Server® 2012）
マウスを、デスクトップの右下隅に移動します。メニューバー
が表示されたら、設定 > コントロール パネルをクリックしま
す。ハードウェアグループで、デバイスとプリンターの表示 >
プリンターをクリックします。

- （Windows Server® 2012 R2）
スタート画面でコントロール パネルをクリックします。ハー
ドウェアグループで、デバイスとプリンターの表示をクリック
します。

- （Mac）
システム環境設定 > プリンタとスキャナをクリックします。

有線/無線

お使いの製品は無線ネッ
トワークに接続されてい
ません。

無線 LANレポートを印刷して、エラーコードを確認します。 無線 LAN

上記のすべての対応を確認して試しても本製品で印刷できない場合は、プリンタードライバーをアンインストー
ルして再インストールしてください。
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  関連情報
• ネットワークの問題
関連トピック：
• WLANレポートを印刷する
• 無線 LANレポートのエラーコード
• ネットワーク診断修復ツールを使用する （Windows®）
• 使用しているネットワーク機器が正しく動作していることを確認したい 
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 ホーム > トラブルシューティング > ネットワークの問題 > 使用しているネットワーク機器が正しく動作し
ていることを確認したい

使用しているネットワーク機器が正しく動作していることを確認したい
確認 対処方法 インターフェイス
本製品、アクセスポイン
ト／ルーター、またはネ
ットワークハブの電源
が入っていることを確
認します。

次の点を確認してください。
• 電源コードが正しく接続され、本製品の電源が入っている。
• 無線 LAN アクセスポイント/ルーターまたはハブの電源が入った
状態で、リンクボタンが点滅している。

• すべての保護用梱包材が本製品から取り除かれている。
• トナーカートリッジとドラムカートリッジが正しく取り付けられ
ている。

• フロントカバーとバックカバーが完全に閉まっている。
• 用紙トレイに用紙が正しく挿入されている。
• （有線ネットワークの場合）ネットワークケーブルが、本製品と、
ルーターまたはハブに確実に接続されている。

有線/無線

ネットワーク設定レポ
ートで Link Status を
確認します。

ネットワーク設定レポートを印刷し、Ethernet Link Status または
Wireless Link Statusが Link OKであることを確認します。

有線/無線

ping コマンドを使用し
てパソコンと本製品の
接続を確認します。

Windows®のコマンドプロンプトまたは Mac Terminal アプリケーショ
ンで、IPアドレスまたはノード名を使用して、パソコンから本製品に対
して pingを実行します。
[<ipaddress>]または[<nodename>]を pingします。
• 成功：本製品は正しく動作していて、お使いのパソコンと同じネッ
トワークに接続されています。

• 失敗：本製品はお使いのパソコンと同じネットワークに接続されて
いません。

（Windows®）
ネットワーク管理者に問い合わせて、ネットワーク診断修復ツールで IP
アドレスとサブネットマスクを修正してください。
（Mac）
IPアドレスとサブネットマスクが正しく設定されていることを確認し
てください。

有線/無線

本製品が無線ネットワ
ークに接続されている
ことを確認します。

無線 LANレポートを印刷して、エラーコードを確認します。 無線 LAN

上記の対策をすべて試みても問題が解決しない場合は、お使いの無線 LANアクセスポイント／ルーターの説明書
で SSIDとネットワークキーの情報を参照し、それらを正しく設定してください。

  関連情報
• ネットワークの問題
関連トピック：
• ネットワーク設定レポートを印刷する
• WLANレポートを印刷する
• 無線 LANレポートのエラーコード
• ネットワーク診断修復ツールを使用する （Windows®）
• 本製品からネットワーク経由で印刷できない 
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 ホーム > トラブルシューティング > その他の問題

その他の問題
問題 対応
本製品の電源が入りません。 電源接続部への悪影響（雷や電力サージなど）により、本

製品の内部安全機構が作動した可能性があります。電源
コードを抜いてください。約 10分待ってから電源コード
を接続し、  を押して本製品の電源を入れます。

問題が解決しない場合は、  を長押しして本製品の電
源を切ります。バックアップ電池またはサージ抑制器を
使用している場合、これを外して問題の原因でないことを
確認します。本製品の電源コードを直接、動作しているこ
とが確実な別の壁面コンセントへ接続し、  を押して
本製品の電源を入れます。

本製品の PS3エミュレートプリンタードライバーでは、
バイナリコードを含む EPSデータは印刷できません。

（Windows®）
以下の手順で EPSデータを印刷します。
1. Windows® 7およびWindows Server® 2008 R2の場
合：

 （スタート）ボタン > デバイスとプリンターをク
リックします。
Windows Server® 2008の場合：

 （スタート）ボタン > コントロール パネル > ハ
ードウェアとサウンド > プリンタをクリックします。
Windows® 8およびWindows Server® 2012の場合：
マウスを、デスクトップの右下隅に移動します。メニ
ューバーが表示されたら、 設定 > コントロール パネ
ルをクリックします。ハードウェアとサウンド 1 グル
ープ、デバイスとプリンターの表示をクリックします。
Windows® 10およびWindows Server® 2016の場合：

 > Windows システム ツール > コントロール パ
ネルをクリックします。ハードウェアとサウンドグル
ープで、デバイスとプリンターの表示をクリックしま
す。
Windows Server® 2012 R2の場合:
スタート画面でコントロール パネルをクリックしま
す。ハードウェアグループで、デバイスとプリンター
の表示をクリックします。

2. FX DocuPrint XXXXX PS3 emulate アイコンを右ク
リックし、 プリンターのプロパティを選択します。

3. デバイスの設定 タブから、 出力プロトコルにある
TBCP（Tagged binary communication protocol）を選
択します。

本製品のソフトウェアをインストールできません。 （Windows®）
インストール中にセキュリティソフトウェアの警告がコ
ンピューター画面に表示された場合、弊社製品のセットア
ッププログラムや他のプログラムを実行できるよう、セキ
ュリティソフトウェアの設定を変更します。
（Mac）
アンチスパイウェアまたはアンチウイルスセキュリティ
ソフトウェアのファイアウォール機能を使用している場
合、一時的に無効にしてから本製品のソフトウェアをイン
ストールします。
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1 Windows Server® 2012の場合: ハードウェアとサウンド

  関連情報
• トラブルシューティング 
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 ホーム > トラブルシューティング > 本製品の情報を確認する

本製品の情報を確認する
以下の指示に従って、本製品のシリアル番号とファームウェアバージョンを確認してください。

1. aまたは bを押して、[ｾｲﾋﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、以下のオプションのいずれかを選択します。

オプション 詳細

[ﾌﾟﾘﾝﾀｰｾｯﾃｲ ｲﾝｻﾂ] 設定の一覧を印刷します。

[ﾈｯﾄﾜｰｸｾｯﾃｲ ｲﾝｻﾂ] ネットワーク設定の一覧を印刷します。

[ﾑｾﾝLANﾚﾎﾟｰﾄ ｲﾝｻﾂ] 無線ネットワーク接続結果を印刷します。

[ﾌｧｲﾙﾘｽﾄ ｲﾝｻﾂ] メモリーに保存されているデータの一覧を印刷します。

[ﾃｽﾄ ﾌﾟﾘﾝﾄ] テストページを印刷します。

[ﾄﾞﾗﾑ ﾖｺﾞﾚ ｲﾝｻﾂ] ドラムチェックシートを印刷します。

[ﾌｫﾝﾄﾘｽﾄ ｲﾝｻﾂ] 製品の内部フォントの一覧を印刷します。

[ｼﾘｱﾙ No.] 製品のシリアルナンバーを確認します。

[ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ] 製品のファームウェアバージョンを確認します。

[ｲﾝｻﾂﾏｲｽｳ ﾋｮｳｼﾞ] 製品が印刷した合計ページ数を確認します。

[ｼｮｳﾓｳﾋﾝ ｼﾞｭﾐｮｳ] 消耗品の使用可能な寿命の割合を確認します。

3. OKを押します。

  関連情報
• トラブルシューティング 
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 ホーム > トラブルシューティング > リセット機能

リセット機能

• ネットワーク設定のリセット

• 出荷状態リセット
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 ホーム > トラブルシューティング > リセット機能 > ネットワーク設定のリセット

ネットワーク設定のリセット
パスワードや IPアドレスなど、プリントサーバーのネットワーク設定をお買い上げ時の設定に戻すには、ネット
ワーク設定リセット機能を使用します。

• ネットワーク設定をリセットする前に、すべてのインターフェイスケーブルのプラグを抜いてください。

1. aまたは bを押して、[ﾘｾｯﾄ ﾒﾆｭｰ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ﾈｯﾄﾜｰｸｾｯﾃｲﾘｾｯﾄ]を選択し、OKを押します。
3. aを押して、[ﾊｲ]を選択します。

本製品が自動的に再起動します。

  関連情報
• リセット機能 
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 ホーム > トラブルシューティング > リセット機能 > 出荷状態リセット

出荷状態リセット
工場出荷時リセット機能を使用して、すべての設定をお買い上げ時の設定に戻します。

工場出荷時リセットを実行する前に、すべてのインターフェイスケーブルのプラグを抜いてください。

1. aまたは bを押して、[ﾘｾｯﾄ ﾒﾆｭｰ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ｺｳｼﾞｮｳ ﾘｾｯﾄ]を選択し、OKを押します。
3. aを押して、[ｾｯﾃｲﾘｾｯﾄ]を選択します。

  関連情報
• リセット機能 
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 ホーム > 定期メンテナンス

定期メンテナンス

• 消耗品の交換

• 本製品を清掃する

• 部品の寿命を確認する

• 定期メンテナンス部品を交換する
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 ホーム > 定期メンテナンス > 消耗品の交換

消耗品の交換
本製品が消耗品の寿命が来たことを示している場合、消耗品を交換しなければなりません。
弊社以外の消耗品を使用すると、印刷品質、ハードウェア性能、および製品の信頼性に影響する場合があります。
トナーカートリッジとドラムカートリッジは、それぞれ別の消耗品となります。これらは 1つのセットとして取
り付けてください。 消耗品の型番は国により異なります。

お願い
• 必ず、使用済みの消耗品を袋に入れ、しっかりと封をして、トナーの粉末がカートリッジからこぼれない
ようにしてください。

• 誤って中身をこぼしてしまうことがないよう、使用済み消耗品と新品の消耗品にはそれぞれ紙を貼付して
保管することをお勧めしています。

• 推奨される印刷メディア以外の用紙を使用する場合、消耗品や本体部品の寿命が短くなることがありま
す。

• 各トナーカートリッジの一般的な寿命は、ISO/IEC 19752に準拠しています。交換頻度は印刷量、印刷範
囲、使用している印刷メディア、製品電源をオン/オフする回数により異なります。

• トナーカートリッジ以外の消耗品の交換頻度は、印刷量、使用している印刷メディア、製品電源をオン/
オフする回数により異なります。

• トナーカートリッジは慎重にお取り扱いください。トナーが手や洋服に付着した場合は、直ちに拭き取る
か、冷水で洗い流してください。

  警告
• こぼれたトナーを電気掃除機で吸い取らないでください。本製品内およびトナーカートリッジ、トナー回
収ボトル等に付着したトナーを電気掃除機で吸引することもおやめください。掃除機を用いると、掃除機
内部のトナーが、電気接点の火花などにより、発火または爆発するおそれがあります。床などにこぼした
トナーは、ほうきで掃き取るか、または石けん水を湿らした布などで拭き取ってください。大量にこぼれ
た場合、弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にご連絡ください。

• トナーカートリッジは、絶対に火中に投じないでください。トナーカートリッジに残っているトナーが発
火または爆発する可能性があり、火傷のおそれがあります。使い終わった不要なトナーカートリッジは弊
社プリンターサポートデスクまたは販売店にて回収いたしますので、必ず弊社プリンターサポートデスク
または販売店にご連絡ください。

  注意
• ドラムカートリッジやトナーカートリッジは幼児の手が届かないところに保管してください。幼児がト
ナーを飲み込んだ場合は、ただちに医師に相談し指示を受けてください。

• ドラムカートリッジやトナーカートリッジを交換する際は、トナーが飛散しないように注意してくださ
い。また、トナーが飛散した場合は、トナーが皮膚や衣服に付いたり、トナーを吸引したり、または目や
口に入らないように注意してください。

重要

• 富士ゼロックス製品は特定の仕様のトナーで動作するように設計されており、富士ゼロックス純正のトナ
ーカートリッジを使用した場合に最適な性能を発揮します。他の仕様のトナーまたはトナーカートリッ
ジを使用した場合は、最適な性能を保証できません。本製品は、他の仕様のトナーやトナーカートリッジ
を正しく検出せずに、標準容量のトナーカートリッジであると検出する可能性があります。このため、本
製品に富士ゼロックス純正以外のカートリッジを使用したり、空のカートリッジに他社のトナーを詰め替
えたりすることはお勧めしません。富士ゼロックス純正製品以外のトナーまたはトナーカートリッジを
使用した結果、本製品との不整合や不適合により本製品のドラムカートリッジや他の部品が損傷した場
合、それに伴う修理は保証の対象となりません。
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• 最良の性能を発揮させるために、富士ゼロックス純正のドラムカートリッジおよびトナーカートリッジを
使用してください。他社のドラムカートリッジまたはトナーカートリッジで印刷すると、印刷品質が低下
するだけでなく、本製品の性能低下や寿命の短縮を招くおそれもあります。他社のドラムカートリッジま
たはトナーカートリッジの使用に起因する問題は、保証範囲外となります。

• 印刷品質の問題を回避するため、イラストで色のついている部分には絶対に触れないでください。
トナーカートリッジ

ドラムカートリッジ

  関連情報
• 定期メンテナンス

• トナーカートリッジを交換する
• ドラムカートリッジを交換する

関連トピック：
• エラーメッセージとメンテナンスメッセージ
• 消耗品 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 消耗品の交換 > トナーカートリッジを交換する

トナーカートリッジを交換する
1. 本製品の電源が入っていることを確認します。
2. フロントカバーを開けます。

3. トナーカートリッジとドラムカートリッジのセットを、本製品から取り外します。

4. 緑色のレバーを押し下げ、トナーカートリッジをドラムカートリッジから取り外します。

5. 新しいトナーカートリッジを開封します。
6. 保護カバーを取り除きます。

7. 新しいトナーカートリッジをドラムカートリッジへ正しい位置に固定されるまでしっかりと差し込みます。
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トナーカートリッジが正しく差し込まれたことを確認しないと、ドラムカートリッジから外れる場合があり
ます。

8. 緑色のタブを左右に数回ゆっくりと滑らせて、ドラムカートリッジ内のコロナワイヤーを清掃します。

必ずタブをホームポジションに戻してください。aタブの矢印をドラムカートリッジの矢印に合わせる必
要があります。矢印を合わせないと、印刷されたページに縦縞が現れます。

9. トナーカートリッジとドラムカートリッジのセットを、本製品に取り付けます。

10.本製品のフロントカバーを閉じます。
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• 本製品がレディモードに戻るまで本製品の電源を切ったり、フロントカバーを開けたりしないでくださ
い。

• 本製品のご購入時には付属トナーカートリッジが装着されています。
• トナー残量が少ないことを知らせる警告メッセージが表示されたら、新品のトナーカートリッジを手元
に準備しておくことをお勧めします。

• 本製品は、推奨消耗品を使用した際に最も安定した性能および印刷品質を発揮するよう設計されていま
す。本製品に推奨される消耗品を使用しないと、本製品の性能および印刷品質が損なわれます。また、
本製品が故障した際の修理も有償となります。最適なプリンター性能を享受するために必ず推奨消耗品
を使用してください。

• 必ず、装着する準備が完了してから新しいトナーカートリッジを開封してください。
• トナーカートリッジを長期間開封したまま置いておくと、トナーカートリッジの使用可能期間が短くな
ります。

• 本製品に付属のトナーカートリッジには、トナーを補充しないことを強くお勧めします。また、トナー
カートリッジを交換する場合は、引き続き富士ゼロックス製純正品のみを使用することを強くお勧めし
ます。富士ゼロックス製純正品以外のトナーやカートリッジを本製品に装着して使用したり、使用を試
みたりすると、本製品が損傷したり、印刷品質が悪くなったりするおそれがあります。富士ゼロックス
は、富士ゼロックス製純正品以外のトナーやカートリッジを使用することで問題が生じても、その責任
を負わないものとします。本製品の高い性能を維持するために、富士ゼロックス製純正トナーカートリ
ッジを使用することを強くお勧めします。

  関連情報
• 消耗品の交換 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 消耗品の交換 > ドラムカートリッジを交換する

ドラムカートリッジを交換する
1. 本製品の電源が入っていることを確認します。
2. フロントカバーを開けます。

3. トナーカートリッジとドラムカートリッジのセットを、本製品から取り外します。

4. 緑色のレバーを押し下げ、トナーカートリッジをドラムカートリッジから取り外します。

5. 新しいドラムカートリッジを開封します。
6. トナーカートリッジを新しいドラムカートリッジへ正しい位置に固定されるまでしっかりと差し込みます。

トナーカートリッジが正しく差し込まれたことを確認しないと、ドラムカートリッジから外れる場合があり
ます。
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7. 緑色のタブを左右に数回ゆっくりと滑らせて、ドラムカートリッジ内のコロナワイヤーを清掃します。

必ずタブをホームポジションに戻してください。aタブの矢印をドラムカートリッジの矢印に合わせる必
要があります。矢印を合わせないと、印刷されたページに縦縞が現れます。

8. トナーカートリッジとドラムカートリッジのセットを、本製品に取り付けます。

9. 本製品のフロントカバーを閉じます。
10.ドラムカートリッジカウンターをリセットします。

ドラムカートリッジカウンターのリセット方法について詳しくは、 「ドラムカートリッジの交換方法」を
参照してください。

お願い
• ドラムカートリッジは回転や、紙やトナー、その他の排紙で使用される資材との摩擦などにより磨耗しま
す。本製品を設計する際に、ドラムカートリッジ寿命の妥当な決定要因として、ドラムカートリッジ回転
数を使用することが決定されました。ドラムカートリッジが工場の設定した最大回転数（印刷枚数に対
応）に達すると、液晶ディスプレーにドラムカートリッジを交換することを促すメッセージが表示されま
す。製品は引き続き動作しますが、印字品質が落ちる可能性があります。

• ドラムカートリッジを開封したまま直射日光の当たる場所（または室内照明の当たる場所に長期間）置い
ておくと、ユニットが損傷する可能性があります。

• 実際のドラムカートリッジ寿命は製品が使用されている環境の温度や湿度、用紙やトナーの種類などさま
ざまな原因により異なります。印刷可能枚数は、用紙の種類やサイズなど、さまざまな要因によって異な
ります。
弊社は実際のドラムカートリッジの寿命を決定するこれらの原因を特定できないため、ドラムカートリッ
ジにより印刷される最低枚数を保証することはできません。

• 最高の性能を発揮させるために、 富士ゼロックス純正品 トナーカートリッジのみを使用してください。
• 本製品は十分な換気設備のある、清潔で埃のない環境でのみ使用してください。
富士ゼロックス純正品以外のドラムカートリッジで印刷すると、印刷品質の低下だけでなく、本製品自体
の性能低下や寿命の短縮を招くおそれもあります。富士ゼロックス純正品以外のドラムカートリッジを
使用したことに起因する問題に対しては、保証範囲外となります。

  関連情報
• 消耗品の交換
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関連トピック：
• エラーメッセージとメンテナンスメッセージ 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 本製品を清掃する

本製品を清掃する
乾いた、柔らかくて繊維の出ない布で、製品の外側と内側を定期的に清掃してください。
トナーカートリッジまたはドラムカートリッジを交換した場合は、本製品の内部を必ず清掃してください。印刷
したページにトナーの汚れが付着している場合は、乾いた柔らかくて繊維の出ない布で本製品の内部を清掃しま
す。

  警告
• 機械の性能の劣化を防ぎ安全を確保するため、清掃には指定されたものをご使用ください。スプレータイ
プのクリーナーは、引火や爆発の危険がありますので、絶対に使用しないでください。

  注意
• 機械の清掃を行う場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。電源
スイッチを切らずに機械の清掃を行うと、感電の原因となるおそれがあります。

重要

• イソプロピルアルコールで操作パネルを拭かないでください。操作パネルにひびが入るおそれがありま
す。

• 印刷品質の問題を回避するため、イラストで色のついた部分には絶対に触れないでください。
トナーカートリッジ

ドラムカートリッジ
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  関連情報
• 定期メンテナンス

• コロナワイヤーを清掃してください
• ドラムカートリッジを清掃してください
• 給紙ローラーを清掃する 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 本製品を清掃する > コロナワイヤーを清掃してください

コロナワイヤーを清掃してください
印刷品質に問題がある場合、または操作パネルに[ﾄﾞﾗﾑ ｵﾃｲﾚ]ステータスが表示される場合は、コロナワイヤー
を清掃してください。
1. フロントカバーを開けます。

2. トナーカートリッジとドラムカートリッジのセットを、本製品から取り外します。

3. 緑色のタブを左右に数回ゆっくりと滑らせて、ドラムカートリッジ内のコロナワイヤーを清掃します。

必ずタブをホームポジションに戻してください。aタブの矢印をドラムカートリッジの矢印に合わせる必
要があります。矢印を合わせないと、印刷されたページに縦縞が現れます。

4. トナーカートリッジとドラムカートリッジのセットを、本製品に取り付けます。

5. 本製品のフロントカバーを閉じます。

  関連情報
• 本製品を清掃する
関連トピック：
• エラーメッセージとメンテナンスメッセージ 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 本製品を清掃する > ドラムカートリッジを清掃してください

ドラムカートリッジを清掃してください

印刷したものにドット状などのしみが複数箇所にわたり 94 mm間隔で 付着している場合、ドラムに異物（ド
ラムの表面に付着したラベルの接着剤など）が付いていることがあります。

1. 本製品が待ち受け状態になっていることを確認します。
2. aまたは bを押して、[ｾｲﾋﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ]を表示し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ﾄﾞﾗﾑ ﾖｺﾞﾚ ｲﾝｻﾂ]オプションを選択します。
4. OKを押します。
本製品がドラムチェックシートを印刷します。

5. を長押しして本製品の電源を切ります。

6. フロントカバーを開けます。

ｌ
7. トナーカートリッジとドラムカートリッジのセットを、本製品から取り外します。

8. 緑色のレバーを押し下げ、トナーカートリッジをドラムカートリッジから取り外します。

9. ドラムカートリッジをイラストのように回します。ドラムカートリッジギアが左側にあることを確認してく
ださい。
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10.ドラムローラーの隣にマーキングされている番号で、ドラムの汚れの場所を探します。例えば、チェックシ
ートの 2列目に汚れが付着している場合は、「2番」のドラムが汚れている可能性があります。

11. ドラムカートリッジの端を手前に回しながら、ドラム表面の汚れが付着している可能性のある場所を探しま
す。
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• 印刷品質の問題を回避するため、ドラムカートリッジ表面（端を除く）には絶対に触れないでください。
• 黒色のレバーを引き下げると、ドラムカートリッジギアを回しやすくなります。ギアを回し終えたら、
レバーを押して元の位置に戻します。

12.ドラムの表面がきれいになるまで、汚れや付着物を乾いた綿棒で優しく拭き取ります。

お願い
尖ったものや液体を使用して感光ドラムの表面を清掃しないでください。

13.トナーカートリッジをドラムカートリッジへ正しい位置に固定されるまでしっかりと差し込みます。

トナーカートリッジが正しく差し込まれたことを確認しないと、ドラムカートリッジから外れる場合があり
ます。

14.トナーカートリッジとドラムカートリッジのセットを、本製品に取り付けます。
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15.本製品のフロントカバーを閉じます。

16. を押して本製品の電源を入れます。

  関連情報
• 本製品を清掃する
関連トピック：
• 印刷品質の改善 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 本製品を清掃する > 給紙ローラーを清掃する

給紙ローラーを清掃する
給紙ローラーの清掃を適切に行うことで、給紙が適切に行われるようになり、紙詰まりを防ぎます。

給紙の問題がある場合は、以下の手順で給紙ローラーを清掃してください。

1. を長押しして本製品の電源を切ります。

2. 用紙トレイを本製品から完全に引き出します。

3. 用紙がセットされている場合、または用紙トレイの内側にはさまっているものがある場合は取り除いてくだ
さい。

4. ぬるま湯を含ませた柔らかくて繊維の出ない布をしっかりと絞り、用紙トレイの分離パッドを拭いてほこり
を取り除きます。

5. 本製品内部の給紙ローラーを拭いてほこりを取り除きます。

6. 用紙をもう一度セットし、用紙トレイを本製品へしっかりと戻します。

7. を押して本製品の電源を入れます。

  関連情報
• 本製品を清掃する
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関連トピック：
• 印刷の問題 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 部品の寿命を確認する

部品の寿命を確認する
1. aまたは bを押して、[ｾｲﾋﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ]を表示し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ｼｮｳﾓｳﾋﾝ ｼﾞｭﾐｮｳ]を選択し、OKを押します。
3. a または b を押して、確認したい本製品の場所を選択し、 OKを押します。
液晶ディスプレーに部品の交換時期の寿命が表示されます。

  関連情報
• 定期メンテナンス 
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 ホーム > 定期メンテナンス > 定期メンテナンス部品を交換する

定期メンテナンス部品を交換する
印刷品質を維持するには、次の部品を定期的に交換します。 以下に示す部品は、多目的トレイの PFキットの場
合は約 50,000ページ 1を印刷後に、用紙トレイの PFキットと、トレイモジュール（オプション）、定着ユニッ
ト、およびレーザーユニットの PFキットの場合は約 200,000ページ 1を印刷後に交換する必要があります。
画面に次のメッセージが表示されたら、弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にお問い合わせください。

画面のメッセージ 詳細

[ﾋｰﾀｰ ｺｳｶﾝ] 2 定着ユニットを交換してください。

[ﾚｰｻﾞｰﾕﾆｯﾄ ｺｳｶﾝ] 2 レーザーユニットを交換してください。

[PF ｷｯﾄ1 ｺｳｶﾝ] 2 用紙トレイの PFキットを交換してください。

[PF ｷｯﾄ2 ｺｳｶﾝ] 2 3 トレイモジュール（オプション）の PFキットを交換してください。

[PF ｷｯﾄMP ｺｳｶﾝ] 2 多目的トレイの PFキットを交換してください。

  関連情報
• 定期メンテナンス 

1 レターまたは A4の片面ページ
2 交換頻度は、印刷ページの複雑さ、印刷範囲、および使用しているメディアの種類によって異なります。
3 本製品でトレイモジュール（オプション）を使用する場合は、このメッセージが画面に表示されます。本製品に複数のトレイモジュール（オ
プション）がある場合は、各トレイモジュール（オプション）に応じた数字でメッセージが表示されます。
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 ホーム > 製品の設定

製品の設定
設定や機能をカスタマイズし、ショートカットを登録し、画面に表示されるオプションを操作することで、より
一層便利に本製品をご使用いただけます。

• 操作パネルから製品の設定を変更する

• パソコンを使用して製品の設定を変更する
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する

操作パネルから製品の設定を変更する

• 基本設定

• 設定と機能一覧
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > 基本設定

基本設定

• スリープモードに入る時間を設定する

• ディープスリープモードについて

• 自動電源オフモードを設定する

• トナー消費量の削減

• 印刷音を軽減する

• 画面に表示される言語を変更する

267



 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > 基本設定 > スリープモードに入る時間を設
定する

スリープモードに入る時間を設定する
スリープモード（または省電力モード）に設定すると、消費電力を節約することができます。本製品がスリープ
モードに入るまでの待機時間を選択します。スリープモードタイマーは、本製品が印刷ジョブを受信したときに
リセットされます。

製品がスリープモードに入ると、電源がオフになったように見えます。印刷ジョブを受信すると、起動し印刷
を開始します。以下の手順で、製品がスリープモードに入るまでの時間（カウントダウン）を設定します。

1. aまたは bを押して、[ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ]を選択し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ｼｮｳｴﾈ ﾓｰﾄﾞ]を選択し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ｽﾘｰﾌﾟ ﾓｰﾄﾞ]を選択し、OKを押します。
4. aまたは bを押して、本製品がスリープモードに入る前に待機状態を維持する時間の長さを分単位で入力しま
す。
Goを押します。

お願い
• スリープモードになるまでの時間を延長した場合、ご使用条件によっては部品の寿命に影響を与える
ことがあります。初期値での使用をお勧めします。

• スリープモードをオフに設定することはできません。

  関連情報
• 基本設定 
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > 基本設定 > ディープスリープモードについ
て

ディープスリープモードについて
製品がスリープモードに入り、一定の時間ジョブを受信しないと、自動的にディープスリープモードに入ります。
時間の長さは、製品と設定に基づきます。
ディープスリープモードでは、スリープモードよりも消費電力を節約できます。

ディープスリープモード時の本製品の画面 本製品が起動する条件
画面に [ﾃﾞｨｰﾌﾟｽﾘｰﾌﾟ]と表示されます。 • 製品がジョブを受信した場合。

• 操作パネルのボタンが押された場合。

  関連情報
• 基本設定 
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > 基本設定 > 自動電源オフモードを設定する

自動電源オフモードを設定する
本製品が一定時間（設定により異なります）ディープスリープモードの状態にある場合、自動的に電源がオフに
なります。本製品は、ネットワーク接続されているとき、またはメモリー内にセキュリティ印刷データがあると
きは、電源オフモードになりません。

• 印刷を開始するには、操作パネルで を押し、印刷ジョブを送信します。

ディープスリープモードの状態がどのくらい続くと、自動電源オフモードに入るかを設定します。

1. aまたは bを押して、[ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ]を表示し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ｼｮｳｴﾈ ﾓｰﾄﾞ]を表示し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ｼﾞﾄﾞｳ ﾃﾞﾝｹﾞﾝｵﾌ]を選択し、OKを押します。
4. aまたは bを押して使用したいオプションを選択し、Goを押します。

  関連情報
• 基本設定 
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > 基本設定 > トナー消費量の削減

トナー消費量の削減
トナー節約機能を使うと、トナーの消費量が節約できます。トナー節約機能がオンになっていると、文書の印字
が薄く見えます。

写真や グレースケールイメージでは、トナー節約機能の使用をお勧めしていません。

1. aまたは bを押して、[ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ]を表示し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ｼｮｳｴﾈ ﾓｰﾄﾞ]を表示し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ﾄﾅｰ ｾｰﾌﾞ]を表示し、OKを押します。
4. aまたは bを押して、[ｵﾝ]を表示し、Goを押します。

  関連情報
• 基本設定 
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > 基本設定 > 印刷音を軽減する

印刷音を軽減する
静音モードでは、印刷時の音を軽減することができます。静音モードが有効なときは、印刷速度が遅くなります。
お買い上げ時の設定はオフです。

1. aまたは bを押して、[ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ]を表示し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ｼｮｳｴﾈ ﾓｰﾄﾞ]を表示し、OKを押します。
3. aまたは bを押して、[ｾｲｵﾝ ﾓｰﾄﾞ]を選択し、OKを押します。
4. aまたは b押して、[ｵﾝ]または[ｵﾌ]を表示し、Goを押します。

  関連情報
• 基本設定 
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > 基本設定 > 画面に表示される言語を変更す
る

画面に表示される言語を変更する
必要な場合は画面の言語を変更します。

この機能は、国によっては利用できない場合があります。

1. aまたは bを押して、[ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ]を表示し、OKを押します。
2. aまたは bを押して、[ﾋｮｳｼﾞ ｹﾞﾝｺﾞ]を表示し、OKを押します。
3. a または b を押してお使いの言語を表示し、 Goを押します。

  関連情報
• 基本設定 
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > 設定と機能一覧

設定と機能一覧
この設定一覧では、本製品のメニュー設定とオプションについて説明しています。

• メニューにアクセスして本製品の設定を変更する

• 設定一覧
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 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > 設定と機能一覧 > メニューにアクセスして
本製品の設定を変更する

メニューにアクセスして本製品の設定を変更する
本製品の操作パネルを使用して本製品のメニューにアクセスし、さまざまな設定を変更できます。
1. aまたは bを押して、各メニューレベルをスクロールします。
2. 使用したいオプションが液晶ディスプレーに表示されたら、OKを押します。
液晶ディスプレーに次のメニューレベルが表示されます。

3. aまたは bを押して、選択項目をスクロールします。
4. OKまたは Goを押します。
5. オプションの設定を終了すると、液晶ディスプレーに[ｳｹﾂｹﾏｼﾀ]が表示されます。

  関連情報
• 設定と機能一覧 

275



 ホーム > 製品の設定 > 操作パネルから製品の設定を変更する > 設定と機能一覧 > 設定一覧

設定一覧
以下の表では、本製品で詳細設定を行うためのさまざまなメニューやオプションについてご紹介します。

[ｾｲﾋﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ]
設定項目 1 設定項目 2 詳細
[ﾌﾟﾘﾝﾀｰｾｯﾃｲ ｲﾝｻﾂ] - プリンター設定ページを印刷します。
[ﾈｯﾄﾜｰｸｾｯﾃｲ ｲﾝｻﾂ] - ネットワーク設定レポートを印刷します。
[ﾑｾﾝLANﾚﾎﾟｰﾄ ｲﾝｻﾂ] - 無線 LAN接続性の診断結果を印刷します。
[ﾌｧｲﾙﾘｽﾄ ｲﾝｻﾂ] - メモリーに保存されているデータの一覧を印刷します。
[ﾃｽﾄ ﾌﾟﾘﾝﾄ] - テストページを印刷します。
[ﾄﾞﾗﾑ ﾖｺﾞﾚ ｲﾝｻﾂ] - ドラムチェックシートを印刷します。
[ﾌｫﾝﾄﾘｽﾄ ｲﾝｻﾂ] [PCL emulation] 製品の内部フォントの一覧を印刷します。

[PS3 emulation]
[ｼﾘｱﾙ No.] - 本製品のシリアルナンバーを表示します。
[ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ] [Main ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ] メインファームウェアのバージョンを表示します。

[Sub1 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ] サブファームウェアのバージョンを表示します。
[ｲﾝｻﾂﾏｲｽｳ ﾋｮｳｼﾞ] - 印刷済みの総ページ数を表示します。

[ｼｮｳﾓｳﾋﾝ ｼﾞｭﾐｮｳ] 1 [ﾄﾅｰ ｼﾞｭﾐｮｳ] トナーカートリッジの寿命を表示します。
[ﾄﾞﾗﾑ ｼﾞｭﾐｮｳ] ドラムカートリッジの寿命を表示します。
[PF ｷｯﾄ MP ｼﾞｭﾐｮｳ] PFキット（多目的トレイ）の寿命を表示します。
[PF ｷｯﾄ 1 ｼﾞｭﾐｮｳ] PFキット 1の寿命を表示します。

[PF ｷｯﾄ 2 ｼﾞｭﾐｮｳ] 2 PFキット 2の寿命を表示します。

[PF ｷｯﾄ 3 ｼﾞｭﾐｮｳ] 2 PFキット 3の寿命を表示します。

[ﾋｰﾀｰ ｼﾞｭﾐｮｳ] 定着ユニットの寿命を表示します。
[ﾚｰｻﾞｰ ｼﾞｭﾐｮｳ] レーザーユニットの寿命を表示します。

1 寿命はおおよその目安であり、使用するタイプによって異なることがあります。
2 トレイモジュール （オプショナル）が取り付けられているときのみ使用できます。

[ﾖｳｼﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ]
設定項目 1 設定項目 2 詳細
[ﾄﾚｲ ｾﾝﾀｸ] - 使用するトレイを選択します。
[ﾕｳｾﾝｼﾞｭﾝｲ] - [ｼﾞﾄﾞｳ]が[ﾄﾚｲ ｾﾝﾀｸ]で選択されているとき、同じサイズの用紙を含む複数の用

紙トレイを使用する順番を選択します。

[ｼﾞｮｶﾞｲﾄﾚｲｾｯﾃｲ] 1 - 異なるサイズの用紙がセットされている場合などに、使用しない特定のトレイを
選択します。

[ｺﾞｳｼ ﾄﾚｲ ｾﾝﾀｸ] 1 - 各印刷ジョブ間に挿入されるセパレート紙として使用する用紙を含むトレイを選
択します。

[ﾘｮｳﾒﾝ ｲﾝｻﾂ] [ﾘｮｳﾒﾝｲﾝｻﾂ] 用紙の両面に印刷するかどうかを選択します。
[ｶﾀﾒﾝ ﾊﾝｿｳﾎ
ｳｼｷ]

最終ページが片面だけの印刷ジョブとなる場合、[ｶﾀﾒﾝ ﾊﾝｿｳｹｲﾛ]オプションを選
択して印刷時間を短縮します。
レターヘッド紙やプレプリント紙を使用する場合、 必ず[ﾘｮｳﾒﾝ ﾊﾝｿｳｹｲﾛ]オプシ
ョンを選択してください。[ｶﾀﾒﾝ ﾊﾝｿｳｹｲﾛ]を選択してレターヘッド紙やプレプ
リント紙に印刷した場合、最終ページの印刷が裏面に行われてしまいます。
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設定項目 1 設定項目 2 詳細
[ﾖｳｼ ﾀｲﾌﾟ] [MPﾄﾚｲ] 多目的トレイ内の用紙に合わせて用紙タイプを選択します。

[ﾄﾚｲ1] 標準用紙トレイ内の用紙に合わせて用紙タイプを選択します。

[ﾄﾚｲ2] 1 トレイモジュール（オプション）（トレイ 2）内の用紙に合わせて用紙タイプを選
択します。

[ﾄﾚｲ3] 1 トレイモジュール（オプション）（トレイ 3）内の用紙に合わせて用紙タイプを選
択します。

[ﾖｳｼ ｻｲｽﾞ] [MPﾄﾚｲ] 多目的トレイにセットした用紙のサイズを選択します。
[ﾄﾚｲ1] 標準用紙トレイにセットした用紙のサイズを選択します。

[ﾄﾚｲ2] 1 トレイモジュール（オプション）（トレイ 2）にセットした用紙のサイズを選択し
ます。

[ﾄﾚｲ3] 1 トレイモジュール（オプション）（トレイ 3）にセットした用紙のサイズを選択し
ます。

[ﾖｳｼ ｻﾞﾝﾘｮｳﾂｳﾁ] [ﾂｳﾁ] 用紙の残り枚数が少なくなったことを知らせるメッセージを表示するかどうかを
設定します。

[ﾂｳﾁﾚﾍﾞﾙ] メッセージを表示させる残り用紙枚数を選択します。
[ﾄﾚｲｶｲﾍｲｼﾞｶｸﾆﾝ] - 製品にセットした用紙サイズが、製品の用紙サイズ設定とあっているか確認する

よう促すメッセージを表示するかどうかを選択します。

1 トレイモジュール（オプション）が取り付けられているときのみ使用できます。

[ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ]
設定項目 1 設定項目 2 詳細
[ﾋｮｳｼﾞ ｹﾞﾝｺﾞ] - 本製品をお使いの国や地域で使用する液晶ディスプレー言語を選択しま

す。
[ｶｲｿﾞｳﾄﾞ] - 印刷解像度を選択します。
[ｲﾝｻﾂ ﾉｳﾄﾞ] - 印刷濃度を、濃くまたは薄くします。
[ｼｮｳｴﾈ ﾓｰﾄﾞ] [ﾄﾅｰ ｾｰﾌﾞ] トナーカートリッジの印刷可能ページ枚数を増加させます。

[ｽﾘｰﾌﾟ ﾓｰﾄﾞ] 本製品がパワー節約モードに入るまでの時間を設定します。
[ｾｲｵﾝ ﾓｰﾄﾞ] 印刷音を軽減します。
[ｼﾞﾄﾞｳ ﾃﾞﾝｹﾞﾝｵﾌ] 製品がパワーオフモードに入る前に、ディープスリープモードを何時間維

持するかを設定します。
[ﾊﾟﾈﾙ ｺﾝﾄﾛｰﾙ] [ﾎﾞﾀﾝ ﾅｶﾞｵｼ ｿｸﾄﾞ] 間隔を置いて aまたは bを長押しし、液晶ディスプレーのメッセージが切

り替わる時間を設定します。
[ﾋｮｳｼﾞ ｽｸﾛｰﾙ ｿｸ
ﾄﾞ]

液晶ディスプレーのメッセージが上端から下端までスクロールする時間を
秒単位で設定します。レベル 1=0.2 秒からレベル 10=2.0 秒まで設定可能
です。

[ｶﾞﾒﾝﾉ ｺﾝﾄﾗｽﾄ] 液晶ディスプレーのコントラストを調整します。
[ﾊﾟﾈﾙ ｼﾞﾄﾞｳ ﾌｯｷ] 30秒間待機状態が続いたら、準備完了モードに戻るよう本製品を設定しま

す。
[ｾｷｭﾘﾃｨ ｾｯﾃｲﾛｯｸ] - 設定ロックパスワードを使ってお使いの製品の設定をロックします。
[ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ] [ｾﾝﾀｸ] 使用するインターフェイスを選択します。

[ｼﾞﾄﾞｳ]を選択した場合、本製品がデータを受信するインターフェイスによ
って USBとネットワークを切り替えます。

[ｵｰﾄｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾀｲﾑ] 自動インターフェイス選択のタイムアウト時間を設定します。
[ﾊﾞｯﾌｧｰ] 入力バッファ容量を増やしたり減らしたりします。
[ﾎﾟｰﾄｺﾃｲ] 固定ポート機能を有効または無効にします。

[ｷｵｸ ｼｮｳｷｮ] [ﾏｸﾛ ID] 登録されたマクロデータを削除します。
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設定項目 1 設定項目 2 詳細
[ｷｵｸ ｼｮｳｷｮ] [ﾌｫﾝﾄ ID] 登録されたフォントデータを削除します。

[ﾌｫｰﾏｯﾄ] 本製品のマクロおよびフォントデータをお買い上げ時の状態に戻します。

[ｲﾝｻﾂ ﾒﾆｭｰ]
設定項目 1 設定項目 2 詳細
[ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ] - エミュレーションモードを選択します。
[ｴﾗｰｶｲｼﾞｮ] - 用紙サイズエラーを解除し、トレイ内の用紙を使いたい場合はこの設定を

選択します。
[ﾖｳｼ ﾀｲﾌﾟ] - 用紙タイプを設定します。
[ﾖｳｼ ｻｲｽﾞ] - 用紙サイズを設定します。
[ﾌﾞｽｳ] - 印刷するページ数を設定します。
[ｲﾝｻﾂ ﾉ ﾑｷ] - ページを縦向きと横向きのどちらで印刷するかを設定します。
[ｲﾝｼﾞ ｲﾁ] [Xｵﾌｾｯﾄ] 300dpi 換算で、印刷開始位置（ページの左上端）を左右方向に-500 ドッ

ト（左）～+500 ドット（右）の範囲で設定できます。
[Yｵﾌｾｯﾄ] 300dpi 換算で、印刷開始位置（ページの左上端）を上下方向に-500 ドッ

ト（上）～+500 ドット（下）の範囲で設定できます。
[ｵｰﾄﾌｫｰﾑﾌｨｰﾄﾞ] - 本製品で残っているデータを自動的にすべて印刷できるようにします。
[PCL emulation] [ﾌｫﾝﾄ No.] フォント番号を設定します。

[ﾌｫﾝﾄ ﾋﾟｯﾁ] フォントピッチを設定します。
[ﾌｫﾝﾄ ﾋﾟｯﾁ]メニューは、[I012]～[I018]、[I031]～[I037]または
[I097]～[I109]を[ﾌｫﾝﾄ No.]設定で選択したときに表示されます。

[ﾌｫﾝﾄ ﾎﾟｲﾝﾄ] フォントサイズを設定します。
[ﾌｫﾝﾄ ﾎﾟｲﾝﾄ]メニューは、[I000]～[I011]、[I019]～[I030]または
[I038]～[I096]を[ﾌｫﾝﾄ No.]設定で選択したときに表示されます。

[ｺｰﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ] 記号または文字セットを選択します。
[ｺｰﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ ｲﾝｻﾂ] 文字コード表を印刷します。
[ｵｰﾄLF] ON: CR -> CR+LF、OFF: CR -> CR

[ｵｰﾄCR] ON: LF -> LF+CR、FF -> FF+CR、または VT -> VT+CR
OFF: LF -> LF、FF -> FF、または VT -> VT

[ｵｰﾄWRAP] 右マージンに到達した場合、ラインフィードとキャリッジを戻すかどうか
を選択します。

[ｵｰﾄSKIP] キャリッジ位置が下部マージンに到達した場合、ラインフィードとキャリ
ッジを戻すかどうかを選択します。

[ﾋﾀﾞﾘ ﾏｰｼﾞﾝ] 1インチ 1 文字ピッチで左マージンを 0列～70 列に設定します。
[ﾐｷﾞ ﾏｰｼﾞﾝ] 1インチ 1 文字ピッチで右マージンを 10列～80 列に設定します。
[ｳｴ ﾏｰｼﾞﾝ] 用紙の上端から、上部マージンの長さを設定します。
[ｼﾀ ﾏｰｼﾞﾝ] 用紙の下端から、下部マージンの長さを設定します。
[ｷﾞｮｳｽｳ] 各ページの行数を設定します。
[ﾄﾚｲ ｺﾏﾝﾄﾞ] HP社のドライバーを使用したとき、トレイ不一致メッセージが表示され

る場合はこの設定を選択します。
[PS3 emulation] [ｴﾗｰ ｲﾝｻﾂ] エラーが発生したときに本製品でエラー情報を印刷するかどうかを選択

します。
[ｶｰﾎﾞﾝ ﾒﾆｭｰ] [ｶｰﾎﾞﾝ ｺﾋﾟｰ] カーボンコピー機能を有効または無効にします。

[ﾌﾞｽｳ] 印刷するページ数を設定します。
[ｺﾋﾟｰ1 ﾄﾚｲ] コピー 1に使用するトレイを選択します。
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設定項目 1 設定項目 2 詳細
[ｶｰﾎﾞﾝ ﾒﾆｭｰ] [ｺﾋﾟｰ1 ﾏｸﾛ] コピー 1に使用するマクロを選択します。

[ｺﾋﾟｰ2 ﾄﾚｲ] … [ｺ
ﾋﾟｰ8 ﾄﾚｲ]

コピー 2～8に使用するトレイを選択します。
複数のページを印刷するとき、このメニューが表示されます。

[ｺﾋﾟｰ2 ﾏｸﾛ] … [ｺ
ﾋﾟｰ8 ﾏｸﾛ]

コピー 2～8に使用するマクロを選択します。
複数のページを印刷するとき、このメニューが表示されます。

[ﾈｯﾄﾜｰｸ]
設定項目 1 設定項目 2 設定項目 3 詳細
[ﾕｳｾﾝ LAN] [TCP/IP ｾｯﾃｲ] [IP ｼｭﾄｸ ﾎｳﾎｳ] 最適な IP取得方法を選択します。

[IP ｱﾄﾞﾚｽ] IPアドレスを入力します。
[ｻﾌﾞﾈｯﾄ ﾏｽｸ] サブネットマスクを入力します。
[ｹﾞｰﾄｳｪｲ] ゲートウェイアドレスを入力します。
[IP ｾｯﾃｲ ﾘﾄﾗｲ] [IP ｼｭﾄｸ ﾎｳﾎｳ]が[Static]以外に設定された場合に、本

製品が IPアドレスを取得する試行回数を指定します。
[APIPA] リンクローカルアドレスの範囲から、自動的に IPアドレ

スを割り当てます 1。
[IPv6] IPv6プロトコルを有効または無効にします。

[ｲｰｻﾈｯﾄ] - イーサネットリンクモードを選択します。
[ﾕｳｾﾝLAN ｼﾞｮｳﾀｲ] - イーサネットリンクの状態を表示します。
[MACｱﾄﾞﾚｽ] - 本製品の MACアドレスを表示します。
[ｼｮｷｾｯﾃｲ ﾆ ﾓﾄﾞｽ] - お使いの製品の有線 LAN 設定をお買い上げ時の状態に戻

します。
[ﾕｳｾﾝLAN ﾕｳｺｳ] - 有線インターフェイスをオンまたはオフにします。

[ﾑｾﾝ LAN] [TCP/IP ｾｯﾃｲ] [IP ｼｭﾄｸ ﾎｳﾎｳ] 最適な IP取得方法を選択します。
[IP ｱﾄﾞﾚｽ] IPアドレスを入力します。
[ｻﾌﾞﾈｯﾄ ﾏｽｸ] サブネットマスクを入力します。
[ｹﾞｰﾄｳｪｲ] ゲートウェイアドレスを入力します。
[IP ｾｯﾃｲ ﾘﾄﾗｲ] [IP ｼｭﾄｸ ﾎｳﾎｳ]が[Static]以外に設定された場合に、本

製品が IPアドレスを取得する試行回数を指定します。
[APIPA] リンクローカルアドレスの範囲から、自動的に IPアドレ

スを割り当てます 1。
[IPv6] IPv6プロトコルを有効または無効にします。

[ｾﾂｿﾞｸ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ] - セットアップウィザードを使って無線ネットワーク設定
を行います。

[ｾﾂｿﾞｸｱｼｽﾀﾝﾄ] - 本製品のインストールディスクを使って無線ネットワー
クを設定します。

[WPS] - ワンプッシュボタン方式を使って無線ネットワークを設
定します。

[WPS(PINｺｰﾄﾞ)] - WPSの PINコードを使って無線ネットワークの設定をし
ます。

[ﾑｾﾝ ｼﾞｮｳﾀｲ] [ｾﾂｿﾞｸ ｼﾞｮｳﾀｲ] 無線イーサネットリンクの状態を表示します。
[ﾃﾞﾝﾊﾟ ｼﾞｮｳﾀｲ] 信号の状態を表示します。
[ﾂｳｼﾝ ﾁｬﾝﾈﾙ] [ｾﾂｿﾞｸ ｼﾞｮｳﾀｲ]が[ｱｸﾃｨﾌﾞ]のときに使用するチャンネル

を表示します。
[ﾂｳｼﾝ ｿｸﾄﾞ] [ｾﾂｿﾞｸ ｼﾞｮｳﾀｲ]が[ｱｸﾃｨﾌﾞ]のときに接続速度を表示しま

す。

279



設定項目 1 設定項目 2 設定項目 3 詳細
[ﾑｾﾝ LAN] [ﾑｾﾝ ｼﾞｮｳﾀｲ] [SSID] SSIDを表示します。

[ﾂｳｼﾝ ﾓｰﾄﾞ] 現在の通信モードが表示されます。
[MACｱﾄﾞﾚｽ] - 本製品の MACアドレスを表示します。
[ｼｮｷｾｯﾃｲ ﾆ ﾓﾄﾞｽ] - お使いの製品の無線ネットワーク設定をお買い上げ時の

状態に戻します。
[ﾑｾﾝLAN ﾕｳｺｳ] - 無線インターフェイスをオンまたはオフにします。

[Wi-Fi
Direct]

[ﾌﾟｯｼｭﾎﾞﾀﾝ ｾﾂｿﾞｸ] - ワンプッシュ方式を使って素早くWi-Fi Direct ネットワー
クの設定をします。

[PINｺｰﾄﾞ ｾﾂｿﾞｸ] - WPS の PIN コードを使って素早く Wi-Fi Direct ネットワ
ークの設定をします。

[ｼｭﾄﾞｳ ｾﾂｿﾞｸ] - Wi-Fi Directネットワークを手動で設定します。
[ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｵｰﾅｰ] - お使いの製品をグループオーナーに設定します。
[ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｼﾞｮｳﾎｳ] [ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾒｲ] お使いの製品のデバイス名を確認します。

[SSID] グループオーナーの SSIDを表示します。
[IP ｱﾄﾞﾚｽ] お使いの製品の IPアドレスを表示します。

[ｾﾂｿﾞｸ ｼﾞｮｳﾎｳ] [ｾﾂｿﾞｸ ｼﾞｮｳﾀｲ] Wi-Fi Directネットワークの状態を表示します。
[ﾃﾞﾝﾊﾟ ｼﾞｮｳﾀｲ] 現在の Wi-Fi Direct ネットワークの信号強度を表示しま

す。
製品がグループオーナーとして動作しているときは、液晶
ディスプレーには常に[ﾂﾖｲ]が表示されます。

[ﾂｳｼﾝ ﾁｬﾝﾈﾙ] [ｾﾂｿﾞｸ ｼﾞｮｳﾀｲ]が[ｸﾞﾙｰﾌﾟｵｰﾅｰ]または[ｸﾗｲｱﾝﾄ ｱｸﾃｨﾌﾞ]
のときに使用するチャンネルを表示します。

[ﾂｳｼﾝ ｿｸﾄﾞ] [ｾﾂｿﾞｸ ｼﾞｮｳﾀｲ]が[ｸﾞﾙｰﾌﾟｵｰﾅｰ]または[ｸﾗｲｱﾝﾄ ｱｸﾃｨﾌﾞ]
のときに接続速度を表示します。

[ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ﾕｳｺｳ] - Wi-Fi Direct接続を有効または無効にします。
[IPsec] - - IPsec は、IP プロトコルの任意のセキュリティ機能であ

り、認証と暗号化のサービスを提供します。ネットワーク
管理者に問い合わせてからこの設定を変更することを推
奨します。

[ﾈｯﾄﾜｰｸｾｯﾃｲﾘｾｯ
ﾄ]

- - お使いの製品のすべてのネットワーク設定をお買い上げ
時の状態に戻します。

1 「IP取得方法」が「自動」の場合、本製品はネットワークに接続するとき、DHCPなどのブートサーバーから IPアドレスやサブネットマ
スクの取得を試行して設定します。ブートサーバーが見つからない場合、APIPAにより IPアドレス（169. 254. [001-254]. [000-255]など）
が割り当てられます。本製品の「IP取得方法」が「静的」に設定されている場合、製品の操作パネルから IPアドレスを手動で入力する
必要があります

[ﾘｾｯﾄ ﾒﾆｭｰ]
設定項目 1 詳細
[ﾈｯﾄﾜｰｸｾｯﾃｲﾘｾｯﾄ] お使いの製品のすべてのネットワーク設定をお買い上げ時の状態に戻します。
[ｺｳｼﾞｮｳ ﾘｾｯﾄ] 本製品をリセットし、プリンター設定（コマンド設定を含む）をお買い上げ時の状態に戻します。

  関連情報
• 設定と機能一覧 
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する

パソコンを使用して製品の設定を変更する

• ウェブブラウザーを使用して製品の設定を変更する

• 本製品のネットワーク設定はどこにありますか?

• ネットワーク管理ソフトウェアとユーティリティ
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > ウェブブラウザーを使用して製品の設
定を変更する

ウェブブラウザーを使用して製品の設定を変更する
ウェブブラウザーは、ハイパーテキスト転送プロトコル（HTTP）またはセキュアソケットレイヤー（SSL）上の
ハイパーテキスト転送プロトコル（HTTPS）を使用して本製品を管理するための標準的なウェブブラウザーを使
用したユーティリティです。

• ウェブブラウザー設定とは

• ウェブブラウザー設定にアクセスする

• ウェブブラウザーのログインパスワードを設定する

• ネットワーク管理ソフトウェアとユーティリティ
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > ウェブブラウザーを使用して製品の設
定を変更する > ウェブブラウザー設定とは

ウェブブラウザー設定とは
ウェブブラウザー設定は、ハイパーテキスト転送プロトコル（HTTP）または SSL(セキュアソケットレイヤー)上
のハイパーテキスト転送プロトコル（HTTPS）を使用して本製品を管理するための標準的なウェブブラウザーを
使用するユーティリティです。ご使用のウェブブラウザーに本製品の IPアドレスを入力して、プリントサーバー
の設定値の表示や変更を行います。

• Windows®の場合は、Microsoft® Internet Explorer® 8.0/10.0/11.0を、Macの場合は、Safari 8.0のブラウ
ザーのご使用をお勧めします。いずれのウェブブラウザーの場合も、JavaScript およびクッキーを有効
にして使用してください。上記以外のウェブブラウザーを使用する場合は、HTTP 1.0および HTTP 1.1
と互換性があることを確認してください。

• ネットワーク上で TCP/IPプロトコルを使用し、プリントサーバーとパソコンに有効な IPアドレスがプ
ログラムされている必要があります。

• 実際に表示される画面は、上の画面とは異なる場合があります。
• 以下の説明は例です。

基本設定
このタブを使用して本製品の現在の状態を確認し、タイマーの設定など、基本的な設定を変更します。

印刷
このタブを使用して、印刷設定の確認や変更を行います。

管理者設定
このタブを使用して、ウェブブラウザーのパスワードの設定、各種設定のリセット、および主に管理者が使用
する機能の設定を行います。また、セキュリティ機能ロックを使用して、ユーザーに合わせて機能を制限する
こともできます。

ネットワーク
このタブを使用して、ネットワーク設定の変更、ネットワークプロトコルの有効化または無効化、およびセキ
ュリティと証明書の設定を行います。
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  関連情報
• ウェブブラウザーを使用して製品の設定を変更する 
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > ウェブブラウザーを使用して製品の設
定を変更する > ウェブブラウザー設定にアクセスする

ウェブブラウザー設定にアクセスする

• ウェブブラウザー設定を使用する場合、HTTPSセキュリティプロトコルを使用することをおすすめしま
す。

• ウェブブラウザーの設定に HTTPSを使用すると、ブラウザーに警告ダイアログボックスが表示されます。

1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

• ドメイン名システムを使用しているか、NetBIOS 名を有効にしている場合、IP アドレスの代わりに
「SharedPrinter」など、他の名前を入力することができます。
- 例：

http://SharedPrinter
NetBIOS 名を有効にした場合は、ノード名も使用できます。
- 例：

http://fxnxxxxxxxxxxxx
NetBIOS名は、ネットワーク設定リストで確認できます。

• Macの場合、ステータスモニター画面に表示される本製品のアイコンをクリックして、ウェブブラウザ
ーにアクセスします。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

これでプリントサーバーの設定を変更できます。

プロトコル設定を変更する場合、OK をクリックして設定を有効化した後、本製品を再起動する必要があります。

  関連情報
• ウェブブラウザーを使用して製品の設定を変更する
関連トピック：
• ネットワーク設定レポートを印刷する 
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 ホーム > 製品の設定 > パソコンを使用して製品の設定を変更する > ウェブブラウザーを使用して製品の設
定を変更する > ウェブブラウザーのログインパスワードを設定する

ウェブブラウザーのログインパスワードを設定する
ウェブブラウザーによる管理画面への不正アクセスを防止するため、ログインパスワードを設定することをお勧
めします。
1. ウェブブラウザーを起動します。
2. ブラウザーのアドレスバーに「http://製品の IPアドレス」を入力します(「製品の IPアドレス」には本製品の

IPアドレスを入力します)。
例：
http://192.0.2.1

• ドメイン名システムを使用しているか、NetBIOS 名を有効にしている場合、IP アドレスの代わりに
「SharedPrinter」など、他の名前を入力することができます。
- 例：

http://SharedPrinter
NetBIOS 名を有効にした場合は、ノード名も使用できます。
- 例：

http://fxnxxxxxxxxxxxx
NetBIOS名は、ネットワーク設定リストで確認できます。

• Macの場合、ステータスモニター画面に表示される本製品のアイコンをクリックして、ウェブブラウザ
ーにアクセスします。

3. パスワードを入力し、 をクリックします。お買い上げ時のパスワードは「x-admin」です。安全性を確保
するため、パスワードの変更をお勧めします。

4. 管理者設定 をクリックします。
5. 新しいパスワードの入力欄に、使用するパスワードを入力します（7～32文字）。
6. 新しいパスワードの確認欄に、パスワードをもう一度入力します。
7. OK をクリックします。

今後、ウェブブラウザーへアクセスするたびに、ログイン欄にこのパスワードを入力して、 をクリックしま
す。

設定後、 をクリックしてログオフします。

事前にパスワードを設定していない場合、本製品のウェブページのパスワードを設定してくださいボタンを
クリックしてパスワードを設定することもできます。

  関連情報
• ウェブブラウザーを使用して製品の設定を変更する 
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 ホーム > 付録

付録

• 主な仕様

• 富士ゼロックス製品にテキストを入力するには

• 消耗品

• アクセサリー
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 ホーム > 付録 > 主な仕様

主な仕様
本機の主な仕様を記載します。製品の仕様、および外観は、改良のため予告なく変更する場合がありますので、
あらかじめご了承ください。

商品コード NL300068

形式 デスクトップ
プリント方
式

レーザーゼログラフィー

• 半導体レーザー + 乾式電子写真方式

定着方式 フィルム定着方式
ウォームア
ップ・タイム

25秒以下（電源投入時：室温 23℃）
（スリープモード時は 5.8秒以下）

連続プリン
ト速度

片面印刷時：40枚/分
両面印刷時：20ページ/分

• 同一原稿連続プリント時。
• 郵便はがき（日本郵便製）などの用紙種類、用紙サイズやプリント条件によっては速度が
低下します。また、画質調整のため、速度が低下する場合があります。

ファースト
プリント

7.2秒

• 本体給紙トレイから給紙した場合。数値は出力環境によって異なります。

書き込み解
像度

2400×600 dpi（全速）、1200×1200 dpi（全速）

階調 －
用紙サイズ 標準トレイ：A4、B5、A5、A5ヨコ、A6、レター、郵便はがき（日本郵便製）

多目的トレイ：A4、B5、A5、A5ヨコ、B6、A6、レター、郵便はがき（日本郵便製）、Com-10、モナ
ーク、C5、DL、洋形 4号封筒、長形 3号封筒、長形 4号封筒、ユーザー定義サイズ（幅　69.8～216
mm、長さ　127～355.6 mm）
両面印刷：A4
像欠け幅：先端 / 後端 / 左右端：4.2 mm

用紙坪量 標準トレイ：60～120g/m2、郵便はがき（日本郵便製）（185g/m2）
多目的トレイ：60～200g/m2、郵便はがき（日本郵便製）（185g/m2）
両面印刷：60～105g/m2

• 推奨用紙をご使用ください。用紙の種類（紙質、サイズ等）によっては、正しく印刷できない場合
があります。特にユーザー定義用紙サイズのご使用にあたっては、用紙走行性の事前確認をお願い
します。インクジェット専用用紙は使用しないでください。「かもめーる」や年賀状などの再生紙は
がきは使用できない場合があります。使用済用紙の裏面および事前印刷用紙への印刷や、使用環境
が乾燥地・寒冷地・高温多湿の場合、用紙によってはプリント不良などの品質低下が発生する場合
があります。また、用紙の種類や環境条件により印刷品質に差異が生じる場合がありますので、事
前に印刷品質の確認を推奨します。なお、推奨用紙や事前の用紙走行確認については、弊社プリン
ターサポートデスク（0120-66-2209）または販売店までお問い合わせください。

給紙容量 標準トレイ：250枚、郵便はがき（30枚）
多目的トレイ：50枚、郵便はがき（10枚）

• 80g/m2（A4 用紙）。
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出力トレイ
容量

150枚（フェイスダウン）、1枚（フェイスアップ）、郵便はがき（15枚）（フェイスアップ）

• 80g/m2（A4 用紙）。
• 小サイズ（A6、B6、A5）80g/m2（A4 用紙）は、フェイスダウンで 100枚排紙。

両面機能 標準
メモリー容
量

256MB（最大 256MB）

• メモリーは増設できません。

内蔵ハード
ディスク

－

搭載フォン
ト

PCL スケーラブル Font 73書体
PCL BitMap Font 12書体
PostScript 互換 Font 66書体
日本語 2書体（美杉ゴシック、和桜明朝）

ページ記述
言語

－

エミュレー
ション

PCL6、PostScript®3™、PDF バージョン 1.7、XPS（XML Paper Specification）バージョン 1.0

対応 OS Windows Server® 2008（32 ビット）、
Windows® 7（32 ビット）、
Windows® 8（32 ビット）、
Windows® 8.1（32 ビット）、
Windows ® 10（32 ビット）、
Windows Server® 2008（64 ビット）、
Windows Server® 2008 R2（64 ビット） 、
Windows® 7（64 ビット） 、
Windows® 8（64 ビット）、
Windows Server® 2012（64 ビット） 、
Windows® 8.1（64 ビット） 、
Windows ® 10（64 ビット）、
Windows Server® 2012 R2（64 ビット）、
Windows Server® 2016（64 ビット）、
Windows Server® 2019（64 ビット）、
macOS v10.12.x/v10.13.x/v10.14.x

• 最新の対応 OS については当社の公式サイトをご覧ください。

インターフ
ェイス

Ethernet 1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T＊、USB2.0（Hi-Speed）、
IEEE802.11b/g/n（インフラストラクチャモード/アドホックモード）＊、
IEEE802.11g/n（Wi-Fi Direct）＊、

• ＊有線 LAN と無線 LAN は同時に使用できません。
初期設定は、有線 LAN です。
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対応プロト
コル

プロトコル(IPv4)
ARP、RARP、BOOTP、DHCP、APIPA(Auto IP)、WINS/NetBIOS name resolution、DNS Resolver、
mDNS、LLMNR responder、LPR/LPD、Custom Raw Port/Port9100、IPP/IPPS、FTP Server、TELNET
Server、HTTP/HTTPS server、TFTP client and server、SMTP Client、SNMPv1/v2c/ v3、ICMP、Web
Services (Print)、CIFS client、SNTP client
プロトコル(IPv6)
NDP、RA、DNS resolver、mDNS、LLMNR responder、LPR/LPD、Custom Raw Port/Port9100、IPP/
IPPS、FTP Server、TELNET Server、HTTP/HTTPS server、TFTP client and server、SMTP Client、
SNMPv1/v2c/v3、ICMPv6、Web Services (Print)、CIFS Client、SNTP Client

電源 AC100 V±10 %、15 A、50/60 Hz共用

• 推奨コンセント容量。機械側最大電流は、10.8 A。

動作音 稼働時：6.81 B、52.0 dB（A）
レディー時：4.7 B、34.0 dB（A）

• RAL-UZ205 に基づき測定。単位 B：音響パワーレベル。
• ISO7779 に基づき測定。単位ｄ B（A）：放射音圧レベル（バイスタンダ位置）。

消費電力 最大：1080 W、ディープスリープモード時：1.0 W以下
平均：レディー時：33 W、稼働時：600 W

エネルギー
消費効率

95 kWh/年 区分：プリンター C

• 省エネ法（平成 25 年 3 月 1 日付）で定められた測定方法による数値。

大きさ 幅 373×奥行 388×高さ 255mm

質量 約 10.7 kg（消耗品含む）、約 9.5 kg（消耗品含まず）
使用環境 温度：10～32.5℃

湿度：20～80%（結露による障害は除く）

• 使用直前の温度、湿度の環境、プリンター内部が設置環境になじむまで、使用される用紙
の品質によってはプリント品質の低下を招く場合があります。

  関連情報
• 付録 
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 ホーム > 付録 > 富士ゼロックス製品にテキストを入力するには

富士ゼロックス製品にテキストを入力するには

ネットワークキーなど、特定のオプションを設定するときに、本製品に文字を入力する必要があります。
• a または b を長押しするか、繰り返し押し、このリストから文字を選択します。

0123456789abcdefghijklmnopqrstuvwxyzABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ （スペース） !"#$%&'()*
+,-./:;<=>?@[]^_

• 使用したい文字や記号が表示されたら、OKを押し、次の文字を入力します。
• Back を押すと、間違えて入力した文字を削除することができます。

  関連情報
• 付録
関連トピック：
• 既存の SSIDを使用して、アドホックモードで本製品に無線 LANを設定する
• 本製品の操作パネルセットアップウィザードを使用して、本製品に無線 LANを設定する
• 新しい SSIDを使用して、本製品をアドホックモードで無線ネットワーク用に設定する
• SSIDがブロードキャストされていない場合に、本製品を無線ネットワーク用に設定する 
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 ホーム > 付録 > 消耗品

消耗品
トナーカートリッジやドラムカートリッジなどの消耗品が交換時期になると、本製品の操作パネルまたはステー
タスモニターにエラーメッセージが表示されます。お近くの販売店にお問い合わせください。

• トナーカートリッジとドラムカートリッジは、それぞれ別の部品となります。

消耗品 消耗品の注文番号 おおよその寿命
（印字可能枚数）

トナーカートリッジ 標準容量： CT203113 約 3,000 頁 1 （レターまたは A4の 1ページ）
大容量： CT203114 約 8,000 頁 1 （レターまたは A4の 1ページ）
付属トナーカートリッジ 約 3,000 頁（レターまたは A4の 1ページ）

ドラムカートリッジ CT351175 約 30,000 頁 / 50,000 頁 2

  関連情報
• 付録
関連トピック：
• 消耗品の交換 

1 カートリッジのおおよその印刷可能枚数は ISO/IEC 19752規格に基づく公表値を満たしています。
2 1回に 1ページ印刷する場合：約 30,000ページ、1回に 3ページ印刷する場合：約 50,000ページ（A4またはレターの単一ページ）。印刷
可能枚数は、使用する用紙の種類やサイズなど、さまざまな条件により変化します。
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 ホーム > 付録 > アクセサリー

アクセサリー
注文番号 品目
EL300936 トレイモジュール（250枚）

  関連情報
• 付録 
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